


[image: ]







[image: ]







[image: ]







家賃 目次





家賃




家賃＋α




あとがき









[image: ]







[image: 家賃]







「遼はるかちゃん、やべぇ！」

　切せっ羽ぱ詰つまったひそひそ声に、里さと谷や遼は理科の小テストの採点の手を止めて、声の方をふりかえった。

　職員室の後部ドアからいちばん近い遼の机に、小柄な男子生徒が這はいよってきた。遼が副担任をしているクラスの生徒だ。

「どうした、島しま田だ」

「ちょっと美術室まで来てよ」

「またガラスでも割ったのか」

「ガラスじゃなくてさ、備品入れの扉、壊しちゃったんだよ」

「備品入れ？　どうやったらあんな頑がん丈じょうなものが壊れるんだ」

「それがですね」

　島田は鹿しか爪つめらしい顔で、更さらに声のトーンを落とした。

「あの空間に何人入れるかなぁって挑戦したくなって」

「何人って、おまえあんな中に人間が入れるかよ。一人だって無理だろう」

「そりゃ、遼ちゃんみたいなガタイじゃ無理だろうけど」

　百八十五センチ、八十キロの遼に、畏い敬けいとも呆あきれともとれる視線を向けて、島田は得意げに続けた。

「とりあえず四人までは入れたんですよ」

「そりゃすごいな」

「でしょ？　ところが、五人目が入って、扉を外から閉めようとしたら、蝶ちょう番つがいが外れて、扉がボコッと変形しちゃったんすよー」

「……おまえらなぁ」

　思わずため息がもれる。まったく中学生男子というのは、どうしてこう生産性のないバカなことばかりを思いつくのだろうか。この間は昼休みに鉄棒で大車輪からのジャンプを競きそいあい、フェンスに激突して脱だっ臼きゅうした生徒もいた。

「ドアが変形するほど押し込んで、怪我人は出なかったのか？」

「あー、怪我っつうか矢や部べとカンちゃんがまだらにアザってたけど、あとは平気です。それよりドアがヤバい！」

「また北きた島じま先生にどやされるぞ」

「ですよね。オレ、さっきの授業中に週刊誌も没ぼっ収しゅうされてるしさ」

「まあ二つ合わせて、体育館裏の草むしり一ヵ月ってとこだな」

「だから遼ちゃんのところに来たんだよ。ねえ、どうにかしてくれよ」

「俺はおまえらの便利屋か？」

「ねえ、頼むよ～。遼ちゃんなら直──イテッ」

　後ろのドアから入ってきた担任の北島に丸めた週刊誌で頭を叩かれ、島田は身をすくめた。

「なにが遼ちゃんだ。ちゃんと里谷先生と呼びなさい」

「へーい」

「だいたいおまえ、こんなところで何してる。今は掃除の時間だろう」

「あ、ええと、その掃除のことで遼ちゃ…里谷先生にご相談がありまして」

「相談？」

「用具入れの鍵かぎの具合が悪いらしいんですよ。今行くから、掃除に戻ってろ」

　遼は適当に仲ちゅう裁さいに入り、島田を逃がしてやった。

「まったく、あの子らは規則は破るためにあると思ってるんだから」

　没収品の週刊誌を苦々しげに机に放り出し、北島は煙草たばこをくわえてライターを手に取った。

「先生も規則は守ってくださいね。煙草は喫煙場所でお願いします」

　通り掛かった藤ふじ村むら香か乃のから突っ込みが入り、

「いや、もちろんここで吸おうとしたわけじゃないよ」

　北島は決まり悪げに頭をかいて誤魔化した。

「副担の遼の方が生徒に人気があるから、やきもち焼いてんのよ」

　香乃がこっそり耳打ちしてきた。

　三年先輩の国語教員香乃とは、職場の同僚になる以前からの知り合いである。

　遼の実家は学生相手の下宿「大和やまと館かん」を営いとなんでおり、香乃は十八のときからそこに下宿している。

　目上の人間に対しても気おくれしない香乃の態度に感服しながら、一方では名な残ごり惜おしそうにライターをもてあそんでいる北島の憎にくめない人間らしさに苦笑がこみあげてくる。

　教師になって最初に感じたのは、生徒と教師の一番の差は立場と年齢だけだということだった。

　遼自身、子供時代は担任が手を焼く悪ガキだった。まさか自分が教職について、自分と同じような悪ガキたちにもっともらしい顔で説教をするようになるとは、思ってもいなかった。

「しかし、困ったもんだよなぁ、こいつも」

　北島は間の悪さを誤魔化すように、週刊誌を広げた。

《天下のアイドルくん、夜の街でのご乱らん行こう》

　茶ちゃ化かすようなみだしのついたページには、引き伸ばされた粒りゅう子しの粗あらい写真が載っていた。

　いかがわしげな飲食店の一角で、きわどい衣い裳しょうに身を包んだ女の子に囲まれたくわえ煙草の男。

　男というより、男の子というのが正確か。成長期特有の薄い身体で、細い脚をシートの上にクモのように折おり畳たたんでいる。

　被写体は、目もっ下か十五歳の売り出し中アイドルグループ「ピース」のメンバー、望もち月づき和かず哉やだった。

　校内は、今日は一日中このスキャンダルのことでもちきりだった。

　望月和哉は、この中学校の卒業生なのである。

　周囲の数人の教師が、週刊誌を覗のぞき込こんできた。

「まあ、あの子はなにかやらかすとは思ってましたよ」

「生活態度に問題アリでしたしねぇ」

「ろくなことにはならないと思ったんだよ、芸能界なんて」

　口々に言う教師たちに、

「もしかして、私、責められてます？」

　香乃がちょっと口を尖とがらせた。

　香乃は昨年和哉のクラスの副担任をしており、和哉の芸能活動を後押しして、担任や校長、その他の関係者の説得に奔ほん走そうしたのだった。

「私は間違ってたとは思いませんよ。経済的に逼ひっ迫ぱくしていた望月くんが才能を生かして仕事をするのはいいことだと思ったし、打ち込めるものがある方が、生活態度が改まるに違いないって思ったんです」

　胸を張って言い切ったあと、香乃は小さくため息をついて、声のトーンを落とした。

「でも、在学中でなくてほっとしてるのも事実だったりして。そしたら私、今頃責任問題で吊つるし上あげられて、担任はずされてますよね」

　香乃の本音に、皆苦笑をもらした。

　確かに、これが在学中であれば、色々面倒なことが増えていただろう。今でさえ、すでに数社のマスコミがあれこれうるさく詮せん索さくしてきている状態なのだから。

　ちょうど掃除終了の予鈴が鳴った。

「ちょっと掃除場所の見回りに行ってきます」

　北島に言いおいて、遼は職員室をあとにした。

　美術室では、女子生徒の非難を浴びながら、男子生徒たちが用具入れと格かく闘とうしていた。

「ほら、おまえらがいじると却かえって事態が悪化する」

　遼は生徒の襟えり首くびを摑つかんで、用具入れから引きはがした。

「もう教室に戻りなさい。ホームルームが始まるぞ」

「遼ちゃん、甘い！」

　女生徒の一人、吉よし野の南みなみが、仁に王おう立だちになってびしっと男子の群れを指差した。

「島田たちのこと、ちゃんと叱しかってよ。バカみたいなことばっかしてるんだから。遼ちゃんが甘やかすから、増長してるのよ」

　南はハリー・ポッターに出てくる優等生の少女とどこか似ている。

　十四歳という年ごろでは、得てして女の子の方が大人でしっかりしているものだ。

　望んで教職に就いた遼は、自分の仕事にも生徒たちにも、それなりの愛着を抱いだいている。

　南のようなしっかりした生徒は、頼もしくてありがたい存在だし、一方島田たちのような手合いは、ある意味「馬鹿な子ほどかわいい」という類たぐいである。

　中には著いちじるしく問題を抱かかえた生徒もいるが、遼はどんな生徒にも比較的親しまれやすい。

　元々、下宿屋という環境で育ったせいか、初対面の人間に対してもあまり身構えるということがない。そのリラックスした空気が相手にも伝わって、緊張をほぐすのかもしれない。

　けれど、そんな遼にも、時にはスタンスの取り方がわからない生徒もいる。正確には「いた」と言うべきか。

「ねえ遼ちゃん、望月先輩って芸能界クビだと思う？」

　女生徒の一人が、まさにその「元生徒」の名を口にした。

「さあ。どうなんだろうな。俺には芸能界の事情はわからん」

　遼は屈かがんで道具入れの蝶番の具合を確かめながら答えた。

「当然クビじゃないかしら」

　南がきっぱりと、でも少し残念そうに言った。

「アーティストとかならともかく、アイドルってその人のキャラクターそのものが商売道具なわけでしょう？　そこに傷がついたら、もう終わりなんじゃないの」

「もったいなーい。うちの学校始まって以来の有名人だったのに」

「私、ファンだったんだよ」

「これからどうするんだろう。望月先輩って高校進学しなかったでしょ？　芸能界クビになったらプーじゃんねぇ」

　道具入れの破壊にいそしむ子供っぽい男子とは対照的に、女の子たちの心配はいかにも現実的だ。

「ほら。もうみんな教室に戻りなさい」

　遼は立ち上がって、子供たちをうながした。

「直りそう？　頼むね、遼ちゃん」

「ねえ、望月先輩が学校に相談に来るってことないかな。なにかあったら教えてね」

　それぞれの懇こん願がんに苦笑を返して、遼は生徒たちをドアから送り出した。

「やれやれ」

　美術室の中に引き返し、遼はふと足を止めた。

　黄ばんだカーテンに躍おどる初夏の光。片隅に重ねられたイーゼルの山。絵の具や粘ねん土どのしめっぽい匂におい。

　そういえば、ちょうど一年前の今頃だった。

　新米教師として赴ふ任にん間もなかった遼は、放課後の美術室で当時三年生だった望月和哉と鉢はち合あわせしたことがあった。

　よみがえる記憶に、遼の心は少しきしんだ。

　教師として、自分は和哉にもう少しなにかしてやるべきことがあったのではないだろうか。

　けれどすぐにそんな迷いにかぶりを振った。

　教育的配はい慮りょと、おせっかいとは違う。担任でもない新米教師に、してやれることなどなかったのだ。

　ましてや、ここを卒業してしまった今は、何を言う権利もすべもない。

　それでも、週刊誌のピンボケ写真のすさんだ姿を思い出すと、連れん鎖さ的てきに一年前の和哉の姿がよみがえり、遼は無意識に自分の唇に指で触れていた。







　道具入れをとりあえず扉が閉まる状態に修復し、顧こ問もんをしている理科部の活動に顔を出し、遼が職員駐車場に向かったのは七時近かった。

　初夏の長い日も暮れて、あたりはもう薄暗かった。

　愛車のデミオに乗り込んでエンジンをかけ、ドアを開けたままエアコンをつける。

　車内の熱気を追い出す間、一服するのが習慣だった。

　いつものようにマイルドセブンをくわえて火をつけたとき。

「一本ちょうだい」

　リアシートからぬっと白い手がのびてきた。

「うわっ……ちちっ！」

　驚きのあまり火のついた煙草をチノパンの膝に落とし、慌あわててドアの外に払い落とした。

　振り向くと、リアシートに人影があった。帽ぼう子しから靴くつの先まで黒ずくめで、まさに人影という感じだ。

　帽子からはみ出した髪だけが、派手派手しく金に近い茶色だった。

「なにしてるんだ、人の車で」

　遼は不ふ審しん者しゃを低い声で威い嚇かくし、背後に手をのばして相手の腕を摑んだ。子供のような細い手首が遼の手の中でたわんだ。何の目的で潜入していたのか知らないが、体格的に見たら片手で捻ひねりつぶせそうな少年である。

「つーかさ、フツー乗り込んだ瞬間に気付かない？　ボケてんじゃないの、遼ちゃん」

　相手は飄ひょう々ひょうと言って、自由になる方の手でサングラスを下にずらした。
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　遼は思わず目を見開き、摑んでいた手を離した。

「おまえ、こんなところで何やってるんだ？」

　間の抜けた声が出た。

　タイルのような白い歯をみせて不敵に笑っているのは、今日一日学校中の話題をさらっていた望月和哉だった。

「なにって、先生のこと待ってました。でも車の中って暑いねー」

「……どうやって入ったんだ」

「これ」

　和哉は得意げに、針金のハンガーを振ってみせた。

「なんでこんなところにいるんだ。今、色々大変なんだろう？」

「あ、知ってるの？　だったら話が早い。しばらく泊めてください」

　和哉は傍かたわらにある大きなバッグをぽんぽんと叩いた。

「なんだって？」

「仕事クビになって、事務所の寮を追い出されて、帰るところがないんです」

　いきなりな出来事に、遼は混乱してこめかみを押さえた。

「わかった。とりあえず親父さんのところまで送ってやるから。家はどこだっけ？」

　和哉のことは昨年の職員会議で再三議題にのぼったため、直接関係がなかった遼も、その生おい立たちの概要は知っていた。

　両親は和哉が物心つく前に離婚し、養育権は母親にあったが、その母親が昨年亡くなって、現在の和哉の親権者は父親になっているはずだ。

　遼の提案に、和哉はあっさりかぶりを振った。

「ダメだよ、親父のとこなんて。オクサンに迷惑かけるだろう」

「俺なら迷惑じゃないとでも？」

　思わずぼやくと、和哉は腕組みして、上うわ目め遣づかいに遼を見た。

「迷惑なの？」

「いや、まあ、普通いきなり人の車に潜り込んで、泊めろなんて言う奴やつはいないだろう」

「泊めてくれないと、近々先生の名前が週刊誌に載ることになるかもよ」

　和哉は脅きょう迫はくまがいの口調でゆっくり言った。

「望月和哉、中学時代に教師から強ごう姦かんされた暗い過去発覚！」

「してないだろう！」

「そうだっけ？　奪われたのは唇だけだったかなぁ」

「それすらやってない！」

「ちぇっ。年寄りのくせに結構記憶力いいのな」

「俺はまだ二十四だ」

　いいように相手のペースにのせられていることを感じながら、気を落ち着けるべく新しい煙草をくわえた。

「でも」

　和哉はもったいぶった声で言った。

「ほっぺにチューはしたよね？」

　するはずないだろうと返したかったが、返せなかった。

　……それは確かに真実なので。

「車が暑くて汗かいちゃった。風呂に入りたーい」

　勝かち誇ほこったような声を聞きながら、遼は二本目の煙草を膝に落とした。













「はい、おばさんから差し入れ」

　朝の職員会議が始まる前。香か乃のが机の上にバンダナにくるまった弁当箱を乗せた。

　遼はるかは充血した目で弁当箱と香乃を見比べた。

「……給食があるのに、こんなものいつ食えっていうんだ」

「夕飯のおかずにすればいいでしょ。おばさんのきんぴらと筑ちく前ぜん煮に、おいしいわよ」

「おいしいのはわかってるけど、なにも学校にまで持ってこなくてもいいだろう」

「遼の食生活心配してるのよ。週末はご飯食べにきなさいって言ってたよ」

　香乃はおいしい賄まかないつきの下宿生活が気に入っていて、社会人になってからもそのまま居座り続けているのだ。今やどちらの実家なのかわからない状態だった。実際、七年間もひとつ屋根の下で暮らした遼と香乃は、ほとんど姉弟のような関係だった。

　愛情の重みを感じさせる包みを眺ながめていると、香乃が顔を覗のぞき込こんできた。

「どうしたの、疲れ果てたような顔して」

「いや……」

　しばし逡しゅん巡じゅんしたのち、遼は切り出した。

「あのさ、望もち月づき和かず哉やのマネージャーかなんかの連絡先ってわかるか？」

　昨年副担任をしていた香乃なら、事務所の代表番号だけでなくもっと内部の連絡先も知っているかもしれない。

「あ、なによ、昨日の週刊誌を見て、また正義感に燃えちゃってるの？　だけど事務所に文句言ったって仕方がないでしょ。ああいう不ふ祥しょう事じを起こしたら、クビは仕方ないのよ」

　香乃は遼の机にもたれて、少し残念そうに言った。

「私だって歯は痒がゆいけど、あの子はもうここを卒業しちゃって、私たちとは関係ない世界で生きてるのよ。今は動向を見守るしかないわ」

「関係なかったらどんなによかったか」

　遼はため息混じりにつぶやいた。

「え、どういう意味？」

「その望月和哉がうちにいるんだよ、今」

「えーっ、なんで？　何してるのよ、遼のところで」

「寝てる」

　遼は短く答えて、昨日からの顚てん末まつを話した。

　顚末といってもごく簡潔なものだ。部屋に連れ帰ると、和哉はさっさとシャワーを浴び、遼のベッドを占領して眠りこけてしまった。事情を聞くヒマもなかった。

　事務所の代表番号を調べて電話をかけてみたのだが、身内でも関係者でもない遼への対応は剣もほろろだった。

　仕方がないので和哉が目を覚ましてから対応を考えようと思ったのだが、当人は眠り姫状態で、遼が出勤する時間になっても起きる気配がなかった。

　おかげでフローリングの上で一夜を過ごした遼は、朝から疲ひ弊へいしきっていた。

　とりあえずテーブルの上にありあわせのカップ麵めんなどを並べ、表をうろつかないようにと書き置きを残して出てきたのだった。

「なんで元担任や副担の私を差し置いて、遼のところに行くのよ、あの子は」

「たまたま俺の車が侵入しやすかったんだろう」

　まさかうしろめたい脅おどしを受けたとも言えず、遼は差さし障さわりのない理由を口にした。

「どうするつもりよ、いったい」

「だから事務所の連絡先を知りたいんだよ。いくら不祥事を起こしたタレントだって、未成年をいきなり放り出すのはあまりにも無責任じゃないか。あ、それと保護者の連絡先も教えてくれ」

「保護者ねぇ。いまいち頼りにならないのよね、あの子の父親は」

　香乃の言葉にかぶさるように職員会議が始まった。

「お昼休みまでに調べておくわ」

　香乃が小声で請うけ合あってくれた。







　夕刻、古びたアパートの駐車場に車を停めながら、遼のため息は朝よりも重たくなっていた。

　あのあと、香乃がすぐに電話番号を調べてくれて、遼は昼休みにまず事務所の担当者に電話を入れた。

　昨日の代表番号のそっけないスタッフよりはまともに相手をしてくれたが、それでも結論は同じだった。

　週刊誌の記事というのは、その業界では発売前にすでに情報が出回っているらしく、和哉の処分も事前に決まっていたのだという。若いファン層への影響力を配はい慮りょすると、こういった不祥事を起こしたタレントは厳げん重じゅう処分せざるを得ないのだと担当者は苦にが々にがしげに説明し、契約の打ち切りの件はすでに父親と話し合い済みで、身柄も父親が引き取ることになっていると言った。

『今回の不祥事もさることながら、最近どうも彼はやる気がなかったようで、うちとしても手を焼いていたんですよ』

　担当者は最後にぼそりとこぼした。

　最近といっても、まだ正式なデビューから半年もたっていない。やる気を失うには早すぎる。

　おそらく事務所側の自己弁護だろうと疑いつつ、続けて和哉の父親の携帯に連絡をとった。

　遼が自分の身元と、和哉が自分のところにいることを話すと、父親はようやく愚ぐ痴ちをこぼす相手をみつけたとばかりに、自分の身の不幸を訴うったえ始はじめた。

　前妻の子である和哉とはほとんど面識がないこと、いきなり芸能界にデビューしたせいで自分たち家族の身辺をマスコミに嗅かぎ回まわられてどれほど迷惑したか、それに加えて今回のスキャンダル。

　事務所から身元を引き受けるようにと連絡をもらったが、当然妻はいい顔をせず、そのせいで夫婦関係もぎくしゃくし、子供は学校でいじめにあっている。この不景気で給料もカットされ、とてももう一人家族を養えるような状態ではない、等々。

　鬱うつ々うつとした声でまくしたてたあと、

『すみませんね、先生にはご迷惑をおかけして』

　父親は急に我に返ったように謝しゃ罪ざいを口にした。

『お邪魔でしょうから、どうぞこっちに来るように言って、追い出してください』

　和哉の存在をもてあます言葉を延々と聞かされたあとで、当の本人をそこに送り込むことができるだろうか。

　携帯を切りながら、遼は思わず大きなため息をついた。

　かといって、和哉の父親を責める気にもなれなかった。

　教師がただの人間にすぎないように、親と呼ばれる人々も、所しょ詮せん普通の人間なのである。

　和哉の味方につけば父親は悪に映うつるが、今の生活で手いっぱいな父親の立場になれば、和哉の存在はひたすら厄やっ介かいなものである。父性云うん々ぬんなどといっても、生まれた直後に別れた育てたこともない子供に慈いつくしみを感じろという方が無理である。

　……と、一応公平な視点で思いを巡めぐらしてみたものの、それではどうするのかと考えるとどうにもならない。

　考え込みながら、アパートの外階段を上って、玄関の鍵かぎを開けると、いきなり冷気が吹き出してきた。

「……おい。まだクーラーをつけるような季節じゃないだろう」

　いきなりげんなりしつつ、声をかけると、

「だって暑いんだもーん」

　奥から無反省な声が返ってきた。

「暑いなら窓を開けて風を入れろ」

　遼は靴くつを脱ぬいで、薄暗い部屋にあがった。

　無用のクーラーはついているのに、すでに灯ともっているべき明かりは消えている。

　和哉は床に這はいつくばって、くつろいだ猫のような格好でテレビを見ていた。

　遼はエアコンを切って窓を開け、部屋の明かりをつけた。

「眩まぶしいって」

　いったい誰の部屋だと思っているのか、和哉は憮ぶ然ぜんと不満の声をあげ、だるそうに大きくのびをした。

　昨日は部屋に着くなり眠ってしまい、ろくに話もできなかったが、こうして明かりの下で眺めると、容姿を商売道具にするだけあって、独特の雰ふん囲い気きを持った少年である。

　もちろん、在学中からひときわ目立ってはいたが、久々に間近で見ると、異世界の生きもののようだ。

　おそろしく体脂肪率の低そうな身体に、ひょろ長い手足。遼の片手で握にぎり潰つぶせそうな小さな顔の中で、大きな瞳が印象的な力を持っている。

　単に端整な顔ということなら、一般人の中にも和哉よりもきれいな少年はいくらでもいる。むしろ和哉の顔の造作はコケティッシュな類たぐいだ。大きすぎる目と、薄い唇は、人というより人形に近いバランスだ。

　カラーリングを繰り返した髪の、ビニールっぽい質感が、その作り物じみた容姿を余計に強調している。

　唯ゆい一いつ、顎あご先さきにぽつりとできたニキビが、和哉が生身の人間であることを示して愛あい敬きょうがあった。

　テーブルの上には、食べ散らかした弁当や菓子が散乱していた。

「これ、どうしたんだ？」

　部屋になかった筈はずの食べ物の痕こん跡せきに、遼は眉まゆをひそめた。

「あー、もしかして万引きとか疑ってんの？　失礼だなー。買ったんだよ、ちゃんと」

「買ったって、おまえ外に出たのか？」

「だって今日の昼飯はカップ麵なんて気分じゃなかったんだもん」

「気分とか言ってる場合か」

「あ、商店街の弁当屋のオバサンがオレのこと知ってて、味み噌そ汁しるをおまけしてくれたんだ」

　能天気な言葉に、遼は呆れ返った。

「おまえなぁ、自分の立場をわかってるのか？　うろついて人目についたらヤバい時期だろうが」

「平日の昼間の商店街に、オレのこと知ってるやつなんて滅めっ多たにいないよ。先生だって、オレ以外のメンバーの顔なんか知らないでしょ？」

　そう言われてみれば、和哉のことはチェックしていたものの、その所属していたグループの正確な人数もおぼつかない。めまぐるしく新人が輩はい出しゅつする芸能界では、人気アイドルといっても、よほど頂点を極めない限り、同年代以外の人間には浸しん透とうしていないものである。

「だけど現に、弁当屋で面が割れてるだろうが」

「たまたまだよ。それに別に騒がれもしなかったし。味噌汁まけてもらったんだから、結果オーライじゃん。あ、それ何？」

　和哉は勝手に話題を変えて、遼の手元の包みに身を乗り出した。

「きんぴらと筑前煮」

「なんだよ、遼ちゃん。いつのまに女ができたの？　あ、もしかしてフジカノとくっついたとか？　いつもイチャイチャしてたもんな」

「実家の差し入れだ」

「なんでもいいから食わして。腹減った」

「だったらまず、その机の上を片付けろ」

「遼ちゃんの部屋なんだから、遼ちゃんが片付けてよ」

　世にも身勝手なことを言って、和哉はまた腹ばいになってテレビを見はじめた。

「バカ言ってんじゃねーよ。さっさと片付けろ」

　憤ふん慨がいしながら言い捨て、遼はレトルトのご飯をレンジに放りこみ、やかんに湯をわかしてインスタントのスープを作った。

　その間も、和哉は一切動こうとせず、結局テーブル周辺のものも遼が片付けた。

　そのくせ、食べ物を並べると素早く起き上がって、遼より先に里さと芋いもに割わり箸ばしを突き立てている。

「うまーい。先生も食えば？」

「……言われなくても食うさ」

　傍ぼう若じゃく無ぶ人じんな言動と、作り物めいた顔を前に、いったいここは誰の家なんだと、不思議の国に迷い込んで悪わる酔よいしたような気分だった。

　和哉はテレビを眺めながら、おかしな箸の握にぎり方かたで黙々と食べ物をかきこんでいる。

「これからどうするつもりだ」

　話し掛けても、テレビに夢中で返事がない。それどころか、左手でリモコンをたぐりよせ、音量をあげている。

　遼はその小こ憎にくらしい少年の指ごとリモコンを押さえ付け、電源を切った。

「何するんだよっ、見てたのに」

「メシを食うときはテレビは禁止だ」

「なんだよ、クソジジイみたいなこと言って」

「これからどうするつもりだ」

　質問を繰り返すと、和哉は箸をくわえたまま、大きな目をぱちぱちと瞬しばたたいた。

「これからとりあえず風呂に入って、テレビ見る。あ、ビデオ借りに行きたいんだけど、遼ちゃんここらのビデオ屋の会員になってる？」

「……これからってのはそういう意味じゃない。今後の生き方のことだ」

「え、なになに道徳の時間？」

「ふざけてるんじゃない。仕事クビになって、これからどうするのかを訊きいてるんだ」

　遼は少し声を荒らげ、行儀悪く箸を嚙かみ続つづけている和哉の口の端をたしなめるように軽くつねった。

　和哉は心外そうに眉をひそめて箸を外した。

「そんなの言われたって、わかんないよ。遼ちゃん、もし突然教師をリストラされたとして、今後どうするっていきなり問い詰められて、答えられる？」

　そう言われてみれば、確かにその通りではある。

「まあ、仕事のことは確かに突然だったかもしれないし、まだ色々混乱してるとは思うけど」

「つーか、なんかもう飽あきてたから、どうでもよかったんだけど」

　悪わる怯びれた様子もなく、和哉はぞんざいに言った。どうやら事務所の担当者の言葉は、言いい訳わけでもなんでもなかったらしい。

「ふざけるなよ。今回のことで、どれだけの人間に迷惑かけたと思ってるんだ」

　その無責任さに腹が立ち、そもそもの根本の問題を思い出した。

「だいたい、あんな店で煙草たばこなんか吸ってどういうつもりだ。事務所の人とか、ファンの子たちの気持ちとか考えたことあるのか？」

「どうせみんなオレのことなんかすぐ忘れちゃうよ。スマップが六人だったことだって、もうすでに忘れられてるじゃん」

　和哉はふてぶてしく居直って、大きな目で無表情に遼を見た。

「今後のことは、これからゆっくり考える。どうするか決まるまで、ここに置いてよ」

　遠慮のない物言いに、遼は答えに窮きゅうした。

　なんで俺が？　というのが正直な気持ちである。確かに母校の教師という縁はあるが、担任はおろか、授業ひとつ担当したことがないのである。そこまで面倒を見なくてはならないいわれはなにもない。ましてや、和哉には血のつながった身内がちゃんと存在するのである。

　しかし、昼間の電話でのやりとりを思い出すと、父親のところに行けと追い出すのもはばかられた。

「思いっきりもてあましてる？」

　和哉は遼の顔を覗き込んできた。

「邪魔なら邪魔って言ってくれてもいいよ」

　和哉は不敵な笑みを浮かべた。

「そのかわり、置いてくれないなら、教師の分際で教え子にチューしたこと、世間にばらしちゃうけどね」

「……悪魔のような奴やつだな」

　遼は深いため息をついて、両手で頭を抱かかえた。













　中学在学中、芸能界に入る前から、和かず哉やはやや問題のある生徒だった。当時すでに、喫きつ煙えんで処分を受けたこともあったから、ある意味では今回のことは起こるべくして起こったスキャンダルだともいえる。

　授業を抜け出して真冬のプールに飛び込んだり、いきなり髪を脱色したり、ピアスをしてきたりと何かと目立つことをやらかして、生徒指導室の常連になっていた。

　不規則な生活のためか、何度か朝礼で貧血を起こしたこともあり、遼はるかも一度保健室に担かついでいったことがある。

　とはいえ担当学年が違って、授業を受け持つこともなかったため、和哉と直じかに接する機会はほとんどなかった。ただ一度の度が過ぎた接触を除いては。

　それは放課後の美術室でのことだった。

　翌日の教材準備のため、根城の理科準備室に行ったところ、すぐ隣の美術室からかすかにしゃくりあげるような声が聞こえてきた。

　不審に思って覗のぞいてみると、イーゼルの山の陰に細い背中がうずくまっていた。それが和哉だった。

「どうした？」

　声をかけると背中がびくっと震ふるえ、怯おびえたように振り向いた。

　大きな目は真っ赤だった。

　身体つきこそ華きゃ奢しゃだが、その態度のふてぶてしさからしておよそいじめにあうようなタイプではないし、教師に叱しっ責せきされたからといって涙ぐむようなキャラクターでもない。

　そんな和哉の涙の理由は、遼なりに推察できた。

　ちょうどその頃、和哉は母親を亡くしていた。その少し前から学校と揉もめつつも芸能活動を始めていたのだが、保護者である母親が亡くなって、芸能事務所の寮に移る話が出て、そのことが職員会議でたびたび議題にのぼっていた。そのため、担当学年が違う遼も和哉の家庭事情をなんとなく聞きき及およんでいた。母親の死が、交際男性とのドライブ中の事故だったという、俗な情報も耳にしていた。

「大丈夫か？」

　しゃがんで声をかけると、和哉は口をぎゅっと結んで、気まずそうに遼を見た。

　それまで、遼から見た和哉のイメージは、ひたすら身勝手な悪ガキというものだった。直接のつながりがない分、傍ぼう若じゃく無ぶ人じんで能天気な部分だけが目についていた。

　そのイメージと、泣なき腫はらした目をした本人との落差はあまりにも大きかった。

「家の方、色々大変そうだな」

　なんと言っていいかわからず、遼は言葉を探しながら言った。

「先生にオレの気持ちなんかわかんないよ」

　和哉は涙でしわがれた声で言った。

「まあ、すべてわかるとは言わないけど、俺も中学卒業してすぐに両親を亡くしてるから、少しはわかるよ」

　遼の言葉に、和哉のきつい目元が少しゆるんだ。

「先生も、オヤいないの？」

「ああ。親しん戚せきのところで育ったんだ」

「邪魔にされた？」

「いや、学生下宿をやってる家だから、子供が一人や二人増えようが、どうってことないって感じだったな」

「だったら全然いいじゃんか。オレなんか行くとこないもん。母親だって、オレと一緒にいるよりオトコと死ぬ方がよかったみたいだし」

　和哉は床を睨にらみつけて、吐き捨てるように言った。

「そういう露ろ悪あく的てきな言い方するなよ。お母さんは事故だったんだろう？　大事な子供を残して亡くなるなんて、きっとすごく無念だったと思うぞ」

「ロアクテキってなんだよ。そっちこそキレイゴト言うなよ、バーカ」

　およそ教師に対する口のきき方とも思えない台詞セリフを吐はいたと思ったら、和哉は膝に顔を埋うずめて、再び激しく泣きだした。

　遼は途方に暮れて、その小さな肩を見下ろした。

　生徒とはいえ、直接の教え子ではない。和哉の言う通り、実情を知らない自分がいかに言葉を並べて慰なぐさめたところで、それは上うわ滑すべりするきれいごとに過ぎない。

　けれど頼りなげに震える肩は痛々しく、どうにかしてやりたいという衝しょう動どうがこみあげてきた。

　力付けるように肩に手を回すと、和哉は子供のように遼の腕のなかに身を預けてきた。

　小さな身体は、立てた膝の間にすっぽりとおさまってしまった。

　和哉は遼の胸に額を押しつけてしゃくりあげた。

　しばらくはただ無言で、その背中を撫なでていた。

　やがて泣なき止やんでも、和哉は離れようとはしなかった。

　しばらくじっと遼の胸にもたれ、そのあとぼそりと言った。

「誰かにぎゅっとされるのって、気持ちいいね。安心する」

　そのかぼそい声は、遼の胸を妙に締め付けた。

　日頃は悪い面ばかりが目立っているが、考えてみれば家庭の問題や仕事のことなど、同じ年の子供たちの何倍もの苦労を背負って生きているのである。

　不安や悩みに押おし潰つぶされそうなこともあるだろう。

　元気付けるように背中を撫でてやると、和哉はだらりと下げていた手を動かし、遠えん慮りょがちに遼の背中に回してきた。

「オレ、誰にもこんなふうにしてもらったことなかった」

　はにかんだように言って、「あ」と付け加えた。

「ずっと子供の頃には、母親にやってもらったことあったっけ。いつも寝る前にはこうやってしばらく抱き締めてくれて、布団に入ると、まぶたとか、ほっぺたとかにキスしてくれたんだ。すげーいい匂においして、うっとりした」

　そう言って、和哉は顔を起こし、間近に遼を見上げた。

「ねえ、母親がやってくれたみたいに、してくれない？」

「なんだって？」

　驚いて思わず聞き返すと、和哉はうろたえたように目を伏せた。

「あ、ウソ、ごめんなさい。そんなの気持ち悪いよね。ちょっと言ってみただけだから」

　和哉は慌てた様子で否定して、遼の身体に回した手をほどいた。

　にわかに、遼は和哉が憐あわれになった。

　アウトローを装った日常の姿の裏にある、愛情に飢うえた子供の顔。

　取とり繕つくろうように身を引く和哉の身体をぎゅっと引き寄せ、遼はその大きな目の上にそっと唇を落とした。驚いたように見開かれる瞳を見ながら、頰にもう一度。

　不安定な子供の心が、少しでも癒いやされるようにと、願いを込めて。

「こんなだったか？」

　訊たずねると、和哉は上気した顔で一瞬ぽかんとして、それからはにかんだように笑った。

「ヒゲが痛い。煙草たばこくさい」

「悪かったな」

　言い返しながら、和哉が笑ってくれたことにほっとした。

「帰らなくちゃ。このあと仕事が入ってるから」

　和哉は照れ隠しのように威勢よく言って立ち上がり、「じゃあね」と一言残して廊下に駆け出していった。

　めでたしめでたしと、理科準備室に戻り、一拍置いてからにわかに我にかえった。

　なにがめでたしだ。

　いったい俺は何をした？

　母親のキスだって？

　癒すの慰めるのといったって、男子生徒相手にいきなりあんなことをしている場合か。

　なぜあんな行動に出たのだろう。

　遼は元々、衝動や激情に流されて行動するタイプではない。それなのに、さっきはなぜか和哉の作った空気に流されていた。

　せがまれるまま、唇で触れることに、まったくためらいを感じなかった。

「……空恐ろしいな、アイドルの魔力ってのは」

　一人きりの理科準備室で、いたたまれず自分を茶化した。

　そんなことがあったにもかかわらず、あるいはあったからなのか、和哉とはそれ以降個人的に話をすることもなかった。

　無防備な姿を見られた気まずさからか、校内で会っても和哉は視線を合わせないようにして自分を避けているようだったし、遼の方も、いわれのないやましさのようなものがあって、あえて声をかけたりはしなかった。

　卒業してしまえば、もう一生縁はないと思っていたのに。

　まさかこんな状況で和哉が自分の元に転がり込んでこようとは、想像もしていなかった。













　対処に困惑したまま十日あまりが過ぎ、和かず哉やはすっかり遼はるかの部屋に馴染んでしまった。

　最初の三日ほどは、芸能ニュースやスポーツ新聞で盛さかんに和哉のことが取り上げられ、遼は仕事中にも、今頃また和哉が勝手に外出して芸能記者に追い回されたりしてはいないかと気が気でなかったが、その後、大物俳優の急きゅう逝せいや、人気女性アイドルの不ふ倫りん騒動など新しいニュースが重なると、和哉を扱あつかう報道は現金なほど下火になってしまった。

　本人も言っていた通り、駆け出しアイドルの認知度というのは対象年齢層以外には思いの外ほか低いらしく、今のところ外出して騒がれたりもしていないようだった。

「なんだって家主の俺がこんなところで寝起きしなきゃなんないんだ」

　土曜日、昼近くになってようやく起き出し、優雅にシャワーなど浴びて出てきた和哉に向かって、遼は呆あきれ半分で愚ぐ痴ちった。

　２Ｋのアパートで、ベッドを置いてある四畳半はほとんど居い候そうろうの和哉に占せん拠きょされている状態だった。家主の遼は、居間にコタツ布団を敷いて寝起きしている。

「遼ちゃんも遠えん慮りょしないで一緒にベッドで寝ればいいじゃん」

　和哉は腰にタオルを巻いただけの姿でふらふら寄ってきて、あっけらかんと言い放った。

「遠慮するのはおまえだっつーの」

　遼は和哉の寝ね癖ぐせのついた頭を薙なぎ払はらった。

　気まぐれか、和哉なりに目立たないようにと配慮したのか、数日前に自分で髪を黒く戻し、ずいぶん印象が変わっていた。

「ほら、洗濯物干すから手伝え」

　洗濯カゴを押しつけようとすると、和哉は両手を後ろに引っ込めた。

「やだよ。マイクより重いものは持ったことないもーん」

「もーんじゃない！　勝手に出歩いてマンガ本だのペットのコーラだの、重いもの買かい漁あさってるだろうが」

「腹へった～」

「人の言うことを聞け。普通、居候させてもらってたら、宿賃代わりに洗濯するとか、掃除するとか、そのくらいのことはするだろうが」

「宿賃なら、カラダで払うよ」

「いらねーよ」

「なんだよ、チューはしたくせに」

「……おまえな」

「カネ払ってでもオレとやりたがる奴やつ、いっぱいいたよ？」

　和哉は腰に手をあててわざとらしいポーズを作り、挑発的な目で遼を見上げた。

「どっかの有閑マダムと一緒にしないでくれ」

「マダムじゃなくてオジサンたちが主だもん」

「……おそろしい世界だな」

　本当にそんな奴らとやったのかと一瞬思考が停止しかけたが、余計なことは考えるまいと止まった思考を無理矢理流した。

「あー、信じてないの？　マジでみんなオレのセクシービームにメロメロだったよ？」

「その貧相なカラダでセクシーとか言われてもな」

　遼は呆れ半分、その筋肉ともあばらともつかない薄っぺらな脇腹をハンガーでなぞった。

　とたんに和哉は裏返った悲鳴をあげて飛びのき、洗濯カゴに足を引っ掛けて床に転げた。

「イッテー！」

「おいおい、大丈夫か？」

「大丈夫じゃない。いきなり触さわんなよ、セクハラ教師」

「セクハラされてるのはこっちだっつーの。タオルがはだけたヤローの下半身なんか見たくもないぞ」

「じゃ、見るなよ」

　和哉はちょっと焦あせったような仕草でタオルを押さえた。ふざけた挑発をしてくる割に、咄とっ嗟さの反応は妙に初うい々ういしかったりする。

　その微妙にしどけない仕草に、確かにセクシービームが発射されていなくもないなどとやや目のやり場に困りつつ、遼は片手で少年の腕をつかんでひっぱり起こした。

「さっさと服を着てこい」

　頭を小突いて寝室の方に押しやると、和哉は惰だ性せいで数歩あるき、ぱたっと立ち止まってしゃがみこんだ。

「腹へった～」

　やおら足元のポテトチップスの袋を開け、中身をついばみ始める。

「すっ裸ぱだかで朝からそんなもん食ってんじゃねーよ」

「だって腹減ったんだもん。文句あるなら何か作ってよ」

　呆れたふてぶてしさである。

　毎日こんな調子で、和哉は役に立つことは何一つしない。居候としての謙けん虚きょさや感謝の念などみじんも持ち合わせていないようだった。

「和哉」

「なに？」

「おまえなんで俺のところになんか転がり込んできたんだ」

　ふと、当初から疑問に思っていたことを訊たずねてみた。

　答えは間髪抜きで返ってきた。

「だって、オレが知ってるオトナの中で、あんたが一番チョロそうだったし」

　思わず洗濯物の靴くつ下したを投げつけたくなった。

「そういうこと言ってると叩き出すぞ」

　まったくどうやったらこういう人間に育つんだと呆れつつも、今のところ本気で叩き出す気にもなれずにいた。

　遼に保護義務はないとはいえ、自分を頼ってきた子供を放り出すほど薄情な人間であれば、最初から教師になどなっていない。元々大所帯で育ったために、家のなかに他人がいるのが気にならないということもある。

　おいおい今後のことを話し合って、先行きを決めなくてはならないが、今は渋々現状観察にとどめている。

　あっけらかんとしてはいるが、今回のことで和哉なりに痛手を受けている可能性もある。一年前の痛々しい涙が、今も遼の脳のう裏りに焼き付いている。もっとも、今ではそれを強請ゆすりのネタにしているくらいだから、そんなに気を回す必要もないのかもしれないが。

　ともあれ、そんなこんなで今はある程度好き勝手にさせているのだった。

　洗濯物を干し終えて、遼はテーブルの上の腕時計に目をやった。あと十五分ほどで正午になる。

『明日のお昼、用意して待ってるって言ってたよ』

　昨日、香か乃の経由で叔母からの伝言を受け取っていた。叔母からはしょっちゅう食事に来るようにと誘われている。所用でしばらく顔を出せずにいると、こうして日時指定の言こと伝づてとなる。

　一人で顔だけ見せに行ってこようと思っていたのだが、足元でポテトチップスをつまんでいる和哉を見てちょっと考えこむ。

　平均的な男の一人暮らしで、キッチンのコンロではお湯をわかすのみというのが、遼の日常生活である。食事はほとんどレトルトやコンビニのもので済ませてしまっている。

　それでも遼は昼には栄養バランスを考えて調理された学校給食を食べているが、和哉は一日この調子である。

　たまにはまともなものを食べさせてやるべきだろう。

「おい、出掛けるぞ」

「え、どっか連れてってくれるの？」

　和哉は目を輝かせた。

「実家だ、実家。メシ食いに」

「わーい、お出かけお出かけ。なに着て行こうかなぁ」

　菓子の袋を放り出し、和哉は身軽に立ち上がった。

「ご馳ち走そうになるんだから、あいさつくらいはまともにしろよ」

　さすがに実の親よりは遠慮のある間あいだ柄がらだけに、一応釘くぎをさしておく。

「当然じゃん。礼儀が命の元アイドルだよ？」

「少なくとも俺の前じゃその才能が発はっ揮きされたことはないがな」

「プライベートじゃ安売りしないの」

「……恩人に礼を尽くすことを安売りというのか？」

　ほとほと身勝手な子供に、遼は最近すっかり癖くせになってしまっているため息をこぼした。







　大和やまと館かんの勝手口に迎えに出てきた従弟いとこの祥しょう太たは、和哉を見るなり硬こう直ちょくした。

「ハ、ハルちゃん、なに、どういうこと？」

　アパートの近所をうろついてもバレていないようだったので、たまたま遊びにきた教え子ということで通るかと思ったのだが、さすがに同年代の祥太にはすぐに和哉の正体がわかったらしい。

「ハルちゃん、来たの？」

　奥から叔母の声がして、ひょいと顔がのぞいた。

「おかえり。待ってたのよ、まったくもう、ちっとも寄り付かないんだから、この子は」

　エプロンが身体の一部のようによく似合う恰かっ幅ぷくのいい叔母は、子供っぽく膨ふくれてみせ、ふと傍かたわらの和哉に気付いた。

「あら、こちらは？」

「望もち月づき和哉だよ、ピースのっ」

　祥太が勢い込んで答えた。

「ピース？　ああ、ハルちゃんの学校の子で芸能界に入った子がいるって聞いたことあったわねぇ。こちらが？」

「里さと谷や先生には大変お世話になってます」

　意外にも、和哉は流りゅう暢ちょうに挨あい拶さつして、明るい笑顔を振りまいた。

　和哉の笑みを見たとたん、祥太も叔母も一瞬ひるんだようにぼうっとなった。

　考えてみれば、わざわざ金を払ってまで見たいという人間がいる笑顔である。遼は慣れてしまったが、初対面の人間にはかなり効くに違いない。

「ちょっとわけあって、連れてきちゃったんだけど、一緒にメシ、いい？」

　遼が遠慮がちに訊ねると、

「当たり前じゃないの。ほら、あがってあがって」

　叔母は嬉うれしげに和哉を招き入れた。

　遼が大学卒業までを過ごしたこの家は、五十数年の歴史を誇ほこる古い下宿屋である。

　一階が家族の住居と、賄まかないの食堂やトイレなどの共用設備で、二階が貸間になっている。賄いつき・トイレ共同・風呂なしという、いまどき珍しい学生下宿だ。

　学生に会わないように、勝手口から台所を突っ切って家族の居間に入ると、叔父と香乃が将しょう棋ぎをさしていた。

「ハルちゃん、久しぶりだな。元気でやってるか？」

　公務員の叔父は、人のいい笑顔で遼をふりかえった。

「望月くんも連れてきたの？」

　香乃が目を見開いた。

「藤ふじ村むら先生、お久しぶりです」

　和哉が礼儀正しく挨拶をした。家ではフジカノなどと呼び捨てにしているくせに、大した豹ひょう変へんぶりである。

「まあ、卒業してちょっとの間に、ずいぶん大人になったわね」

　在学中に和哉の気質を知りつくしている香乃は、その猫かぶりを冷やかすように小さく笑った。和哉もチラリと不敵な笑みを浮かべてみせる。

「で、遼先生のボロアパートの住み心地はどう？」

「え、ハルちゃんのとこに住んでるの？　なんでなんで？」

　祥太が興奮して身を乗り出した。

「香乃さん、知ってたなら教えてくれればいいのに」

「教師には守秘義務ってもんがあるのよ。そもそも祥ちゃん、そんなの教わってどうしようっての」

「だって、あの望月和哉だよ？　一緒に住んでるなんてちょーすごいじゃん！　友達に自慢できるよ」

「言うなよ、絶対に」

　遼はすぐさま釘をさした。叔母が深々とうなずいた。

「そうよ。そんなこと言いい触ふらすもんじゃありません。それにあなた、初対面でお名前を呼び捨てにして失礼でしょう。ちゃんと和哉くんってお呼びなさい」

　一瞬の静寂に、ぐうっと間の抜けた音が響いた。

「あ、すみません」

　和哉が両手でお腹を押さえた。

「あらあら、お腹が空すいてるのね。すぐご飯にするから、座って座って」

　いっきに場は和なごみ、一同は食卓に移動した。

　和哉は終始行ぎょう儀ぎよく、叔母の手料理を大喜びで平らげた。

　遼もそうだったが、叔母くらいの年齢の女性というのは、食欲旺おう盛せいな少年にやたらと好感を持つものである。和哉はあっという間に気に入られてしまった。

「まあしかし、あれだな。タバコの一本や二本でクビだなんて、ずいぶん厳きびしい事務所だな」

　叔父まで和哉の肩を持つ始末だった。

「オレが考えなしだったんです。反省してます」

　和哉は空恐ろしいまでのしおらしさで、恥ずかしそうに言った。

「男の子は、そのくらいの年齢の時に酒やタバコに興味を持つものだよな」

　叔父の言葉に、祥太がやたら大おお仰ぎょうにうなずきつつ、

「でも、なんでハルちゃんのとこにいるの？」

　ふりだしに戻って素朴な疑問を投げ掛けてきた。

「オレ、身寄りがないから事務所の寮を追い出されたあと行く場所がなくって」

　和哉は神妙な顔で言う。

「それで中学時代の恩師の里谷先生に相談に行ったら、そういう事情なら是ぜ非ひうちに来いって言ってくれて」

　事実歪わい曲きょくも甚はなはだしいと内心憤ふん慨がいしつつも、まさか脅きょう迫はくされて渋々置いているとも言えず、遼は黙って聞いていた。

「ちょっと。恩師って言うならまずは私のところに相談に来るべきなんじゃないの？」

　香乃が半はん畳じょうを入れた。

「女性に迷惑をかけるのは気がひけて」

　殊しゅ勝しょうなことを言う和哉を、香乃は胡う散さん臭くさげにねめつけた。

「それで和哉くん、これからどうするの？　芸能界のお仕事はもうやめちゃうの？」

　叔母がお茶をいれながら気き遣づかわしげに訊ねた。

「今はまだ考えられないんですけど、これから里谷先生とも相談して、ゆっくり考えてみます」

　相談どころか人の言うことを聞きもしないくせにと呆れるが、実態を知らない叔母たちは、同情顔でうなずいた。

「そうよ。まだ若いんだから、いくらでもやりなおしがきくわよ。ハルちゃん、しっかり相談にのってあげてね」

「だけど、もったいないなぁ。望月くんにはアイドルの資質たっぷりなのに」

　空あいた皿をてきぱき片付けながら香乃が残念そうに言うと、叔母がぱっと振り向いた。

「資質っていうなら、香乃ちゃんこそ下宿のきりもりの資質が十分あると思うのよ」

「またおばさんったらー」

「うちで女の学生さんの面倒みたの初めてだったから、最初は心配だったけど、香乃ちゃんはすっかり馴染んで、今もこうして住み続けてくれてるわけじゃない？」

「だって居心地いいんだもん。おばさんのお料理は最高だし」

「だったら永住しちゃいなさいよ。ね？　ハルちゃんと結婚して、うちを継いでくれたら万万歳だわ」

　遼は飲みかけのお茶にむせ返った。

「勘弁してくださいよ。後継ぎは祥太でしょう」

「だって祥太と香乃ちゃんじゃ歳の釣り合いが悪いじゃない」

　話はすっかり逸それ、家族のとりとめのない会話を、和哉はにこにこと聞いていた。







　煮物に米に洗剤にシャンプーと、あらゆる形の叔母の厚意を車に無理遣り押し込まれ、遼は和哉と実家をあとにした。

「まともな態度もできるんじゃないか」

　車を走らせながら声をかけると、

「当たり前でしょ。一応社会人だし」

　和哉は笑いながらシートに身をのめりこませて、少し億劫おっくうそうにため息をついた。

「疲れたか？」

「ちょっと無理しちゃった。愛あい想そ振りまくのはラクじゃないね」

「そんなんでよくアイドルなんかやる気になったな」

「だからやめたんだよ」

　和哉はケロッと言ってのけた。

「でも今日は楽しかったよ。ごはんおいしかったし。先生、賑にぎやかなとこで育ったんだね」

「下宿人が揃そろえばあんなもんじゃないさ。そういえば事務所の寮だって相当賑やかだったろう？」

「寮っていっても、マンションの一室で、寝に帰るだけだし。一緒に住んでたメンバーとも、ほとんどしゃべんなかったし」

「そうなのか？　テレビで見ると、和気あいあいって感じだったじゃないか」

「装ってるだけだよ。遼ちゃんだって、仲悪い先生とも、生徒の前では普通にしてるでしょ？」

「仲悪い先生なんていないよ」

「ふうん」

　和哉は信じていない顔でちょっと笑った。

「オレはメンバーでも気の合わない奴やつっていたよ。だってさ、メンバーったって所しょ詮せんカタキみたいなもんじゃん」

「カタキ？　ライバルってことか？」

「そうそう。どっちの方が取材が多いとか、ファンレターの数が多いとか。一番近くにいて、いちばん気の許せない相手って感じ」

「それで仕事がいやになったのか？」

「そういうわけじゃないけどね」

　和哉はなにか思うところあるように言葉をとめ、億劫そうに目を閉じた。

「疲れたなら、シート倒して寝てろ。すぐ着くけどな」

「うん」

　和哉は素直に答え、シート脇のレバーを左手でごそごそと探った。

「うわっ」

　悲鳴と共に和哉の姿が傍かたわらから消えた。

「倒しすぎだって。運転中にふざけんなよ。危ないだろうが」

「ふざけてないよ。ちょっとこれ、どうやれば起きるんだよ？」

　仰ぎょう臥が姿勢でじたばたと身をよじっている。

　遼は路肩に車を停め、サイドブレーキを引いた。

「幼児じゃないんだから、自力で起きろ、アホ」

　心底呆れながら、和哉の身体ごしに助手席のレバーに右手を伸ばした。半ば和哉の身体にのしかかるような体勢になる。

「ひゃー、なんか襲おそわれてる気分。あっ、ダメです、先生っ……なんつってー」

「……おい」

「怒った顔も男前だね、遼ちゃん。なんか襲われてもいいって気分になってきた。マジで家賃カラダで払おうか？」

　和哉はわざとらしく唇など突き出し、両手を遼の首に回してきた。ひんやり冷たい腕が、遼の首を挟はさみ込こむ。

「表に放り出されたいか」

　遼はその女の子より細そうな腕を片手でひとまとめにつかんで引きはがし、もう一方の手でコケティッシュに突き出された唇をつまんだ。

「痛っ。なんだよ、天下の元アイドルの色気に悩殺されないなんて、遼ちゃん不感症なんじゃないの？」

「アイドルだろうがなんだろうが、普通、男は男に悩殺されたりはしない」

「ちぇっ。うまくタラしこめば、家賃免除はおろか、なんか貢みついでもらえるかと思ったのに」

「なんで俺がおまえに貢がなきゃならないんだよ」

「やっぱフジカノの方がいいのかよ」

「あ？」

「つきあってるんでしょ、フジカノと。ねえ、もうやりまくっちゃってるわけ？」

　興味津しん々しんの顔で訊ねてくる。

「つきあってねーよ」

「だって大和館のおばさんは結婚して欲しいって言ってたじゃん」

「あんなの適当に言ってみてるだけだ」

「ふうん。でもフジカノって結構美人だよね。体力ありそうだから、子供なんかバンバン生みそうだし。先々考えたら、ああいう奥さんっていいんじゃないの？」

「人のことより自分の先々を心配しろ。すぐには無理だろうけど、この先どうするのか、ちょっとずつ考えろよ」

　和哉はちらりと遼を見た。

「邪魔だから、早く出ていって欲しいんでしょう？」

「そんなこと言ってないだろう」

「顔に書いてあるよ。でも、罪悪感があって追い出せない。ラッキー！」

　小悪魔のような顔で、和哉は笑うのだった。













「ドアの開く音で目が覚めちゃったよ」

　遼はるかが帰宅すると、和かず哉やは不満そうに言いながら、床の上で大きく伸びをした。

　さらに十日ほどが過ぎ、和哉の厚かましい居い候そうろうぶりには益ます々ます拍車がかかっていた。役に立たないだけではなく、家主の帰宅に昼寝を中断されたと文句を言う始末である。

「おまえさ、家主が帰ってきたらもうちょっと言うことがあるだろう」

　遼がしかめっ面つらをすると、和哉は起き上がって挑発的なアイドル目線で遼を見上げた。

「えーと、ごはん？　お風呂？　それともオレ？」

「どれも用意できてないんだろうが。普通に『お帰りなさい』と言えないのか」

「『オレ』は用意できてるもーん」

　くだらない半はん畳じょうを入れながら、寝そべったままシャツの裾すそをはらりとはだけてみせる。

「もうシャワー済んでるし」

「いいご身分だな」

「じゃ、まずは『オレ』にする？」

「するわけないだろう」

「なんだよ。食わず嫌いはいけないんだぞ」

「そういう冗談ばっかやってて、相手がマジで食いにかかったらどうするつもりだよ」

「別に相手構わずやってるわけじゃないしィ。遼ちゃんに食われるならラッキーってカンジ？」

「……おまえな」

「だってそうしたら家賃チャラにしてもらえそうじゃん」

「俺は最初からおまえに家賃なんか要求してないだろうが」

「そうはいっても、オレって謙けん虚きょで繊せん細さいな居候だから、やっぱタダメシは申もうし訳わけないなぁって思うじゃん」

「そんな殊しゅ勝しょうな気持ちがあるなら、掃除洗濯でも手伝ったらどうだ」

「やだよ。面倒くさい」

「ったく。どこが謙虚で繊細な居候だよ。さっさとその貧相な腹をしまえ」

　むきだしの腹を足先でつつくと、和哉はくすぐったそうに身をよじった。

「やめろー、水虫がうつる」

「いちいち失礼なこと言ってんじゃねえよ」

　遼はその腹のうえに弁当屋の包みを放った。

「わー、メシだ。腹減った～。あ、オレにもビールちょうだい」

「ふざけんなよ。酒と煙草たばこは絶対禁止だ。違反したら叩き出すぞ」

「ちぇっ。じゃ、お茶で我慢してやるよ。冷たいやつね」

「自分で取ってこい」

「やだよ、面倒くさい」

「……ホントに身勝手なガキだな、おまえは」

　毎日同じ苦言を繰り返しながら、口に出しているほどにはこの状況に立腹しているわけでもない自分が不思議だった。

　考えてみると、遼はむしろ逆の状況の方が苦手なのである。以前、気の回るまめな女の子とつきあっていたことがあって、頼んでもいないのに部屋の掃除などをしてくれていた。それはたいそうありがたいことだったが、自分の使い勝手とは違った整え方をされた部屋は、妙に居心地悪くもあった。

　さらに、煙草が吸いたいと思うとさっと灰皿を差し出されたり、喉のどが渇かわいたなと思うとすかさず飲み物が供されたり、そういう気の回し方をされると、遼は窮きゅう屈くつに感じる性分だった。

　だから、和哉の傍ぼう若じゃく無ぶ人じんぶりはかえって気が楽なところもある。

「あ、遼ちゃん、ついでにマヨネーズとソースも持ってきて」

　……もっともその厚かましさは、居候としてはあまりに度を超しているが。

　男二人、特に会話に盛り上がりもなく、テレビを見ながら黙々と弁当を食べる。

　早飯の遼はあっという間に弁当を平らげ、缶ビールを手に和哉の横顔を眺ながめた。

　表情を作っていないときの和哉は、妙に大人びて浮き世離れした顔をしている。そんな顔でテレビをぼうっと眺めながら、ときどき子供のように割わり箸ばしの間からぼろぼろと飯めし粒つぶをこぼしたりする。

　明めい滅めつするテレビの明かりに彩いろどられた小さな横顔を眺めながら、果たしてこいつはなぜここにいるのか、この先どうするつもりなのだろうかと、何度目かしれない思いが浮かんでくる。

　遼が和哉の居候生活を容認しているのは、別に脅おどしに屈くっ伏ぷくしてのことではない。最初こそ少々の決まり悪さを覚えたものの、遼はそんな脅しに本気で屈するほど気の弱い人間ではない。最悪、和哉にキスの事実を公表されてもそれはそれで仕方ないと腹を括くくってもいる。

　和哉をここに置いているのは、行き場のない子供を追い出せないからにほかならない。理由はともあれ、自分を頼ってやってきた人間をそう簡単に放り出すことなどできない。

　しかも、そんなわけで、役立たずなのが幸いして、和哉は遼にとってそう邪魔にはなっていないのだった。

　いわば、忠義を知らない頭の悪い犬を拾ったとでもいう感じである。そして、たとえ犬でも三週間も飼えばそれなりに愛着もわいてくるものである。

　帰宅すると誰かが居て、減らず口といえどもなにか話し掛けてくるというのは悪い気のするものではなかった。

　ただ、問題は和哉の今後である。高校にも行かず、芸能界での仕事もいい加減に辞め、このままただずるずるとヒモのような生活をさせておくのは、和哉自身のためにならない。

「おい」

　今後どうするんだ、と折あるごとに口にしてははぐらかされている質問を、再度投げ掛けようとした時、テレビから聞き覚えのある名前が聞こえた。

『次はピースの皆さんでーす』

　バラエティー色の強い歌番組。和哉が所属していたアイドルグループが、賑にぎやかに登場してくる。

　和哉は顔色ひとつ変えず、画面を眺めていた。

　司会者との笑いを交えたトークで、和哉の名前は一度も出てこなかった。まるでそんな人間は最初から存在しなかったかのようなその空気。

　果たして、チャンネルを変えるベきかどうかと迷っていると、画面は歌の映像に変わった。

　スピーカーごしの声にかぶるように、間近に生の歌声が聞こえた。和哉が、静かにその曲を口ずさんでいた。

　一瞬面食らったが、遼は黙ってそれを眺めていた。減らず口を叩くときとは違い、和哉の声は少しかすれて美しく、耳に心地よかった。
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　気持ちよさそうにワンコーラス歌いきったあと和哉は照れ隠しのように遼に向かって舌を出してみせた。

「なんちゃってー」

「うまいもんだな。聞きき惚ほれたよ」

　遼は拍手とともに素直に感想を口にした。

　とたん、和哉の耳たぶが赤く染まった。

「何言ってんの。バカじゃん」

　和哉がこういう照れや動揺といった類たぐいの感情の変化を見せるのは珍しいことで、遼は思わずその桜色の耳たぶに見入ってしまった。

「何照れてるんだよ」

「別に照れてなんかない。あんたがヘンなこと言うから」

「ヘンなことじゃないだろ。誰にでもひとつくらい取り柄はあるもんだって、感心してるんだよ」

「ひとつくらいって失礼だな。ほかにも取り柄はある」

「へえ。何だよ？」

「料理とか」

　遼は思わずビールを吹きそうになった。

「よくもそういう大ぼらがふけるな」

「ほらじゃない」

「じゃ、なんでそのスバラシイ特技をこの三週間一度も披ひ露ろうしてくれないんだ」

「なんであんたに披露しなきゃならないんだよ」

　本気で理由がわからないという顔で問い返してくる。

「なんでっておまえ、さっき自分でタダメシは申し訳ないとか殊勝なこと言ってたじゃねーかよ。少しはその特技で恩返ししようって気にならないのか」

「あー、なんだ。やっぱり見返りを期待されてるわけね。早く言ってよー」

　和哉はぽんと手を打ち、てきぱきとシャツのボタンを外し始めた。

「だから誰がカラダで払えって言ったよ？　今はおまえの特技の料理の話をしてるんだろうが」

「これも特技だよーん」

「いい加減、その冗談は飽あきた」

　ふざけてばかりいる少年の頭を、遼は少し手荒に搔かき回まわして小突いた。

「痛いなー、もう。なんだよ、遼ちゃんそんなに手料理に飢うえてるわけ？　だったらフジカノに作ってもらえばいいじゃん」

「そういう問題じゃない。俺はおまえの気持ちの問題を言ってるんだ」

　言うだけ無駄だとは思いつつ。

「えー、つまりオレの手料理が食いたいってこと？」

「食いたいねぇ。死ぬほど食いたい」

　なりゆきで答えてみたものの、別に本気でそう思ったわけではなかった。

「遼ちゃんの好きな食べ物ってなに？」

「んー、カレーとか」

「そんなんでいいなら、明日作ってみせようか？」

「ホントに作れるのか？」

「マジ失礼だな。そんなもん、目つぶってても作れるよ」

「へえ。そりゃ楽しみだ。明日は六時前には帰れるし、期待してるぞ」

　半分は口先だけだろうと思いつつ、適当な相づちを打った。













「一日間違えた……」

　初夏の長い日が沈しずみかけた窓の外を眺ながめながら、遼はるかは呟つぶやいた。

　昨日和かず哉やに、六時前には帰れるなどと断言してしまったが、今日は理科部の活動のある日だった。部活の終了時間は六時半。後片付けをして帰ると、急いでも七時を過ぎてしまう。

　日頃の様子からして、和哉がいちいち遼の帰宅時間を気にしているとも思えなかったが、念のため電話でもいれておいた方がいいだろうか。しかし、和哉に勝手に家の電話に出るなと言っているうえ、これまで特に連絡を取る必要性もなかったため、和哉の携帯ナンバーも聞いていなかった。

　どうしたものかなどと一瞬考え事に没ぼっ頭とうしていたとき、甲かん高だかい悲鳴があがった。

「どうした？」

　遼は悲鳴の主、吉よし野の南みなみの元に駆け寄った。理科部の実験は、薬品やアルコールランプを使うことも多く、ちょっとした油断が事故につながることもある。

「先生、バカ島しま田だをなんとかしてください！」

　南はハンカチで制服を払いながら、テーブルに顎あごをしゃくった。

　夏休み明けの文化祭に向けて、理科部では二班に分かれて展示の研究をしている。島田や南の班では、空き缶を使った綿菓子機を制作中なのだが、テーブルの上では、その空き缶がアルコールランプの熱を受けて回転しながら、見事に細い糸を吹き出していた。

「ちゃんと覆おおいをしてから動かしてって言ってるのに、島田が勝手に火をつけちゃって」

　確かに、実験としては成功だが、吹き出した砂糖の糸は、無防備に広げられたノートやペンケースの上に始末悪くベタベタと張りついている。

　迷惑顔の女子生徒をよそに、男子生徒は大はしゃぎしながら、空を舞う綿菓子を割わり箸ばしで追い回している。

「こら。ふざけ半分はやめろ」

　遼はアルコールランプの蓋ふたをしめた。

「あ、なんだよ遼ちゃん。せっかく成功したのにー」

「おまえらな、火を使う時は細心の注意を払えって言っただろうが。こんなノートが覆い被かぶさった状態で火を付けて、燃え移ったらどうするつもりだ」

　男子生徒三人の頭を、遼はこぶしで軽く叩いた。

「ペンケースだってベタベタじゃないか」

　クモの巣が張ったような布製のペンケースに眉まゆをひそめると、

「こんなのすぐ取れるよ」

　島田がそのピンクのペンケースを手に取り、無邪気に綿菓子を舐なめとった。

「ちょっと、何するのよっ！」

　南が怒りもあらわにペンケースを奪い取った。

「きったない！　もう使えないじゃない！」

「なんだよ、きれいにしてやったんだろう」

「島田最低！　死んじゃえ、バカ！」

「こらこら、冗談でも『死ね』は禁句だ」

　遼はやれやれと思いつつ、南を諫いさめた。

「ケッ、怒られてやがる」

　島田がにやにや笑いを浮かべる。

「こら。元はと言えばおまえが悪い」

「イテッ」

　島田の頭にもう一度軽い拳げん骨こつをお見舞いしたところで、部活動終了を告げる校内放送が流れてきた。

　綿菓子班も、もう一方の尿にょう素その結晶作り班も、始末悪くあちこちを汚し、後片付けも一仕事だった。

　中学生は、なりは大きくてもまだまだ子供である。無害とはいえ薬液を擦すり付つけ合あい、流しでは水のかけっこを始め、試験管が割れたと言っては笑い転げている。

　それをたしなめたり、つい苦笑いしたりしながら、遼はふと和哉のことを思い浮かべた。

　ある意味、和哉も途方も無く子供じみている。しかし、この生徒たちの箸が転んでもおかしいといった健全な若さに比べると、和哉の様子はこういう無邪気さとは別のものにも思えた。

　思えば在学中からそうだった。金髪やピアスも、他の目立ちたがりの生徒とは違う動機に見えた。

　もちろん、遼は中学時代の和哉をそれほど詳しょう細さいに知っているわけではないが、周囲で振り回されていた教師たちから様子を聞くにつけ、目立ちたいというより、どうでもいいというような投なげ遣やりさが、自分の髪や身体に無造作に手を加える原因のような印象だった。

　今、遼の部屋でのらくらと居い候そうろうを決め込んでいることにしても、一見無邪気で傍ぼう若じゃく無ぶ人じんな所行に見えつつも、実際のところはどうなのだろうか。少なくとも、単純に無邪気な人間は、同年代の子供たちの憧あこがれの的まとである仕事をあっさり放り出し、在学中にさしたるつきあいもなかった教師の部屋に転がり込んでいたずらに人生をすり減らしたりはしないはずだ。

　そんなことを考えているうちに片付けも終わり、生徒たちは陽気な挨あい拶さつを残してばらばらと帰っていく。

　戸締まりを確認していると、最後まで残っていた南が、「先生」と小さく声をかけてきた。振り向くと、南は鹿しか爪つめらしい表情で、ペンケースを眺めていた。ファスナーの金具の先をつまんでぶら下げた様子は、危険物でも扱あつかう手つきだ。

「どうした。アルコール消毒でもするか？」

「このベタベタは、消毒じゃとれないわ」

　口を尖とがらせ、南はため息をついた。

「私、別に島田に嫌われるようなことした覚えないんですよ」

「ああ？」

「それなのに、あいつって嫌がらせばっかするの。ムカつく」

　南のかわいい憤ふん慨がいに、遼は思わず笑ってしまった。

「わかりやすいじゃないか。つまり島田は吉野に気があるんだろう」

「は？　なにそれ」

　怪け訝げんそうに問い返しながらも、気があるという言葉に反応したのか少女の白桃のような頰に赤みがさした。

「そんなのありえないです。だってホントに嫌なことばっかりするんですよ？」

「ある種の男の子っていうのは、そういうやり方でしか意思表示できないものなんだよ」

　好きな子ほどいじめたくなる、そんな感覚は常識だと思っていたのだが、どうやらその標的にされている年代の女の子たちは、理屈ではわかっていてもいざそれが自分の身に起こると理解に苦しむらしい。

「だってそんなのヘンでしょう？　好きなら普通親切にするものだわ。島田は絶対私のこと嫌ってます」

　きっぱりと言い切り、南はかすかに自分の言葉に傷ついたような顔をした。

「……私、ホントにケンカ売られるようなことした覚えないのに」

　遼は、少女の頭をぽんと撫なでた。

「気にするな。っていうか、そのうち俺の言ってたことが本当だってわかる日がくるさ」

　一応教師の立場としては、義務教育中のいたいけな生徒たちに恋愛をけしかけるのはご法はっ度となのだが、こういうかわいい悩みを聞けば応援したくなる。

「度を超すようなら言いなさい。ちょっと島田をシメとくから」

　遼がポキポキと指を鳴らしてみせると、南の顔におもしろがるような笑みが戻った。

「よし。暗くならないうちに帰りなさい」

　うながして、一緒に理科室をあとにする。

　昇降口に向かう廊下の中ほどに、島田が立っていた。

「どうした、帰らないのか？」

「いや、帰るけどー」

　気まずげに答えながら、島田の視線がちらりと南を追った。どうやら南が出てくるのを待っていたらしい。ほほえましさに思わず頰がゆるむ。

　しかし、当の南はつんと視線をそらすと、

「じゃ、遼ちゃん、また明日」

　遼限定の挨拶を残し、足早に昇降口へと歩み去った。

「追い掛けなくていいのか？」

　島田にひやかしの声をかけると、

「別に」

　すまして言いながらも、その目はタイミングを逸いっしたことを悔やむように南の背を追っている。

「おまえなぁ、あんまりガキみたいなことばっかしてんなよ。女の子はおまえらよりよっぽど精神的成長が早いんだから」

「なんだよ、それ」

「いじめて気をひこうなんて幼稚なこと考えてると、そのうち愛あい想そつかされるぞ」

「そんなこと……」

　してない、と言いたかったらしいが、もごもごと口ごもり、最後に小さくため息をついた。

「だって普通に話し掛けても、全然相手にされないし」

「そんなことないだろ。いっそすぱっとコクってみたらどうだ」

　遼が言うと、島田はぱっと真っ赤になった。

「なに言ってんだよ、バカじゃん遼ちゃん」

「そんな顔に似合わずはにかんでると、誰かに先を越されるぞ。吉野は美人だしなぁ」

「教師が生徒のことビジンとか言っていいのかよ」

「ブスと言ったらまずいだろうが、美人は問題ないだろう」

「スケベ教師」

「はいはい、八つ当たりはやめような」

　遼は島田の頭をぐりぐりと搔き回し、昇降口の方に押し出した。

「……コクって失敗したら、めちゃくちゃ気まずいじゃん」

　島田は小さな声でぼそっと言った。

　本人たちにとっては深刻だということはよくわかるが、少年少女の悩みというのはとても愛いとしくほほえましい。その年頃だけが持つ細やかな感性が、悩みすらも当人を生き生きと輝かせる。

　この歳相応の輝きが和哉には希薄なんだよなぁと無意識に考えかけ、ふと我に返る。

　最近、学校にいても気が付くとこんなふうに和哉のことを連想している。

　おかしな癖くせに苦笑しながら、遼は島田の肩を叩いた。

「まあ、頑張れよ」

　島田は自信なげにうなずき、それからぱっと顔をあげた。

「あ、遼ちゃん」

「なに？」

「オレ、遼ちゃんにもコクることがある」

「悪いが俺にはそういう趣味はない」

「ちげーよ。あのさ、さっき準備室にライター借りに行ったとき、うっかり机の上の花か瓶びん倒しちゃったんだ。急いでたからそのままにしてきちゃったけど、ヤバかったかな？」

　遼は思わずこめかみを押さえた。

「……おまえなぁ」

「黙ってようかと思ったんだけど、やっぱ気んなるから。はー、言ったらすっきりした。じゃあね！」

　島田は気を取り直したように笑って、昇降口の方に駆けていった。







　島田のせいで、準備室の机回りはひどい状態になっていた。後片付けをして遼がアパートに帰り着いたのは九時近かった。早いどころか、いつもより遅い時間になってしまった。

「ただいま」

　玄関を開けたとたん漂ただよってきたスパイスの匂においに、遼は少し驚いた。

「お、まさか本当にカレーを作ってくれたのか？」

　意外性に驚きながら声をかけたが、返事がない。

　部屋はいつものように薄暗く、テレビだけが明めい滅めつして、寒いほど無駄にエアコンが効いている。

「冷やしすぎだって言ってるだろ」

　エアコンの設定温度をあげ、キッチンスペースを覗のぞき込こむと、狭せまいシンクにまな板や包丁、ボールやザルが雑然と突っ込まれている。

　まったく片付けるということを知らない奴やつだと苦笑しつつも、今はそんなことより、あのぐうたら少年がカレーを作ったという驚きの方が大きかった。

「ホントに作れるんだな」

　鍋なべのふたを開け、思わず感心してしまう。野菜はきちんと適当な大きさに切られ、それらしい雰囲気に出来上がっている。

「疑って悪かったよ。やればできるんじゃないか。感心感心」

　出来の悪い犬を躾しつけるような口調で褒ほめたたえたが、反応がない。

　そういえば、帰ってきてから和哉は一言も発していない。

「おい、寝てるのか？　こんなギンギンに冷えた部屋でうたた寝してると、風邪ひくぞ」

　薄うす闇やみの中、テレビの前で腹ばいになっている和哉の顔を覗き込もうとして、その手元の缶チューハイに気付いた。見れば周囲にはさらに空き缶が二つ転がっていて、その空き缶の口の周囲には煙草たばこの灰とおぼしきものがこすりつけられている。

「おい、酒とタバコは絶対禁止だって言っただろうが」

　遼は少し強い口調で言って、和哉の頰をつねり、その手からもうほとんど中身のない缶をつかみ取った。

「自じ堕だ落らくもいい加減にしろよ」

　いつものように軽口で応おう酬しゅうしてきたら、少しきつくたしなめなければと身構えた遼だったが、振り向いた和哉の顔にいつもの茶化すような色はなく、アルコールでよどんだ目が無表情に遼を見み据すえた。

「ウソつき」

「は？」

「今日は早く帰るって言ったくせに」

　思いがけない言葉に、遼は一瞬面食らった。

「いや、悪かったよ。部活動日だってことを忘れてたんだよ。そのうえ、帰りぎわに生徒の相談にのったりしてたもんだから」

　遅くなったことは遼なりに気になってはいたが、まさか和哉がこんなふうにヘソを曲げていようとは思いもしなかったので、思わず毒気を抜かれながら言いい訳わけした。

　和哉は、何万という少女たちを魅了してきた大きな瞳で、不満げに遼を睨にらみあげてきた。

「オレよりガッコーの生徒の方が大事なんだ」

　その拗すねた口振りに、遼はずるっとのめりながら和哉の傍かたわらにしゃがみこんだ。

「そんなこと言ってないだろう。……っていうかなんなんだ、この夫婦喧げん嘩かみたいな会話は」

　間近に見ると、和哉は目の縁ふちから頰にかけてぼうっと赤みがさしている。どうやら相当酔よっているらしい。

「遼ちゃんがカレー食べたいっていうから、昼から気合い入れて作ったのに」

「ありがとう。びっくりしたよ」

「早く帰ってくるっていうから、間に合うように作ったのに、あんたは生徒の方が大事だって言うし」

「だから言ってないだろう。それにカレーは少し寝かせたほうがおいしいって言うじゃないか」

「そういう問題じゃない。あんたが生徒と楽しくやってる間、オレはバカみたいにカレーなんか作ってあんたのことを待ってたんだ」

「悪かったって。気にはなってたんだけど、日頃そんな殊しゅ勝しょうに俺の帰りを待ちわびてくれてたことないから、今日もそうだろうって思ってさ」

「オレはいつだって遼ちゃんが帰ってくるのを心待ちにしてるもん」

　それはどう考えてもウソだろうと思いつつも、とろんと潤うるんだ目に恨みがましげに見上げられて、遼はやれやれと頭をかいた。

「悪かったって。今度予定が変わった時はちゃんと連絡入れるから。あ、そうだ。携帯の番号教えておけ」

「やだよ。絶対教えてやんない」

「なに拗ねてんだよ。謝ってるだろ？　ほら、一緒にカレー食べよう。酔いざましに氷入りのコーラも持ってきてやるから」

　ぐずぐずいう和哉の脇に背後から手を差し込んで立たせた。

　数歩あるいたと思ったら、和哉は再び床にへたりこんだ。

「どうした？」

「……気持ち悪い」

　どうやらアルコールで血圧が下がり、脳貧血を起こしたらしい。

「おまえなぁ、ガキのくせに、しかもそんな弱いのに、意気がって酒なんか飲んでんじゃねーよ」

　遼は床に座って、うずくまる少年の頭を自分の膝にのせ、楽なように寝かせてやった。

「ましてや飲酒喫煙が原因で人生狂わせてるんだろうが。金輪際やめようって気にならないのか」

「……あれ、あのショット、別にわざと写ったわけじゃないけど、まあ撮とられても構わないなぁとは思ってた」

　焦しょう点てんの合わない目でぼんやり天てん井じょうを眺めながら、和哉はぼそぼそと言った。

「なんだよ、急に」

「ねえ、誰かにきゃーきゃー言われてみたいって思ったことある？」

「別にないな」

　酔っ払いの脈絡のない話に遼は適当に答えた。

「まあ、遼ちゃんはかっこいいし優しいから、あえて騒がれたいなんて思わなくても普通にモテるもんね」

「嫌味か、アイドルくん」

「なんで？　マジすげー人気あるじゃん、遼ちゃん。オレの同級生でも遼ちゃん好きな女子とか結構いたし、今日だって生徒に相談なんかもちかけられちゃってるし」

「やけに根に持つな」

「それにひきかえオレなんて、オヤにすらモテなかったし、そのオヤのせいで家庭環境ヤバかったから、小学生ん時とか友達のオヤからもうちの子とは付き合わせない、みたいな態度ロコツにとられたりしたし。まあ、あんなつまんない奴らとはオレも付き合いたくなかったけど」

　和哉はケタケタといたずらっこのように笑った。

「でもさ、別にどうでもいいしとか思ってたのに、スカウトされたとき結構嬉うれしかったんだ。その人にはモテたわけじゃん、オレ」

「その人だけじゃなくて、その後山のような女の子たちにモテただろう」

「うん、マジやばいだろうってくらい」

　悪わる怯びれた様子もなく、和哉はうなずいた。

「オレはこんなたくさんの人間に必要とされてるんだって思って、すっげー気持ちよかった。でもすぐ飽あきた」

　あっさり言い捨てる和哉に、遼は思わず眉み間けんを押さえた。

「おまえなぁ」

「だって錯さっ覚かくじゃん、そんなんで必要とされてるって思うのは」

　和哉は眠そうな透明な瞳で、遼を見上げた。

「事務所の先輩とか見てたらすぐわかるよ。人気なんて一過性の病気みたいなもので、すぐに消えてなくなっちゃうって。女の子たちは気まぐれで、新しいタレントが出てきたり、自分に彼氏ができたりすれば、オレのことなんかどうでもよくなる」

「まあ栄えい枯こ盛せい衰すいが激しい世界ではあるんだろうけどな。だけどまた新しいファンを得る努力をすればいいじゃないか」

「それで常に同じ数の女の子たちにきゃーきゃー言ってもらっても、中身が入れ替わってたらオレには意味がない。誰かにとって永遠に必要だっていう存在になれなかったら、いくら不特定多数の人間に騒がれたって無意味だよ」

　これまで人を食ったようなふざけた態度ばかりとっていた少年が、酔って洩もらした厭えん世せい的てきな台詞セリフに、遼はふと在学中のあの涙を思い出して複雑な気持ちになった。

　他人よりも距離のある父親。恋人と事故死した母親。愛情に飢うえた少年は、その飢えを満たすために恵まれた容姿を利用してみたものの、すぐにその虚むなしさに気付いたのだろう。

　遼は無意識に、猫でも愛あい玩がんするように和哉の髪を撫でていた。黒い髪からのぞく耳たぶに、いくつも開いたピアスの空くう虚きょな穴が、滑こっ稽けいで痛々しかった。

　和哉はくすぐったそうに身をすくめながら、遼の膝に額をすり寄せてきた。

「ねえ、遼ちゃんはオレのこと必要？」

　唐突な質問に、遼は愛玩する指を止め、一瞬真剣に考え込んだ。

　必要かって？　何の役にも立たないガキにふざけた脅きょう迫はくを受けて勝手に居候されて、必要もなにもあったもんじゃないだろうが。

　……というのが率直な感想だが、今の流れでそれをそのまま口にするのもどうかと思う。

　遼の逡しゅん巡じゅんを読み取ったのか、和哉は仰あお向むけに転がって吹き出した。

「ばっかじゃん。何マジに悩んでるんだよ。教師っていったら口が商売道具でしょ？　『必要ない人間なんてこの世にはいないんだよ』くらいのキレイゴトが即座に出てこないわけ？」

「悪かったな」

「でも、オレは遼ちゃんのそういうとこ、好きだけどね」

　いよいよ眠そうに目を半開きにしながらも、和哉は白い歯を見せて笑った。

「教師のくせして、偽善的なこと言わないし。やっぱオレ、遼ちゃんのところに転がり込んで正解だったー。ぱちぱちぱち」

　擬ぎ音おんに合わせて気け怠だるげに両手を叩いてみせる。

「わけわからんな、おまえは。とりあえず、力作のカレーでもご馳ち走そうになるか」

「勝手に食べて。オレは遼ちゃんがカワイイ生徒の相談にのってる間に食べちゃったし。あ、そうだ。飯めし炊たくの忘れた」

「おいおい」

「一個だけ残ってたレトルトのご飯はオレ食っちゃったし」

「俺にライスなしのカレーを食えってのか」

　和哉はくすくすと笑い、どうにも眠くてたまらないというように大あくびをすると、遼の膝の上で目を閉じた。ものの数秒で、小さな寝息が聞こえてきた。

「まったく。ガキが生意気に酔っ払ってんなよ」

　その頭を軽く叩いてみたが、反応はなかった。

　無防備に眠る少年の横顔と、キッチンの惨さん状じょうを交互に眺めて、遼はしばし考え込んだ。

　和哉が自分の帰りを待ちわびていたことは実に意外だったが、一年前のあの涙を思い出すと、なんとなく相通じるところがあった。

　そしてまた、酔っ払いの戯たわ言ごとめいた打ち明け話に、遼は先程の島田や南の瑞みず々みずしい若さを思い出していた。やはり和哉は、同年代の子供たちとはどこかが違う。

　芸能界に自分の求めるものがないと知っても、自分から何かを変えようとはせず、自堕落な方法でクビにされるようなやり方を選ぶ少年。このまま放っておけば、投げ遣りなままどこかに流されていってしまいそうな気がする。

「しかしなんで俺なんかのところにやってきたんだ」

　指先で和哉の髪をすきながら、遼はふとひとりごちた。

　何もかもどうでもよさそうな、そんな少年が、たとえ姑こ息そくな脅おどしという手段であっても、自分から積極的に誰かに関わろうとした、その相手がどういうわけか自分だったことを思うと、不思議だった。

「……で、なんで俺はいつまでもこいつをのさばらせてるんだ」

　再び自問してみる。

　たとえば、これが島田や南だったら、即刻家へ帰るように説き伏せたはずだ。そうしないのはなぜなのか。帰るべき家庭が複雑なせいか、少年の脅しに対して後ろめたさを感じているからなのか。

　多分どちらでもない。認めるのはなんとなく居心地が悪いが、自分はこの少年に、保護欲をかきたてられているのだ。

　妙に明るく、勝手気ままに生きているようでいて、時々見せる本音がどこか虚無的で切ない。

『ねえ、遼ちゃんはオレのこと必要？』

　必要かって？　こんな役立たずで厄やっ介かいな子供が必要な筈がない。けれど自分の帰りを待ちわびてやさぐれていた和哉に、妙な愛しさを喚かん起きされているのも確かなのだった。

「大丈夫かよ、俺」

　少年の穴だらけの耳たぶを指でさぐりながら、遼は複雑な気分でため息をついた。













「しかし一ヵ月も居着かれて、よく邪魔にならないわね」

　香か乃のはメロンを口に運びながら、呆あきれたように少年二人に顎あごをしゃくった。

　和かず哉やと祥しょう太たは肩を並べてテレビゲームに興じている。

　叔母おばの手料理を食べに和哉を連れて大和やまと館かんに来るのはこれで三度目になる。和哉はすっかり同年代の祥太と親しくなり、携帯メールのやりとりなどもしているらしい。

　食事を終え、遼はるかの手て土産みやげのメロンを食べ終えると、和哉はすぐに祥太とゲームを始めた。その後ろ姿や笑い声は、ごく普通の十五歳のものだ。

「ここくらい広いところならともかく、私だったら２Ｋのマンションであんなうるさい生きものと同居なんて絶対無理。一日で叩き出してるわ」

　コントローラを振り回して奇声を発している少年たちに眉まゆをひそめながら、香乃が言い切った。

「叩き出そうにも、引き取り手がいないんだから仕方がないだろう」

　遼は肩をすくめた。

　あの酔よっ払ぱらいの夜、妙な愛いとしさをかきたてられ混乱する遼をよそに、一夜明けると和哉はケロリと前の晩のことを忘れていた。

『昨夜はわざわざカレーまで作って待っててくれたのに、悪かったな』

　翌朝、遼が意外においしかったカレーの礼を言うと、和哉はきょとんと目を見開いた。

『はぁ？　なんでオレがあんたの帰りなんか待ってなきゃならないわけ？　あんなの気まぐれに作ってみただけだよ』

　微妙にセンチメンタルだった前の晩の自分が気恥ずかしくてとぼけているのかと思ったが、その心外だと言いたげな表情には一点の後ろめたさも感じられなかった。

『あ、オレ酔っ払うと心にもないこと言ったりやったりするらしいけど、気にしないでね』

　あっけらかんと笑う顔は、いつもの傍ぼう若じゃく無ぶ人じんな和哉そのものだった。まったく都合のいい酒である。実際、食事の支し度たくなどという殊しゅ勝しょうなことをしたのもその一回きりだし、遼の帰宅時間などもちろん気にとめる様子もなく、まったく我が家のように勝手に暮らしている。

「それにしても、あの子、この先どうするつもりなのかしらね」

　香乃が呟つぶやいた。

「まったくな。俺も毎日言ってるんだが、あいつは一向に聞く耳を持たない」

　遼はため息をつきながら苦笑した。

「まあ、俺も十五、六のときには先のことなんて考えもしないで生きてたけど」

　いい意味でも悪い意味でも、『普通』に属する子供はただ流れに身を任まかせていれば大半が普通の大人になっていく。『この先』について考えなければならないのは、和哉のように『普通』の軌き道どうを外れた人間の場合だが、それにも二種類いて、最初から『この先』について考えた上で軌道を外れた人間はいいが、和哉のような外れ方をした人間はそもそも普通の人間以上に『この先』など考えていないのが常である。

「まあ、そうよね。私もあのくらいの時はあまり真ま面じ目めに先のこと考えたことなかったなぁ」

　香乃が思い出す目で言った。

「教師になったのも、なりゆきみたいなものだったし。先のことなんて考えるようになったのは、ほんの最近よ」

「最近は考えてるのか」

「なによ、その小馬鹿にしたような言い方」

「いや、別に馬鹿になんかしてないけど、香乃はいつもなりゆきまかせで生きてるように見えるから」

　七年一緒に暮らしてきた気やすさで遼が茶化すと、香乃は横目で遼を睨にらんだ。

「私も一応オトシゴロの女ですから。それなりにこの先の展望を考えるわよ」

「へえ。どんな展望？」

「そうね。この下宿は居心地がいいから、終ついの住処すみかにしようかしら、とか」

「待て待て、それは先の展望じゃなくて、究極のなりゆきまかせじゃないのか」

「なにも下宿人のままとは言ってないわよ」

「え？」

「おかみさんをやってみるのもいいかなぁ、なーんてね」

　流し目を送られ、遼は思わずたじろいだ。

「いや、悪いけど俺は今のところそういうつもりないし」

　遼の怯おびえぶりに、香乃が吹き出した。

「遼の自意識過か剰じょう～！　いくら生徒にモテても、遼は私の守備範囲じゃないわよ」

「そりゃ悪かったな」

「私は正統派の後継ぎの方を狙ねらってるの」

「そうか。……って、何言ってんだ、おまえ」

　遼は思わず飲みかけていたお茶にむせ返り、隣で柄がらにもなくはにかんでいる香乃と、テレビゲームに興じる祥太の背中を見比べた。

「冗談だろ？」

「かなり本気。ぼちぼち食べ頃じゃない？」

「怖い女だな。自分の生徒とほとんど変わらない年齢だぞ？　へたすりゃ犯罪だ」

「ちょっとぉ、遼にだけは言われたくないわよ、それ。自分なんか年齢差だけじゃなく、性別まで無視してるくせに」

「は？」

「あんなアイドルあがりのビショーネンかこっちゃって。よく人のことつべこべ言えるわね」

　遼は呆れて香乃を見返した。

「よくそういう冗談を思いつくな」

「あら、私は本気で言ってるんだけど。だって普通ありえないわよ。いくら母校の卒業生っていったって、直接の教え子でもなんでもない子をボランティアで居い候そうろうさせようなんて」

　香乃はひょいと肩をすくめた。

「まあ、確かにあんたは元々教師向きの面倒見のいい男だけど、特定の誰かに入れ込むってタイプじゃないでしょ」

　それはまさに、遼も自覚していたことだった。これがほかの生徒だったら、こんなふうに居候を黙認していたとは自分でも思えない。

「なんで望もち月づきくんに限って、特別待遇なの？」

「なんでって……」

　在学中にうっかり過か剰じょうなスキンシップに及び、それを口実に脅おどされているなどとありのままを話せば、香乃の言葉を裏付けることになってしまう。

　しかも、実際は別に脅しに屈くっしているわけではなく、ただ放っておけないから面倒をみているだけだなどと言ったら、さらに香乃の思うつぼな気がする。

「まあ、なりゆきだよ、なりゆき」

　結局そんな答え方しかできず、

「なによそれ。人のことなりゆきまかせって馬鹿にしておきながら」

　香乃にこぶしで小突かれた。

　そのやりとりの気配に少年たちが気付いて振り返った。

「あー教師二人でいちゃついてる」

「絶対デキてるよな、あの二人」

　大人二人の心中など知る由よしもなく、少年たちは無邪気に笑うのだった。







「少しは先のことを考える気になったか？」

　帰りの車の中で、遼は和哉に訊たずねた。毎日再三訊ねていることではあるが、香乃と話しているうちに、改めて和哉のこの先が気になっていた。ずっとこのままの状態でいるわけにはいかないのだ。

　和哉はちらりと遼を見て、のどかな顔で笑った。

「先のことなんか、考えたって仕方ないよ。明日交通事故で死んじゃうかもしれないのに。オレは今がよかったらいいの」

「くだらない屁へ理り屈くつこねてるんじゃない。今のこの状態でいいわけないだろう」

「なんで？　オレはいいよ。住むところがあって、毎日ごはん食べれてさ。なんか問題ある？」

「大ありだ。こんな生活は一時しのぎに過ぎないだろう。だいたい、普通タダで生活できるなんてことはありえないんだよ」

「あー、つまり家賃払えって話？　だったら何度もカラダで払うって言ってるじゃん」

　和哉はシャツの肩口をずらして、わざとらしくしななど作ってみせる。ずれた襟えりからのぞいた鎖さ骨こつは、つまめばぽきっと折れそうだ。

「いらねーよ。おまえはそれしか能がないのか」

　子供っぽい素す肌はだから目を逸そらして、遼はぶっきらぼうに言い捨てた。

　和哉は度たび々たびこの手の冗談を口にする。果たして本当にこれまでにその身体を何かの代価に使ったことがあるのかと、そのたび微妙にひっかかる。

「じゃ、現状のままでなんにも問題ないってことじゃん」

「だから大ありだっつってんだろーが」

　堂々巡めぐりの会話に、思わずため息が出る。

　結局自分は舐なめられているのだろう。頼られれば放り出せない程度の責任感はありつつも、それなりにいい加減なところもある歳の近い教師は、和哉が最初に言っていた通り最も「チョロそう」な大人であるに違いない。

　だいたい教師というのは生徒を邪険にはできないものであり、和哉はそのあたりを十分わかっていて、やりたい放題やっているに違いない。

　まったく甘えやがって、と、苦々しく思う。しかし、それが腹立たしいかと言えば、そうでもないのが不思議なところである。

　ＦＭから流れてくる曲に合わせて、でたらめな英語の歌を歌い始めた和哉を横目で見ながら、遼はふと和哉が酔った夜のことを思い出していた。

　酔うと心にもない言動を取るのだと、本人は説明していた。

　しかし、酔って口にすることは、大たい概がいの場合本音である。

　親の愛情を実感できず、貪どん欲よくに愛されることを願って飛び込んだ芸能界でその虚むなしさはさらに深まり、虚きょ無む感かんを抱かかえて和哉は自分のところに転がり込んできたのだ。

　あの切ない打ち明け話は、一年前の涙とも結びついて、このところずっと遼の心にひっかかり続けている。だからこそ、このまま十五にして自じ堕だ落らくに「余生」を送るのではなく、前向きに何か意欲を持って生きてほしいと思う。

　何かやりたいことはないのか、と、しつこく訊ねようとして助手席に視線を送ると、こちらの気持ちなど知る由もない少年は機嫌よさそうに歌いながら遼を見て、にっこりと笑った。

　皮肉っぽくもなければ、わざとらしくもない、心底楽しい気分から出たらしいその思いがけずきれいな笑顔に、遼は一瞬言葉を失った。

「なに？」

　逆にきょとんと問われて、遼は「いや…」と口ごもって、視線を前に戻した。

『なんで望月くんに限って特別待遇なの？』

　香乃のいたずらっぽい笑みが脳裏をかすめる。

　特別、なのだろうか。

　そういえば、一年前には、なりゆきとはいえこの細ほそ面おもての頰に唇で触れたことがあるのだ。あれはまったく魔が差したというやつだ。もし今、もう一度やれと言われたって、到底……。

　できるはずがない、と頭の中で続けようとして、一瞬思考が停止した。

　いや、しろと言われればできなくもないかもしれない。

　隣でさえずる、同性にしては細くて外見の整いすぎた少年を眺ながめながらそんなことを唐突に思った自分に、遼は内心ひそかに動転した。

　なんだそれは？　俺は何を考えてるんだ？

　それもこれも、香乃がおかしなことを言うからじゃないか。

　目茶苦茶な英語の歌を聞きながら、食当たりでも起こしたような気分で、遼はアクセルをふかした。













　食当たりな気分が続きながらも、表面上は何も変わらないまま、さらに二週間が過ぎていった。

「暑い～」

　部屋に帰り着くなり、和かず哉やはうんざりしたような悲鳴をあげて、シャツを脱ぎ捨てた。

　熱気を追い出すべく窓を全開にしていく遼はるかを、不満そうに目で追う。

「窓なんか開けてないで、エアコンつけようよ。暑くて死んじゃうよ」

「この程度の暑さで死ぬわけないだろう」

　遼は少年の軟なん弱じゃくさを鼻で笑ってみせた。

「少しは季節の暑さ寒さを味わった方が身体のためにいいんだぞ。もう夕暮れだし、いい風が入ってくるじゃないか」

「ちぇっ。じゃ、我慢してやるから、コーラちょうだい。氷たっぷりのやつ」

「だからおまえは何様なんだ」

　相変わらず呆あきれたわがままぶりである。

　週末ごとに二人で大和やまと館かんに行くのは、もうすっかり習慣化していた。昼食を食べさせてもらい、そのあとテレビゲームに興じる和哉と祥しょう太たを飽あきるまで待ち、夕刻に帰ってくる。今日は時間つぶしの話し相手である香か乃のが留守だったため、実に手持ち無ぶ沙さ汰たな午後だった。

　遼は缶ビールとコーラのグラスを手に和哉の傍かたわらに座った。

「ほら」

　夏バテした犬のようにガリガリのあばらを見せて転がっている和哉に、水滴をまとったグラスとうちわを差し出すと、目を輝かせて起き上がった。

「ありがと。遼ちゃんってやさしーね」

「おだてても、これ以上のサービスはしねーよ」

「ちぇっ。ついでにポテチもとってきてもらおうと思ったのに」

　楽しげに言いながら、和哉は尖とがった肩を遼にすり寄せた。

「ねえねえ、帰りに借りてきたビデオ、一緒に見ようよ」

「俺はホラーなんか興味がない」

「いいじゃん、つきあってよ。一人じゃ怖くて見れないし」

「じゃ、見るなよ」

「だって夏の風物詩だよ？　季節を味わえってさっき遼ちゃん言ったろ」

　嬉うれしそうにビデオをデッキに押し込む。

「おまえさ、こんな生活で楽しいの？」

　その横顔を眺ながめながら、遼はぼそっと訊たずねた。

「え？　なにが？」

「毎日家に閉じこもってこんなもんばっか見て。外出っていったって俺の実家に行くくらいだし」

「だって遼ちゃんが出掛けるなっていうから」

「そりゃ、おまえのしでかした不祥事のほとぼりがさめないうちは、表をうろつかない方がいいに決まってるけどさ。だけど、こんなヒモみたいな生活してて楽しいのか？　そろそろ何かやりたくなってこないのかよ。勉強でも仕事でもさ」

「仕事ねぇ」

「とりあえずは別に趣味でもいい。なんか興味持ってることはないのか？」

「興味持ってることはねぇ」

「うん？」

「ホラービデオ鑑賞！」

「……おまえな、真ま面じ目めに考えろよ」

「なんで？　オレは大真面目だよ。それに、今の生活に全然不満ないし。すっごく楽しいよ」

「おまえは楽と楽しいを取り違えてる。確かに楽は楽だろうよ。何もしないで日がなごろごろしてりゃいいんだから。だけどこんな人生が楽しいわけないだろ？」

「反対だよ。全然楽じゃないけど、楽しいよ」

　和哉は真顔で言う。

　どうやら日本語の正確な意味を理解できていないらしい。三食昼寝つきの生活が楽でないはずはないし、逆に健康な十代の少年がこうも無益な日々を送っていて楽しいはずがない。

「屁へ理り屈くつはともかく、少しはちゃんとこれからのことを考えた方がいいぞ」

「早く出ていって欲しいから？」

　和哉は上うわ目め遣づかいに遼を見て、皮肉っぽい口調で言った。

「そんなこと言ってないだろう」

　答えながら、ふと一瞬自分の気持ちに迷う。

　元々の大おお雑ざっ把ぱな性格もあり、当初は和哉のことを特に邪魔とも感じていなかった。しかしあの酔よっ払ぱらいの夜以降、その存在を妙に意識してしまうことがある。

　この間のように、ふと、キスしろと言われたらできなくもない、などと思ってしまったり、あるいは今、半裸で涼すずむ和哉に間近に覗のぞき込まれて目のやり場に困ったり、そういう自分に最近遼は少々危機感を抱いだいている。

　このまま居い候そうろうさせておいて問題はないのだろうか。

　しかし、もちろんそんな心中を和哉に気取られてはいけない。

「別に、ここにいたいなら、好きなだけいればいいさ」

　迷いを払ふっ拭しょくするように言いながら、ちょっと自己嫌悪にとらわれる。以前、和哉に「教師のくせに偽善者じゃない」などと言ってもらったことがあったが、自分の迷いから目を背そむけて、包容力のある大人を演じようとする自分は、充分偽善者だという気がする。

「わーい、ずっといていいの？」

　和哉は目を輝かせた。

「だけど、もうちょっと生きることに意欲的になれよな」

　今は身も心も行き場をなくしているとしても、新しく目標を見つければ、きっと自分からさっさと出ていくだろう。

　遼の言葉に、和哉は大きな目をしばたたいた。

「遼ちゃん、もしかしてオレのこと心配してくれてるの？」

「するだろう、普通。しかも今までだって散々言ってきただろうが。今気付いたような顔するな」

「へへ、ありがとう」

　珍しく殊しゅ勝しょうに礼など言ってよこす。

「じゃ、とりあえずビデオ見ようよ」

　しかし結局これである。わかっているんだかいないんだかと思いつつ、まあ付き合うかと腰をすえた。

「少しは涼しくなっただろう。上、羽織ってろよ」

　妙に目のやり場に困る上半身にシャツをかぶせると、和哉は渋々といった様子で袖そでを通した。

　冒頭の予告篇の部分を和哉が早送りにしているとき、電話が鳴った。

「居留守、居留守」

　そそのかす和哉を一ひと睨にらみして、遼は立ち上がって受話器に手を伸ばした。

『あ、遼ちゃん？　オレオレ』

　電話の相手は、教え子の島しま田だだった。

『ちょっと相談にのってほしいことがあるんだ。今、近くまで来てるんだけど、寄ってもいい？』

　いきなりのことに、遼は面食らった。

「どうしたんだよ。急ぎの話か？」

『チョー急ぎ！』

「何ごとだよ？」

『携帯料金高いから、電話じゃ説明できない。とにかく、これから行くね』

　一方的に言って、電話は切れた。

　遼はしばし受話器を眺め、それから和哉に視線をやった。

「ほら、ちょうど始まるよ」

　和哉が早く来いというように、こちらをふり仰あおいだ。

「悪いがビデオはあとだ。ちょっとしばらく奥で気配を消しててくれないか」

「え、なに？　オンナでも来るの？」

「そんなんじゃない。うちのクラスの生徒だ。何か相談があるらしい」

「なんだよ、それ。教師って別にボランティアじゃないんだからさ、休日まで生徒の相談にのってやることないじゃん」

　卒業してまで転がり込んできている元生徒に言われる筋合いもないというものである。

「放っておいて取り返しのつかないことになったらマズいだろう。困ってるようだし、一応話は聞いてやらないと」

「じゃ、オレも一緒に聞いてていい？」

　いいわけがない。島田は悪い奴やつではないが、いかにも口が軽そうである。和哉に会えば当然友人連中にしゃべるだろう。折せっ角かく世間的に和哉の話題が下火になってきているのに、ここで話が広がって、その所在が明らかになれば、和哉の生活にも影響してくる。

「ダメだ」

　一言答えると、和哉は不ふ貞て腐くされたようにビデオのリモコンを投げ出した。

「わかったよ。カワイイ生徒の相談にのってやるのに、オレがいたら邪魔なんだ」

「そんなこと言ってないだろう」

　和哉はぷいと視線を逸そらし、寝室へと入っていった。

　別に機嫌を損ねられるいわれはないと思いつつ、飲み残しのグラスなどを片付けていると、再び和哉が寝室から出てきた。目ま深ぶかに帽ぼう子しをかぶり、すたすたと遼の傍らを通り過ぎていく。

「おい、どこ行くんだよ」

「邪魔者は外で時間つぶしてくる」

「こんな時間に表に出るのはダメだ。すぐ済むから、奥にいろ」

「別に心配してるふりなんかしてくれなくていいよ。遼ちゃんのとこ以外にも、行くあてがないわけじゃないし」

「なにを唐突にへそ曲げてるんだよ」

　和哉は帽子の下から、不機嫌そうな黒い目で遼を睨みあげた。

「オレのこと心配してるとか言いながら、結局あんたは誰にでも優しいんだよね」

「はぁ？　なんなんだよ、いったい」

「まあ、センセイってそういうものだし、当然だよね」

「おい、待てって」

　和哉が玄関のドアに手をかけたのと、インターホンが鳴ったのは同時だった。遼が止める隙もなく、和哉がドアを開いた。

「ちょっと、遼ちゃん！　聞いてく……あ、お客さん？」

　鉢はち合あわせた人影に驚いたように、島田がのけぞる。

「じゃ、お兄ちゃん、またね」

　わざとらしい台詞セリフを残して、和哉はドアを擦り抜けて行ってしまった。
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「遼ちゃん、弟がいるんだ。なんかオレ、邪魔だった？」

「……いや。とりあえずあがれ」

　ほとぼりがさめればすぐに戻ってくるだろう。

　遼は小さくため息をつき、島田を中に招き入れた。







　遠く聞こえるサイレンの音に、遼は思わず身を固くした。どこかで和哉の素す性じょうがバレて、問題でも起こしているのではないだろうか。

　だがすぐに我に返る。指名手配犯でもあるまいし、素性がバレたくらいで警察沙ざ汰たになるわけがない。

　それにしても遅い。遼はイライラしながらすでに日付が変わりそうな時計に目をやった。

　島田の相談というのは、南みなみとのことだった。

　今日は何人かのクラスメイトで集まって、殊勝にも期末試験の勉強をしていたのだという。帰りに島田が南を家まで送っていったらしいのだが、またも好意がひねくれた形で出て、南をからかって小突いたら、バランスを崩くずして転び、怪我こそしなかったもののスカートを破いてしまったのだという。それがたまたま南の家の前で、父親に目撃され「二度とうちの娘に近付くな」とこっぴどく叱しかられたという経けい緯いだった。

『なんとかしてよ、遼ちゃん』

　涙目で訴える島田には悪いが、実に滑こっ稽けいな話である。しかも当人以外にとっては、それほどの緊急性もない。

　それでも遼は一通り話を聞き、島田の行為をたしなめたあと、南の父親に電話をかけてなんとかことを収めた。

　そうしている間も、頭の中では飛び出していった和哉のことが気掛かりで仕方がなかった。

　小一時間ほどで島田が帰ると、近くの商店街まで、和哉を探しに行った。

　和哉は転がり込んできてからほとんど外出したことがなかった。昼間はちょっとした買物に出たりしているようだが、遼が帰宅する時間帯にはいつも部屋にいるので、行きそうな場所というのも見当がつかない。携帯の番号もあれから聞きそびれていた。

　仕方なく部屋に戻ったものの、何をしていても落ち着かない。いったいどこに行ったんだと、心配は半分苛いら立だちとなってとげとげと膨ふくれあがってくる。

　その心配は、未成年を監督する責任に由来する部分もあるが、それ以上にもっと別の感情が遼を苛立たせていた。

　いったい和哉は何をあんなに憤いきどおって、飛び出していったのか。行くあてはあると言っていたが、いったいどこなのか。

　一ヵ月以上一緒に暮らしていたのに、こうなってみると和哉のことが何一つわからないのである。

「だいたい、ほかに行くあてがあるなら、なんで俺のところになんか転がり込んできやがったんだ」

　イライラと煙草たばこをくわえながら、自分の憤りが、転がり込まれたことに向いているのか、ほかに行くあてがあるという部分に向いているのか、それすらわからなくなってくる。

　夜というのは不安を増ぞう幅ふくさせる。

　和哉が時々見せる、どこか自じ暴ぼう自じ棄きな姿。こんな時間に外をうろついているうちに、それに拍車がかかっておかしな気を起こしたりはしていないだろうか。

　膨れあがる心配とは裏腹に、遼にできることはここでただじっと待っていることだけだった。

　時間の流れが停滞し、五分が一時間にも感じられる。いったいどれくらい、自分はこうしてイライラし続けているのだろうか。

　いい加減、神経が磨ま耗もうして、とにかくどこでもいいから探しに行こうと立ち上がった時、玄関の扉が開いた。

「あれ、まだ起きてたの？　カワイイ生徒はもう帰った？」

　遼の心配をよそに、けろりと軽口を叩く和哉の姿に、ほっとすると同時に反動で頭に血が上った。

「こんな時間まで、どこをうろついてたんだ」

「また心配してくれてるふり？　誰にでも優しい里さと谷やセンセイ」

　和哉は鼻先で笑った。

「でも本心では、このままいなくなってくれればラッキーとか思ってたんじゃないの？」

　本気で心配していた分、和哉の不真面目な態度と、そのふざけ半分の皮肉に憤りが増した。

「おい、なんだよ、その態度は」

「なに怒ってるの？」

　馬鹿にしたような顔で笑う和哉は、目の縁ふちから頰のあたりがかすかに赤い。

「おまえまた酒を飲んだのか」

「いちいちうるさいなー。まるで教師みたい」

　ケタケタと一人で笑い、はたと我に返った様子で、ジーンズのポケットを探った。

「あ、そうだ。これ」

　ポケットから引っ張りだされたのは、無造作に丸めた一万円札の束だった。

「一応今までの家賃ってことで。遼ちゃん、オレのヒモ状態が気に入らないみたいだし、カラダで払うって言っても受け取ってくれないしぃ」

「……どうしたんだよ、この金」

　遼は目の前に突き付けられた札束を睨みつけた。

「聞きたい？」

　和哉は、この前部屋で酔っ払った時と同じとろりとした目で、挑発的に遼を見上げた。

「手っ取り早く金と休きゅう憩けい場所を確保する方法っていったら、アレしかないでしょう」

「アレってなんだよ」

「エンコー」

　悪わる怯びれた様子もないその言葉に、遼は一瞬二の句が継げなかった。

「世の中不景気だとか言うけど、オジサンたちは結構気前がいいんだね」

　和哉は笑いながら、丸めた札束を遼の胸ポケットに滑すべり込こませてくる。

　遼は、それを叩き落とした。

　頭の中で何かが切れた音が聞こえた気がした。

『家賃ならカラダで払うよ』

　和哉がそんな軽口を叩くたび、当然冗談として受け流してきた。過去に本当にそんな経験があるようなことを仄ほのめかしてもいたが、真に受けないようにしていた。

　けれど今、床に転がった札束が、ことの生々しさを証明していた。

　中学の教師として、遼もそれなりに子供たちの援助交際の実態については聞き及んでいる。遼の中学校でも、去年の夏に二人の女子生徒が補導されていた。

　とはいえ、一生徒の事件と、目の前の少年の発言とでは、衝しょう撃げき度どがまるで違った。

　飛び出していった和哉を心配して、自分がこの部屋の中をうろうろと歩き回っている間、当の本人はどこの馬の骨とも知れぬ相手に身体を触さわらせていたのだ。

　こうも頭に血が上るような感覚は、生まれて初めてのものだった。

　その馬の骨に対して、教師にあるまじき殺意すら覚えた。

「なんだよ。金を粗末にするとバチが当たるよ」

　和哉は屈かがんで札束を拾いあげ、再び遼に差し出してくる。遼はその薄汚れた金をつかみ取ると、窓の外に放り投げた。

「わ、バカ！　何するんだよ」

　驚いた様子で窓辺に駆け寄ろうとする和哉の腕をつかみ、力任せに引き寄せた。

「そんなに払いたいなら、おまえの得意な方法で払えよ」

　いったい俺は何をしようとしているんだ。

　自分の言動に動転して諫いさめるもう一人の自分がいる。けれど苛立ちと激情の方が圧倒的に勝っていた。

　和哉はきつくつかまれた腕を見つめ、一瞬酔いが覚めたように目を見開いた。

　やがてふっと小さくひとつ息をつくと、視線をあげた。

「じゃ、サービスしてあげる」

　妖よう艶えんな笑みを浮かべて、和哉は不敵に言った。













　梅雨つゆの晴れ間の強烈な日差しが、部活の昼練に励はげむ生徒たちに容よう赦しゃなく照りつけていた。

　遼はるかは理科準備室の窓から陽炎かげろうの立つ校庭を眺ながめながら、蒸し暑さを感じることも忘れて自己嫌悪の波に翻ほん弄ろうされていた。

　俺は今日にでも辞表を提出した方がいいのかもしれない。あるいは、警察に出頭すべきか。

　昨夜ゆうべのことを思い出すと、思わず両手で頭をかきむしりたくなる。自分がああも歯止めがきかない人間だったなんて、今まで思ってもみなかった。

　途中で冷静になる機会は何度もあった。それなのに、遼は自分の衝しょう動どうにあらがえなかった。

『じゃ、サービスしてあげる』

　人を食った台詞セリフを口にして、和かず哉やはためらいもなくシャツを脱ぎ、遼の着衣に手をのばしてきた。その手慣れた仕草が、遼の気分をひどく逆さか撫なでし、引き返す最初のきっかけを失った。あの仕草が演技だとは、その瞬間には気付きもしなかった。

　最初に違和感を覚えたのは、触れてくる手のぎこちなさだった。遊び慣れているようなことを言いながら、その仕草は妙に拙つたなかった。

　逆に遼が触れると、和哉はひどく敏感に反応した。まるで人に触れられるのは初めてだとでもいうように小さくあらがう素そ振ぶりを見せ、恥じらうように目を伏せた。

　その幼気いたいけさに、さすがに遼の理性もよみがえりかけ、一瞬我に返った。しかし、身を引こうとすると、再び挑戦的な笑みを浮かべた和哉に引き戻された。

　わけがわからなくなりながら、遼の理性は混こん濁だくしていった。

　本当に和哉が不慣れならば、引き戻して続きをうながすようなことはしない筈はずだ。つまり、これは手て管くだなのだと遼は思った。いつもこうやって初めてのような顔で相手の気を引き、遊び歩いてきたに違いない。

　そう思ったら、頭の芯がかっと熱くなった。

　認めたくはないが、その瞬間遼は自分が和哉に抱いだいている特別な感情をはっきりと自覚した。

　和哉がこれまで数あま多たの相手と寝てきたらしいことに憤いきどおっている自分。しかもそれは、教師としての倫理感に端を発している感情などではもちろんない。

　恋愛感情という名の独占欲が、遼の理性のたがを断ち切った。

　これまでに和哉が肌を重ねてきた相手の痕こん跡せきをすべて消すように、遼は和哉の身体中にくまなく触れた。

　和哉は爪の先から首筋まで薄桃色に上気させて、骨張った身体をのけぞらせ、息も絶え絶えの甘い悲鳴を何度ももらした。

　その痛々しくも扇情的な声や素振りに、強い興奮と愛いとしさを覚えながら、けれどこれがすべて相手をその気にさせる手管なのかと思うと、柄にもない激しい嫉しっ妬とを覚えた。

　時々、和哉は演技とも思えない切なげな声をあげ、遼の愛あい撫ぶから逃のがれるようにもがいた。それに気付いて遼が動作を止め、身体を離そうとすると、今度は逆に遼を逃すまいとするようにすがりついてきた。

　押したり引いたりのかけひきの繰り返しは、二人の情動をより高め、蒸し暑い夜の中でお互いを食い尽くすように身体を探り、唇をむさぼり合った。

『……ねえ、最後までシテ？』

　潤うるんだ瞳で、和哉はすがるようにねだった。

　否いなと言える理性など残っていなかった。

　遼は和哉を優しく揉もみほぐしながら、その内に踏み込んだ。

　今思えばひどく滑こっ稽けいなことだが、その瞬間に初めて、自分があっさり騙だまされていたことに気付いた。

　そこにいきつくまでに何度か感じた違和感は、すべて本物だった。

　その行為は、和哉にとって初めてのものだったのだ。

　遼はこれまで同性と寝た経験はないし、女の子と違って何をして初めてと判断するのかは微妙な話だが、自身の受けた感覚と、きつく閉じた目から涙を流しながら、硬直して震ふるえている和哉を見れば、それは一いち目もく瞭りょう然ぜんだった。和哉の様子は、今度ばかりはどう見ても演技ではなかった。手のひらが冷たくなり、脂あぶら汗あせがにじみ出ていた。

『っ、なに考えてるんだ』

　自分と和哉の両方に向かって毒突きながら、遼は身体をどけようとした。

　すると和哉は涙で腫はれぼったくなった目を開いて、いやいやをするように首を振った。

『やだっ、このままがいい』

『このままって、おまえ震えてるじゃないかよ』

『やっ、気持ちいいから、このままがいいから……』

　和哉は遼を繫つなぎ留とめるように、拙い仕草で腰を押しつけてきた。その表情は明らかに苦痛に歪ゆがんでいた。

　遼は混乱した。なぜこいつは散々遊び慣れているような噓をついてきたのか。こんなに不慣れなくせに、なぜ自分を挑発して誘うような真似をしたのか。そして、この期ごに及およんでなぜ気持ちいいなどと噓をつくのか。

　しかし、和哉の身体を傷つけないように、その動きを封じ、しばらく細い肩をなだめるように撫でていると、苦痛に萎なえていた和哉の身体が、自身の言葉を証明するように、快感の兆きざしを示し始めた。体内の刺激に、物理的に反応を示したらしい。

　苦痛と快楽の狭はざ間まで朦もう朧ろうとする和哉の表情は、あまりに扇情的だった。

　たまらずに遼が身体を動かすと、和哉は喉にかかった甘い声を何度も何度もあげ、あっけないほどの早さで遼の手の中に遂ちく情じょうした。

　そしてそのまま、気を失うように眠り込んでしまった。完全に酔いが回ったようだった。

　取り残された遼は、暗やみのなか、徐々に戻ってくる理性に拷ごう問もんを受けるはめになった。

　俺は変質者だ。日頃不ふ遜そんな振る舞いをしている少年が、自分の腕の中で思いがけずはかなげに身み悶もだえるのを見て、欲望を抑えられずにめちゃくちゃにしてしまった。

　そして今朝けさ、いったいどんな顔で和哉と話をすればいいんだと途方にくれる遼をよそに、和哉は遼の出勤時間になっても、すやすやと眠り続けていた。

　さすがに昼を過ぎ、和哉ももう起きているだろう。帰ったらきちんと話をしなければならない。きちんとといっても、なかなかきちんと話をできるような内容ではない。ただ、確かなのは、もう和哉を自分の部屋には置いておけないということだった。

「珍しいわね、昼休みにこんなとこで引きこもりなんて」

　声をかけられて、遼は窓際から振り返った。

　ドアから香か乃のが覗のぞき込こんでいた。

「職員室の机の上、給食置きっぱなしだったけど、どうしたの？」

「……暑さのせいか食欲がない」

「なによ、それ。真夏でもカツ丼二人前平らげてた遼の台詞セリフ？」

「そりゃ高校時代の話だろう。俺ももういい歳なんだよ」

「ちょっとぉ、じゃ、あんたより三つ年上の私は、もうおばあちゃんだとでも？」

「そんなこと言ってないだろう。なんだよ、わざわざこんなとこまで絡みに来たのか？」

「あ、そうそう。これ届けにきたのよ。昨日の望もち月づきくんの忘れ物。祥しょうちゃんに頼まれたの」

　香乃は黒い帽子を遼の頭にポンと被かぶせた。

「わーっ、あんた頭デカいわねぇ。全然入らないじゃないの」

「あいつが小さ過ぎるんだよ」

　遼は帽子を手に取り、そこにすっぽり納まってしまう和哉の小さな顔を思い出して、思わずため息をもらした。

「ちょっとぉ、やっぱりあんたおかしいわよ。何かあったの？　今朝の職員会議だって、遼のスピーチわけわかんなかったし」

「夏バテだよ」

「ひゃー、ますますおかしいって。食欲がないの夏バテだのって、あんたのキャラじゃないっつーの」

　ずけずけと言ったあと、ふと何か思い当たったような顔で、香乃は一人うなずいた。

「わかった。居い候そうろうくんと何かあったんでしょ？」

　いきなり言いあてられて内心少々焦あせったものの、遼は無言でそれを流した。香乃は勝手にまくしたててきた。

「またあの子が目に余ることでもして、思いっきり叱しかっちゃって自己嫌悪とか？　昨日は望月くんもなんか様子おかしかったしね」

　無視無視と思いつつ、ふと香乃の言葉に違和感を覚えた。

「香乃、昨日は留守だったじゃないかよ」

「それは昼間でしょ？　私が言ってるのは夜にやってきた時の望月くんのことよ」

「夜？　そっちに行ってたのか？」

「あら、知らなかったの？　ふらふら祥ちゃんのとこに遊びに来たけど、なんか元気なくて。しばらくして部屋を覗きに行ったら、祥ちゃんたらおじさんの焼しょう酎ちゅうこっそり持ち込んで望月くんに飲ませてるから、デコピンして取り上げておいたわよ」

　遼はますます混乱した。

『遼ちゃんのとこ以外にも、行くあてがないわけじゃないし』

『手っ取り早く金と休きゅう憩けい場所を確保する方法っていったら、アレしかないでしょ？』

　うそぶいて笑った昨夜の和哉。けれど行き先はあろうことか遼の実家だった。

　あやしげなところをうろついていたわけではないと知ってほっとした反面、和哉が頼る場所が、たった数回の面識しかない祥太のところだったというのが、その人間関係の希薄さを物語っているようで切なくもあった。

　しかも、それならそれで、なぜ和哉はわざわざあんな不穏な噓をついたのだろう。

　援助交際の相手から受け取ったものではないなら、あの金はなんだったのだ。汚れた金と憤って、窓から投げ捨ててしまったが、行動の大人げなさを反省して、今朝出勤前にざっと探してみたものの、もう誰かに拾われてしまったようで見当たらなかった。

　ホッとしたのと、新たな混乱とで、遼は脱力して椅子に座り込み、頭を抱えた。

「ちょっと、どうしちゃったのよ、遼」

「なあ、大和やまと館かん、今年は空あき部屋があったよな？」

「うん。確か二部屋空いてた筈よ。最近の若い子は昔ながらの賄まかないつき下宿の良さをわかってないからねぇ。だけどそれがどうしたの？」

「和哉を引き取ってもらおうと思って」

「あーあ。遂ついにもてあました？」

　香乃が失笑をもらした。

　一瞬、逡しゅん巡じゅんしたが、罪の重さに耐えかねて遼は口を開いた。

「……やっちまった」

「え？」

「あいつのこと」

　香乃はさらに笑った。

「もしかして殴なぐっちゃったの？　それでしょげてんのかー。まあほら、あの子の身勝手ぶりは目に余るものがあるから、時々カッとなることもあるわよ。私も副担時代は何度か小突いちゃったことあるよ」

　遼はかぶりを振った。

「そういうことじゃない。犯罪の犯と書いてヤルと読むんだ」

「へ？」

　香乃は空中に指で漢字を書き、一瞬硬直した。

「ちょ、ちょっとマジ？　あんたたちってホントにそういう関係だったの？」

「そういう関係とかじゃない。俺の一方的な暴力だ」

　遼はため息とともに告白した。

　そう、あれは百パーセント自分が悪い。和哉がどんな挑発的な態度に出ようとも、自分が冷静であれば起こり得なかった事態なのだ。

「ちょっと待ってよ。遼は一方的にそういうことする人間じゃないでしょ。何かあったから、そういうことになったんでしょ？」

　確かに、和哉に散々挑発されたが、最終的に手を出したのは完全に遼の責任だった。

「俺が悪いんだよ。……嫉妬で見境がつかなくなった」

「嫉妬？　なんだかわからないけど、望月くんのことで嫉妬したってこと？　それってつまり、遼はあの子のことそういう意味で好きだってこと？」

　肯定も否定もしない遼の顔を、香乃は覗き込んできた。

「それとも単に、アイドルの色香にあてられて血迷ったとでも？」

「……あいつがよそで男と寝てきたようなことを言うから、頭に血がのぼったんだよ」

「あらあら、あの子ってば本当にそんなことしたわけ？」

「本当だったら、相手を探し出してぶちのめしてるところだ」

　思わず自分の口からもれた本心に、遼は苛いら々いらと頭をかきむしった。

　そう、今にして思えば、以前から和哉がそんなことをほのめかすたびに、平静を装いながらも自分でも意識していない心の奥の奥で、何かがぐらぐらと煮えたぎっていたのだ。

「なによ、遼ったら。私がこの前望月くんのことで探り入れた時はそらとぼけてたくせに、ムチャクチャ私の想像どおりの展開になってるんじゃないの。ラブね、ラブ！」

「茶化すなよ。こっちは真剣に悩んでるんだから」

「だって、そうならそうで、別に犯罪の犯だなんて物騒な言い方することないじゃない。もしかして向こうが未成年だってこと気にしてるの？　自己弁護も含ふくめて言わせてもらうけど、恋愛に歳なんて関係ないって」

「恋愛じゃないから問題なんだ。少なくとも、向こうにとって俺はそういう対象じゃない」

「そんなことないでしょ。だってあの子は、実の父親でも、元副担の私のところでもなく、わざわざあんたのところに転がり込んだんだよ。それはあんたが特別な相手だからじゃないの？」

「違うよ」

『オレが知ってる大人の中で、あんたがいちばんチョロそうだから』

　それが和哉が転がり込んできた理由なのである。

「そんな気持ちがあれば、もうちょっと殊しゅ勝しょうな態度を取るだろうがあいつはわがまま放題で、自分の服の洗濯さえしたことがないんだぞ」

「そんなワガママぶりに心惹ひかれちゃったなんて、もしかして遼ってマゾだったの？」

　香乃は面おも白しろがる口調で言った。

「で、とうとうその想いが限界を超えて、嫌がる少年を無理矢理押さえ付けてヤッてしまいました、と」

　香乃の露ろ悪あく的てきな表現に、遼は遠い目で昨夜の記憶をたぐりよせた。

「いや、別に嫌がってはいなかったと思う」

　今思えば、ひどく緊張して硬くなっていたが、和哉は一度も嫌がる素振りは見せなかったし、感じていたのも事実だった。

　今度は香乃が大きなため息をついた。

「あのさー、つまり私はノロケを聞かされてるわけ？　それはどう考えても合意の上のセックスでしょう」

　そうではないのだが、あまりに微妙なニュアンスでうまく説明できなかった。

　遼はふと、在学中の和哉とのキスを思い出した。自分からせがんだキスを、和哉は居候するための脅きょう迫はくネタに使ってきた。

　もしかしたら昨夜のことも、それと同じ次元なのではないだろうか。

『早く出ていって欲しいから？』

　思えば昨夜もそんなことを言っていた。追い出されれば居場所が無くなると恐れた和哉は、さらに強力な強請ゆすりネタにすべく、身体を投げ出したのかもしれない。

　冷静に考えれば辻つじ褄つまの合わない理屈なのだが、和哉の不可解な言動を理解しようとすると、そんな推論しか思いつかない。

「で、望月くんはどうしてるの？」

「部屋で寝てる。少なくとも今朝はぐっすり寝てた」

「おやまあ。そりゃ、さぞや満足したんでしょうねぇ。まあ、私の推測だと、おそらくテキは目を覚ましてたものの、初夜が明けての気恥ずかしさで、寝たふりしてたんじゃないかと思うけど」

　香乃は訳わけ知しり顔で笑った。

「遼が言うようにゴーカンまがいのことだったっていうなら、翌朝平和に寝てるなんてことありえないわよ。私だったらその晩のうちに寝首かいてるわよ」

　下世話に茶化して、香乃はちょっと表情を改め、遼の顔を覗き込んできた。

「ねえ、遼。別にノロケようが落ち込もうが構わないけど、自分を見失っておかしな行動にだけは出ないようにね」

「……なんだよ、おかしな行動って」

「辞職しようとか、警察に自首しようとか。あんた正義感強いから、そういう短絡的なことやりそうじゃない」

　いきなり図星を指された。

「倫理にもとることをやったんだから、当然だろう」

「望月くんが訴うったえるならともかく、彼は遼の部屋で平和に寝てるんでしょ？　それをあんたが勝手な思い込みで自首なんかしたら、彼は警察からあれこれ事情聴取されるのよ？　人の迷惑を十分考えてから行動しなさいね」

　窘たしなめる香乃の声に、予鈴が重なった。

「ほら、色ボケしてんじゃないわよ。授業が始まるわよ」

　背中をどやされ、遼はぐったりと椅子から立ち上がった。













　自分の部屋なのに、ドアを開けるのがためらわれた。

　しばらく逡しゅん巡じゅんしたのち、意を決してノブに手をかけて引き開けると、いつもと変わらぬ冷気とテレビの音が溢あふれ出でてきた。

「あれ、今日は早かったね」

　和哉はテレビの前に腹ばいになり、普段とまったく変わらない態度で遼を迎えた。飲み残しのグラスや読みさしの雑誌が放置されている乱雑な室内の様子も、いつもとひとつも変わらない。

　あれは夢だったのだろうか。そうだったらどんなにいいか。

　喧やかましいテレビの音量を下げようと、遼は和哉の手元のリモコンに指をのばした。その指先が軽く和哉の手に触れた。

　とたん、和哉はびくっと身をすくませた。緊張のためか、耳たぶが見る間に赤く染まった。

「また音がうるさいとか言うの？　ホント、文句が多いんだから」

　すぐにふてぶてしい台詞セリフで何事もなかったかのように応じたが、遼に触れられて一瞬すくんだのは明らかだった。

　遼はため息をついた。やはり夢などではなかった。自分のやったことは、すべて事実だ。

　遼は手にしたリモコンでテレビを消した。

「あ、なんで消すんだよ。見てるのにー」

　あくまで平静を装おうとする和哉の横に、遼は屈かがんだ。リモコンを奪い返そうとする和哉の白い二の腕には、遼が昨夜つけた鬱うっ血けつが生々しく残っていた。

「もう、ここには置けない」

　あれこれ言っても仕方がない。遼は単刀直入に切り出した。

　和哉は顔をあげ、初めて遼と視線を合わせて睨にらみつけてきた。

「なんだよ、それ。昨日は好きなだけいていいって言ったくせに」

「そのあと状況が変わったことは、十分わかってるだろう。荷物をまとめなさい」

「面倒になったら、放り出すのかよ」

「ここには置けないと言っただけで、放り出すとは言ってない。大和館に空き部屋がある。そっちに引っ越しだ」

　放課後、叔母おばに電話でしばらく和哉をあずかって欲しいと頼み、すでに了りょう承しょうをもらっていた。もちろん昨夜の経けい緯いなどは話さず、ただ独ひとり者ものの自分では保護監督が行き届かないからとだけ告げた。それは保身のためではなく、香乃の言うことが正しいと思ったからだ。和哉本人が被害を申し出るならともかく、遼が他言することは和哉の名誉や自尊心を傷つけることになるかもしれない。それは避けたかった。

　和哉はしばらく無言で遼を睨みつけたあと、挑戦的に口を開いた。

「追い出すって言うなら、昨夜ゆうべあんたがしたことをバラしてやる」

　やはり目的はそれだったのかと、あっさり手て管くだにはまった自分が情けなくも滑こっ稽けいだった。

「世間にでも警察にでも訴うったえ出でてくれていい。俺が全面的に悪かった。教師をやめる覚悟も出来てるよ」

　遼が言うと、和哉は鼻はな白じろんだように押し黙り、しばらくじっと何も映うつっていないテレビ画面を見ていた。

「荷物をまとめて」

　もう一度言うと、和哉は無言で立ち上がり、寝室に消えた。数分後、最初に持っていた黒い鞄かばんひとつ抱かかえて、のろのろと部屋から出てきた。

　薄暮の夏の宵よいを走る車の中、結局和哉は一言も言葉を発しなかった。

　叔父夫婦が迎えに出た下宿で、遼は引き止められるまま共に夕食を取った。一刻も早く和哉の前から姿を消したかったが、自分が不自然な行動を取ることで何か疑惑を招き、和哉が居づらくなるようなことは避けたかった。

　和哉はいつものように叔母たちの前では愛あい想そよく振る舞い、食後には「これからお世話になるから」などと殊しゅ勝しょうなことを言って、食器の片付けを手伝う素振りまで見せた。自分の前では見せたことのない勤勉ぶりに、やはり自分は舐なめられていたのだと苦笑がこみあげてきた。

「まあ、お互い頭を冷やすには賢明な選択かもね」

　訳知り顔の香乃に見送られ、遼は実家をあとにした。

　一人で車を走らせながら、久しぶりの解放感と寂せき寥りょう感かんに包まれた。

　思えば、和哉に振り回されっぱなしの一ヵ月半だった。挙あげ句くに昨夜の大失態である。

　同性の、しかもあんな人を食ったような子供相手にこんな状態になろうとは、思ってもいなかった。

　いったいいつからこんなに骨抜きにされていたのだろう。

　そもそも、いくらせがまれたといっても、あの在学中のキスからしてすでにおかしかった。あんな行為は、まったく遼のキャラクター的にはありえないことだった。

　そう考えてみれば、それよりさらに前、朝礼で倒れた和哉を保健室に担かついでいったときに、すでに何かを感じていたような気もする。

　遠い記憶の中の体温。あのとき抱き上げた和哉の身体は、やけに細くて軽かった。血の気の引いた顔は、まるで人形のようだった。そんなはかなげな外見とは裏腹の台詞を、確か目覚めた瞬間和哉は口にしたのだ。何と言ったのかはっきりとは覚えていないが、その時の印象だけは強く残っていて、美術室で見かけたときにも、放っておけなくなってしまったのだ。

「最初から向こうにあずければよかったんだよな」

　遼はひとり呟つぶやいた。社会経験豊富な叔父夫婦と、同年代の祥太のいるあの場所は、和哉が自分を見つめ直すには最適の場所だ。最初からそうしていたら、あんな間違いを犯さずに済んだのだ。

　だがすべては終わったことだ。

　油断すると生々しくよみがえってくる昨夜の記憶を、遼は強引に意識の外に押し出した。













　まだかすかに明るさの残る夏の宵よいの中、校舎裏の駐車場で遼はるかは思わずため息をもらした。

　いつもと変わらない学校での一日。しかし、今日からは家に帰ってもあのわがまま王子はもういない。夕食に何を食べさせるかなどと気を揉もむ必要もないし、精神的に振り回される心配もない。肩の力が抜けると同時に、正直なんとなく気も抜けていた。

　昨日、和かず哉やを下宿に送っていった時点では、罪つみ滅ほろぼしも兼ねて今後とも力になれることには協力は惜しまないつもりでいた。しかし、一晩考えてみれば、それは単に自分の後ろめたさをごまかしたいだけのきれいごとだという気がしてきた。行き場なく頼ってきた子供にあろうことか妙な感情を抱いだき、ついには手まで出してしまった。そんな最低な人間は、害になりこそすれ力になどなれる筈はずがない。

　今後なるべく和哉に近寄らないようにするのが、何よりの罪滅ぼしなのかもしれない。

　車の熱気が抜けるまで、煙草たばこ一本分の時間をぼんやりとそんなことを思い、やがてかぶりを振って、遼はデミオに乗り込んだ。

　サイドブレーキに手をかけたとき、携帯が鳴りだした。

『ごめんなさい、まだ仕事中だった？』

　少し切迫したような声で訊たずねてきたのは、叔母おばだった。

「いや、ちょうど帰るとこ。何か急用？」

『それがね、和哉くんがお昼過ぎに出掛けたきり戻らないのよ』

　心臓が、一瞬ひやりとなった。

「和哉が？」

『ええ。銀行に行くって出掛けたきり。まだ七時前だし、それほど気を揉むことじゃないのかもしれないけど、銀行はもうとっくに閉まってる時間じゃない？　もしものことがあったら困ると思って、一応連絡させてもらったの』

「わかった。ごめん、早さっ速そく迷惑かけちゃって」

　携帯を切って、遼は思わず額を押さえた。

　一昨日の今日で、またも和哉の行方ゆくえに気を揉むことになるとは。

　しかも、責任はきっと自分にある。和哉は平然とした様子を装ってはいたが、あんなことがあったあとでは、遼はもとより、遼の身内とひとつ屋根の下で暮らすことも苦痛だったのかもしれない。

　気が動転して、とにかく和哉を遠ざけなくてはとばかり焦あせり、配はい慮りょが足りなかったのかもしれない。思えば、あんなことをしておきながら、自分は和哉に何のフォローもしていないのである。

　とにかく探しに行かなければとシフトレバーに手をかけたものの、おとといも思った通り、まったく心当たりがないのである。

「いったいどこに行ったんだよ」

　焦る気持ちを抑えて再び車のサイドブレーキを引き、とにかく気を落ち着けて方策を考えようと、新しい煙草をくわえたそのときだった。

「オレにも一本ちょうだい」

　馴染みのある声とともに、背後からにゅっと白い手がのびてきた。

「和哉！」

　遼は弾はじかれたように振り返った。

　あの時と同じように、和哉は変形した針金ハンガーを手に後部シートに蹲うずくまっていた。

「おまえこんなとこで何してるんだよ？　熱中症で死ぬぞ」

「ずっと中にいたわけじゃないよ。遼ちゃんがこっちに来るのを確認して、潜もぐり込こんだんだ」

「和哉がいなくなったって、みんな心配してるぞ」

「すぐ帰るよ。ちょっと遼ちゃんに返したいものがあったから」

　はい、と和哉は銀行の封筒を差し出してきた。

「なんだよ、これ」

「おとといは受け取ってもらえなかったけど、今までの宿代。あ、放り投げられる前に言っておくけど、ヤバイ金じゃないよ。仕事してたときに貯めた金」

　封筒にはそれなりの厚みがあった。

　遼はそれを手の甲で押し返した。

「子供から金をもらう趣味はない」

「子供とか関係ない。貸し借りはなしにしたいから」

　珍しく殊しゅ勝しょうなことを言う。

「それに、マジでちゃんとした金だよ」

「そういう問題じゃない。だいたい、家賃なら身をもって払ってもらっただろう」

　半なかば自棄やけ気味に口にすると、和哉は大きな目を何度か瞬しばたたき、それからすっと窓の外に視線を逸そらした。

「……あんなのが宿代になってないことくらい、オレにだってわかってる」

　いつになく心こころ許もとなげな声に、遼は思わず身を反らして和哉を振り返った。

「こっち見ないでよ」

　和哉はそっぽを向いたまま、遼の頭を前向きに押し返した。

「なんだよ」

「絶対こっち見ないで」

　頑かたくなな口調に、遼は前に向き直った。

　全開にした窓から、湿った夜風がやわらかく流れこんでくる。

　しばらく沈黙が続いたあと、和哉がぼそりと口を開いた。

「……オレ、ホントはエンコーなんかやったことない」

「わかってるさ」

「ホント？　なんだ、それでキモがられて追い出されたのかと思った」

「追い出したわけじゃない。安全なところに移しただけだろう」

「遼ちゃんのところは安全じゃないの？」

「……おまえな、この期ごに及およんで、それは嫌味か」

「なんで？」

「あんな目に遭あって、まだ懲こりないのかよ」

「あんな目って、おとといのこと？」

　遼は無言で肯定した。

「あんな目もなにも、あれはオレが挑発したんじゃん。あれこれ絡んでるうちに、遼ちゃんがうっかりその気になってくれたりしないかなぁなんて、ずっと妄もう想そうしてたけど、まさかホントに抱いてもらえるなんて思わなかったから、びっくりした。心臓バクバクして死ぬかと思った」

　ほとんど聞き取れないくらいの声で、和哉はひっそりしゃべった。

「どうせ気付かれてたと思うけど、オレ、ずっと遼ちゃんのこと好きだった」

「え？」

　驚いて振り向こうとすると、

「こっち見ないでって言っただろっ」

　嚙かみ付つくような声で止められた。

　好きだったって？　なにを言ってるんだ、こいつは。

「ちょっと待て。おまえは好きな相手と再会したら、いきなり脅きょう迫はくするのか？」

『置いてくれないなら、キスしたことバラすよ？』

　それが和哉との同居の発端だったのだ。

「だって切せっ羽ぱ詰つまってたから。あの時、オレ、なんか色々虚むなしくなっちゃってて、仕事も人生もどうでもよくなってて。生きてて楽しいことなんてあるのかなぁって思った時、フッて頭に浮かんできたのが、中学んときずっと好きだった遼ちゃんの顔だった」

　混乱して眉み間けんを押さえる遼をよそに、和哉は淡々と続けた。

「もう別になんにも失なくすものなかったし、人生投げる前に、一回だけやり残したことやっておこうって思って。つまり、好きな人のところに押し掛けて、ちょっとでもいいから一緒に暮らしてみたいなって。そのためには、どんなコソクな手段でも、使おうって思ってた」

「ちょっと待てよ。好きもなにも、在学中はほとんど接点なかっただろうが」

「確かに、授業とか教わったことはないけど、オレはずっと遼ちゃんのこと見てた。貧血でブッ倒れて、保健室に担かついでいってもらった時から。そんなこと、きっと遼ちゃんは覚えてないと思うけど」

「覚えてるよ。おまえ意識が戻るなり、なんだったか減らず口叩いてたよな」

　話しているうちに、徐々に記憶がはっきりよみがえってきた。

　真っ白な顔をした少年は、保健室のベッドで遼の呼び掛けに応じて目を開くと、そのはかなげな顔色とは裏腹な口の悪さで、ひとこと言った。

『せっかく気絶できたのに、なんで起こしやがるんだよ』

　当時、すでに仕事がそれなりに忙しく、家庭内でも少々問題があったらしい和哉は、慢性的な寝不足が続いていたようだった。

「あの時、遼ちゃんオレの口のきき方を注意して、こぶしで頭ごつんてやったじゃん。ひでー暴力教師って思った」

「そりゃ悪かったな」

「だけど、そのあと、頭ぐるぐるって撫なでてくれて、今日は一日ここで寝てろって言ってくれたんだ。保健の先生と担任には、俺がひとこと言っておいてやるからって」

　そういえば、そんなことを言った気もする。和哉があまりにも疲れているようだったので、授業に出るよりは睡眠を取るほうがその場は有意義だと判断したのだ。

「オレ、ガッコーの先生からそんなふうに扱あつかわれたことなかった。仕事してる分、他の生徒以上に授業に真ま面じ目めに出ろとか言われることはあっても、身体気き遣づかってさぼっていいなんて言ってくれたの、遼ちゃんだけだった」

「かいかぶりだ」

　急にあれこれしおらしいことを言われて、遼はどういう態度を取ればいいのかはかりかねていた。こいつはまた人を担ごうとしているのだろうか。

「あのあと、美術室で慰なぐさめてくれたことがあったでしょう？」

「……ああ」

「あそこにいたのは、たまたまじゃないんだ。母親のことがあって、誰かにすがりたくて、保健室で優しくしてくれた遼ちゃんのこと、いちばんに思い出した」

「…………」

「理科準備室に遼ちゃん探しに行ったらいなくて。だから隣の美術室で、遼ちゃんのこと待ってた。っていっても、あてもなかったから、ホントに現われた時にはびっくりした」

　一枚一枚薄膜が剝はがされていくような、妙な納得と、居心地の悪さが遼を包んでいく。

「あれで、遼ちゃんのこと決定的に好きになっちゃったけど、意識したらすげー緊張しちゃって、卒業まで全然話し掛けられもしなかった。……でも、卒業したあともずっと忘れられなかった」

　返事に困って振り向こうとすると、

「こっち見るなって言ってるだろ」

　和哉の手に再びぐいぐいと押し戻された。

「あのな、ひとつ聞くけど、今の話と、俺の部屋にいたときのおまえの言動はあまりに矛む盾じゅんしてないか」

「どういうこと？」

「仮かりにも、好きだという相手の家で、ああも傍ぼう若じゃく無ぶ人じんに振る舞えるものかよ」

　後部座席で、和哉が小さく笑いをもらした。

「だからさ、楽しいけど楽じゃないって言ったでしょ？　わざと何もしないっていうのも、結構大変だったよ」

「なんだよ、それは」

「だって、いつかは追い出されるってわかってるのに。そのときみじめになるのヤだから」

　和哉の声はまた、聞き取りにくいくらい小さくなった。

「ホントは役に立つことして遼ちゃんに褒ほめてもらいたかったし、それで一回酔よった弾はずみでうっかりカレーなんか作っちゃったりしたけど、そういうのってみじめでしょ？」

「なにが？」

「好かれたくて尽くして、それでもやっぱりおまえはいらないって言われるなら、思いっきり身勝手して、そのせいで嫌われたんだって思う方がいいよ」

　遼は思わず目を見はった。あの傍若無人な笑顔の裏で、そんなことを考えていたなんて思いもよらなかった。

「おまえがそんなペシミストだったなんて、知らなかった」

「ペシミストっていうか、だって普通のことでしょ。オヤとか、ファンの子たちだって、こっちの『好かれたい』って気持ちだけで永遠に関心を繫つなぎ留とめておけるわけじゃないし」

　そんなふうに諦あきらめばかり身に付けてきた少年の心が痛かった。

「遼ちゃん、オレによく毎日だらだらしてて楽しいのかって訊いたけど、遼ちゃんのとこにいた時間は、ずっとすげー楽しかったよ。毎日遼ちゃんのこと考えて、夕方になるとそろそろ帰ってくるかなって、どきどきして。でも、帰りを待ちわびてたこと気付かれたら恥ずかしいから、わざとテレビとか見てるふりしたり。毎日スリリングでどきどきだった」

「全くそんなふうには見えなかった」

「当たり前でしょ。これでも元芸能人だよ？　ドラマにだって何本も出てるし、演技力にはそれなりに自信あるんだ」

「俺はすっかり騙だまされてたというわけか」

「ごめんね。ホントは、こんなカッコ悪い告白するつもりなかったけど、もう一緒に暮らすこともないし、それに、おとといのことで遼ちゃんがなんかヘンな罪悪感持ったりしたらヤだから」

「…………」

「気付かれてたみたいだけど、オレ、ああいうことするの初めてで。ホント言うとすげー恥ずかしかったし怖かったけど、すっげー幸せで死んじゃうかと思った。一生忘れないよ。あ、でも、遼ちゃんは忘れてくれていいからね」

　にゅっと背後から現金封筒が現われ、拒こばむ隙もなく遼の膝の上に落ちた。

「じゃあね」

　後部のドアが開き、和哉が降りた反動で、車が小さく揺れた。

「おい、待てよ」

　遼も運転席を降り、足早に遠ざかる背中を追った。

「待てって」

　和哉は無言でどんどん歩いていく。

　リーチで勝る遼は裏門の前でその背に追い付き、呼んでも応こたえない和哉の肩にためらいがちに手をかけた。

「下宿まで送るから、車に戻れよ。だいたい、子供のくせしてこんな大金を……」

　振り向かせた和哉の顔を見て、遼は思わず言葉に詰まった。

　古い門柱の外灯に照らされた和哉の顔は耳たぶまで赤く染まり、ボロボロと涙がとめどなくこぼれていた。

「見るなよ、バカ」

　和哉は両手で顔を覆おおって、遼の腕を振りほどこうとする。

　身体を重ねた翌日でさえ、平然と何事もなかったような顔をしていたのに、今はその強がりの仮面がすっかり剝がれ落ちている。

　驚きで力が抜けた一瞬の隙に、和哉は遼の手を振りほどいた。

「待てって」

　逃げようとする肩をつかむと、再び振りほどこうとムキになってもがくので、遼はその細い身体を腕の中に抱き込んで、抵抗を封じた。
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「離せよっ！」

「落ちつけって」

　自分と和哉の両方に向かって、言い聞かせる。

　和哉はしばらく身を捩って抵抗したが、遼がぽんぽんと背中を叩いていると、やがておとなしくなり、遼の胸に額を押しつけて小さくしゃくりあげた。

「そうやって、誰にでも優しいのは残ざん酷こくだよ」

　かすれた声で、恨うらみがましげに言う。

「誰にでもってなんだよ」

「来るもの拒まずなんだろ。生徒が相談に来れば、自宅にあげて親身に話を聞いてやったりさ」

「それとこれとは別だろう。脅おどされようが、挑発されようが、俺は好きでもない相手に手を出したりしない」

　しばしの沈黙のあと、和哉はぱっと顔をあげ、泣なき腫はらした目を驚いたように見開いた。

「それってオレのことスキってこと？」

「……ああ」

「ウソ」

「ウソってなんだよ。俺のこと相手構わず手を出す強ごう姦かん魔まだとでも思ってたのかよ」

　しかし自分の行動を考えれば、そう思われても仕方がないふしもあると反省する。

　和哉は再び目を伏ふせた。

「そうじゃないけど、同情で抱いてくれたんだと思ってたから」

「どこにどう同情するんだ」

「オレの気持ち、気付いているんだと思ったから」

「あの傍若無人な人を食った態度から、何を気付けっていうんだ。わかりにくすぎなんだよ、おまえは」

「そんなの、遼ちゃんこそわかりにくすぎじゃん！　オレのこと好きなんて一回も言ってくれなかったし」

「自分を頼ってきてる未成年の元生徒に、そんなこと言えないだろう」

「しかも結局追い出されたし。てっきり嫌われてるんだと思ってた」

「だから、追い出したんじゃなくて、安全な場所に避難させたんだって。あんなひどいことをしたあとで、手元に置いておけるわけないだろう」

「ひどいことって、だって、あれはこっちがせがんだんじゃん。オレが最後までしてって浅ましくねだったから、みじめったらしくて可か哀わい相そうになって、やってくれたんじゃないの？」

　遼は和哉の頭に顎あごをのせ、暮れかかった空を仰あおぎ見みながら開き直って言った。

「哀あわれみであんなことができるほど、俺は器用な人間じゃない。おまえがよそでどっかの馬の骨と寝てきたようなこと言うから、嫉しっ妬とで頭に血がのぼったんだよ」

「……マジで？」

「しかも、あまりにも扇情的で可か愛わいいから、歯止めがきかなくなった」

「……ウソ」

　腕の中で蚊の鳴くような声で呟つぶやく和哉の体温が、少しあがったような気がした。

「とりあえず帰ろう。ここでこんなことやってると、教師失格に拍車がかかる」

「こんな顔で帰ったら、祥しょう太たやおばさんにヘンに思われる」

　和哉は涙でむくんだ顔を、気まずげにあげた。

「下宿には連絡入れとくから、とりあえずうちに帰ろう」

　遼は和哉の背中を何度か叩いて抱ほう擁ようを解き、右手につかんでいた現金封筒を和哉の胸元に返した。

「あとで、窓の外に放り投げた分も返す」

　和哉はかぶりを振って拒んだ。

「それは受け取ってよ。いっぱい世話になったし」

「いきなり殊勝なこと言いだすなよ。調子が狂う」

　遼は封筒を和哉のシャツのポケットに押し込んだ。

「それに、家賃ならもう払ってもらっただろう」

　やや間を置いて、遼は開き直って口を開いた。

「しかも一生分」

　和哉は赤く腫れた目元をさらに赤く染めて、瞬まばたきを繰り返した。

「ウソ」

「だからウソじゃないって言ってるだろ。ほら、帰るぞ」

　急におどおどと可愛らしくなってしまった和哉の手を引いて、遼は車に戻った。







「うまいか？」

　さっきから神妙な顔でのろのろと焼きそばを口に運んでいる和哉に訊ねると、少し腫れの引いてきた目を何度か瞬いたあと、きっぱりと言った。

「まずい」

　遼はずるっとテーブルにのめった。

「何なんだよ。おまえが焼きそば食いたいって言うから作ったんだろうが」

　帰り道、少しバツが悪いような甘やかな気分で、閉店間際のスーパーに寄って、夕飯の買物をした。

　いつものように、出来合いの弁当を買って帰れば手軽だが、赤い目をしていつになくしおらしくしている和哉を見ているうちに、たまには手作りの食事でも与えて、甘やかしたい気分になった。日頃は感心しないスナック菓子や清涼飲料水なども山ほど買い与えてみたりした。

　しかし、気合いを入れて作った焼きそばに対する反応は、実ににべもないものであった。

「その態度で好きって言われても疑わしいよなぁ」

　ビールをあおりながら思わず呟くと、和哉は唇を尖とがらせた。

「そっちこそ、ホントにオレのこと好きだっていうなら、こんなまずいもの食わせる筈ないよ」

「おまえには思いやりってものがないのか。多少不出来でも、心をこめて作ったことに感動しろ」

「多少じゃないもん。全部ナマじゃん、これ。キャベツ固いし、焼きそば粉こなっぽいし」

「そうかぁ？」

　和哉が割わり箸ばしでつまみあげた焼きそばを、遼はその手ごとつかんで自分の口元に運んだ。

　一口咀そ嚼しゃくすると、和哉の辛口批評がむしろ控ひかえめな感想に思えた。

「……確かに、これはヤバいかもな」

「なんだよ、味見もしなかったの？　ひでーの」

「悪かったよ。しょうがないから弁当でも買い直してくるか」

　遼は苦笑しながらビールをもう一口あおった。

　テレビからは、和哉の好きな心霊番組が流れている。エアコンも、和哉好みに強めにきかせてある。

　二人きりの部屋を、これまで感じたことがなかったような妙な空気が支配する。和哉は遼はるかの傍らで、なんとなく居心地悪そうに、膝を抱かかえている。

　実は、あえて手作りの夕食にしようなどと思ったのは、こういう間のもたなさを回避するためでもあったのだ。

　お互いの気持ちを見せ合ったあと、部屋に戻って手持ち無ぶ沙さ汰たに顔を突き合わせるのもなんとなく気まずい。

　食事の支し度たくでもすれば適当に間がもって、和哉の気分も落ち着くだろうと思ったのだ。

「一応、叔母さんには今日はこっちに泊めるって電話しておいたけど、大和やまと館かんのうまいメシの方がいいなら、送っていくぞ？」

　訊ねると、和哉は上うわ目め遣づかいに遼を見た。

「また追い出すの？」

「違うよ。おまえが落ち着かなそうだからさ。じゃ、コンビニで何か買ってくるよ。焼きそばでいいのか？」

　机の上の財布に手をのばそうとすると、和哉の手が財布をすっと遠ざけた。

「いらないよ」

「だってそれは食えないだろう？」

「……ホントは、別に、まずいから食わないわけじゃない。食欲がない」

「おまえなぁ。だったら、作る前に言えよ」

「さっきは食べれると思ったんだよ。それに、遼ちゃんがオレのためにご飯作ってくれるなんて、なんか嬉うれしいじゃん」

　和哉は膝を抱えて、落ち着かなげに身体を揺らした。

「だけど、食べようとしたら、なんか胸がいっぱいな感じで、飲み込めない」

　その言葉を裏付けるように、グラスの中のコーラも珍しくまったく減っていない。

「今までは、全然普通の態度できたのに、遼ちゃんにホントのこと言っちゃったら、なんか急に緊張してきた」

　そう言いながら、右手で心臓のあたりをさすっている。

「別にそんな身構えなくても、取って食ったりしないよ」

　自分もなんとなく妙な落ち着きのなさを感じつつ、遼は場の空気を和やわらげるように笑って見せた。

　とたんに、和哉が困惑したような顔をする。

「……遼ちゃん、さっき家賃は一生分もらったって言ったじゃん？」

「ああ？」

「それって、もう食ってくれないってこと？」

「なんだって？」

　遼は怪け訝げんに和哉を見やった。

「そりゃ、オレはあの一回だけでも死ぬほど幸せだったし、一生の思い出にしようって思ってたけど、なんかさっきの遼ちゃんの話聞いてたら、オレのこと好きみたいなこと言うし」

「みたいじゃなくて、好きなんだよ。若いくせにもう記憶力が危あやういのか」

　照れ隠しに思わず皮肉っぽい口調になる。

「だったら、また、抱いてくれる？」

　どこを見ればいいのかわからないというように、和哉は遼の肩口のあたりにうろうろと視線をさまよわせながら言った。

「……あのなぁ」

　その直ちょく截せつな言葉に胸を射抜かれつつ、遼はちょっと困惑しながら言葉を探した。

　目の前の少年に触れたくないと言えば噓になる。けれど、それ以上に、大切にしたい気持ちが強い。相手はまだ十五の子供であり、年長者である遼は、自分の衝しょう動どうよりも理性に従う義務がある。

「確かにおとといは勢いであんなことしちまったけど、俺は別にそういう目的でおまえのことを好きだって言ってるわけじゃない」

「やっぱりもうやりたくないの？」

「そうじゃなくて、和哉のことはもっと大事に考えたいってことだよ」

「大事ってなに？　相談にのってくれたり、将来のこと心配してくれたりっていうのが大事にすることなら、オレ、やっぱ遼ちゃんの生徒と変わらないじゃん」

　和哉の目は、再びかすかに潤うるんでいた。

「抱いて欲しいって思うのは、悪いこと？」

　訴うったえかける傷ついた瞳に、遼はふと和哉の抱える空洞を思った。

　愛されたい気持ちが人一倍強い和哉にとって、それを身をもって確かめたいと思うのはきっと切実な願望なのだ。長い間にできた空洞は、言葉だけでは埋められない。和哉は、ほかの十五歳とは違うのだ。

「遼ちゃんが気がのらないなら仕方ないけど」

　和哉はうつむいて呟いた。

「またいつか、そんな気になってくれることがあるなら、オレ、もう一度確かめたい。あれは夢じゃなかったんだって……んっ」

　たどたどしくせがむ唇を、遼はくちづけでふさいだ。

　大事にすることと、抱くことは、本当に並び立たないことだろうか。遼は自分の理性に問い掛けた。

　確かに倫理にもとることかも知れないが、大事に思うからこそ、空洞を埋めてやりたいとも思う。それが罪だと言うなら、その罪悪感はすべて自分が一人で背負っていくべきものである。

　冷たい唇を強く吸って離すと、和哉は魂たましいを吸い出されたように目の焦しょう点てんを失い、自分の腕で体重をささえ切れなくなった様子でずるっと後ろにのけぞった。

「……びっくりした」

「自分で挑発しておいて、キスくらいで驚くな」

「だって、ちゃんとキスしてもらったの、初めて」

「何度でもしてやるよ」

　一年前に、まだ何の自覚もないまま触れた、まぶたへ、頰へ。唇を滑すべらせながら、和哉の身体をそっと床に横たえた。







「遼ちゃん、遼ちゃんっ……」

　何度も遼の名を呼びながら、和哉は遼の下で、細い身体を扇情的にくねらせた。

　おとといの、腹の探り合いのような痛いセックスではなく、遼は自分でも気恥ずかしくなるくらいのいたわりと愛情をこめて、和哉を抱いた。丹念なくちづけから始めて、髪の先から爪つま先さきまで、和哉が官能に焦じれて泣きだすほど丁寧に、唇で愛した。

　すべての事実がつまびらかになったうえで抱く和哉は、本当に純情で不慣れで痛々しかった。日頃の減らず口を叩く余裕もない様子で、切ない声を洩らした。

　いちばん感じやすいところに唇を添えたときには、気を失いそうなほど恥ずかしがって、鼻にかかった甘ったるい声を何度もあげ、あっという間に高みに達した。

　抱いてとせがむ大だい胆たんさと、言葉と裏腹の頑がん是ぜなさが、遼の気持ちをより熱くする。

　おととい、不慣れな身体に負担をかけたばかりだということを考えれば、最後まですることには抵抗があったが、遼はあえて和哉の身体を開いた。そうすることで、傍若無人な仮面の下に隠れた臆おく病びょうな少年を満たしたかった。

　愛情を失うことを恐れて、何かと斜に構え、予防線を張ってしまうその痛々しい素顔。

　そんな和哉に、愛され、求められているのだという実感を伝えたかった。

「あっ、遼ちゃんっ……」

　身体を繫つなぐと、和哉は上気した目元をぎゅっと固く閉じて、いやいやをするようにかぶりを振った。

「痛い？」

「ちがう……。……またイッちゃいそう」

　切なげに腰をよじる姿に、遼の方も高まりを抑えられなくなる。

「いっていいよ」

「あっ、あっ……」

　少し動いただけで、和哉は本当に弾はじけそうだった。

　不慣れな快楽から無意識に逃げを打つ身体を、遼は少し強引に押さえつけ、何か訴えようとする唇をキスで封じた。
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　それは、おとといのような激情からではなく、純粋に狂おしい愛しさからの行為だった。

「んっ、んっ……っ」

　愛情に飢えた少年は、乱暴なくらいに求められることに身も心も極まった様子で、胸元まで赤く上気させながら、遼の腕の中で扇情的にいき果てたのだった。













「何か手伝おうって気にはならないのか」

　遼はるかは半分諦あきらめ口調で、テレビの前の和かず哉やに声をかけた。

「だって別に手伝うようなことなにもないじゃん。おばさんにもらってきたおかずを皿に並べるだけでしょ？　そのくらい一人でやってよ」

　和哉は腹はら這ばいでテレビを眺ながめながら、のうのうと言ってのける。

「……一瞬たりともいじらしいとか愛くるしいとか思った俺がバカだったよ」

　ため息混じりにひとりごちて、遼は叔母おばの心尽くしの料理を皿に移した。

　和哉を遠ざけなくてはならない理由はなくなったものの、現在和哉は遼と離れて大和やまと館かんで暮らしている。平日の日中を一人無む益えきに過ごすよりも、叔母にあずかってもらった方がいいという遼の判断だった。

　実際、叔母の雑用を手伝ったり、下宿人の大学生にかわいがられて勉強を教わったりと、結構日々の生活を楽しんでいるようだった。

　そうして週末だけ、和哉は遼のところに帰ってくる。

　安定した人間関係の中で過ごすようになったせいか、最初に遼のところに転がり込んできたときの厭えん世せい的てきな雰ふん囲い気きはかなり薄れてきていた。しかし、遼の前での傍ぼう若じゃく無ぶ人じんぶりは相変わらずである。

「ほら、夕飯だから起きろよ。テーブルの上の雑誌はおろせ」

　小言を言いながら皿を並べると、和哉は覗のぞき込こんで眉まゆをひそめた。

「天ぷらは、こんな並べ方しちゃいけないんだよ。風が通るように盛るんだって、おばさんがいつも言ってるもん」

　こましゃくれたことを言いながら、盛り付けを直し始める。

　文句があるなら最初から手伝えよと思いつつ、遼は内心ちょっとおかしくなった。

　相変わらずの傍若無人ぶりと言いつつも、微妙にどこか違うのだ。どうやら本人は、あの告白でうっかり手の内を暴ばく露ろしてしまったために、手伝いたい気持ちはあるものの、遼の前で甲か斐い甲が斐いしくたち働くことを気恥ずかしく思っているらしい。抱いてとせがむ大だい胆たんさはあるのに、まめまめしく動いて自分の好意をアピールすることは、恥ずかしいようなのだ。

　天ぷらを並べ終わると、和哉はひょいと立ち上がった。

「遼ちゃん、ビール？　しょうがないからコーラのついでに取ってきてやるよ。遼ちゃんにコーラ頼むと、氷入れてくれないし」

　飲み物ひとつ持ってきてくれるにも、気をきかせてという部分を気取られまいと、あれこれ理屈づけするところがおかしい。

「なに笑ってんの？」

　缶ビールを差し出しながら、和哉が怪け訝げんそうな顔をした。

「いや、別に」

「ヤな感じ」

　和哉は子供のような膨ふくれっ面つらをしてみせて、さつまいもの天ぷらに箸はしをのばした。

「あ、フジカノが、遼ちゃんによろしくって言ってたよ」

「よろしく言われるまでもなく、毎日学校でいやというほど顔を合わせてるんだけど」

「週末婚なんてお洒落しゃれよねぇとか茶化された」

　遼は飲みかけのビールを吹きそうになった。

「だから、そんなヤキモチ焼いても遼ちゃんはあげないって言っておいた」

　和哉はしれっと言ってのけた。

「おまえらなぁ」

「あ、もちろんおばさんとか祥しょう太たのいないところでの話だよ」

　遼の立場は一応考えているのだとばかりに付け加える和哉に、遼は箸を止め、微笑を浮かべた。

「和哉が居心地悪くなると思って今のところ黙ってるけど、俺は別にバレても構わないよ」

　和哉はぱちぱちと瞬まばたきをして、それから目を伏せちょっと笑った。

　ふとした瞬間に和哉が見せる幸福そうな笑顔は、遼の心をほっとさせる。

　こんな関係になって、どうしたものかと思っていたが、こうなってからの方がしっくりと落ち着いた空気が流れているのが不思議だった。

「ねえ、あのさ、オレやっぱ来年高校受験しようかな」

　和哉はさつまいもをくわえて、不意にそんなことを言い出した。

　以前は和哉の不安定さが心配で、しつこいくらい「この先どうするつもりだ」と訊たずねていた遼だが、叔母のところで人と交わって過ごすようになってから、随ずい分ぶん明るくいきいきしてきたので、ここしばらくその質問をしたことがなかった。

　しつこく問い詰めるのをやめたのがよかったのだろうか。

「でも、別に勉強したくなったとか、そういうちゃんとした理由じゃないんだ。祥太見てるとガッコー楽しそうだし、考えてみれば、オレ、中学の修学旅行も行ってないから、一回行ってみたいなぁとか。そんな不ふ真ま面じ目めな動機はバツ？」

「いいんじゃないか」

　動機など、どんな些さ細さいなことでも構わない。投なげ遣やりな態度だった和哉が、何かをしてみたいと思うようになっただけでも、充分だと思う。

「ちょうど夏休みに入るし、時間があるとき受験勉強みてやるよ」

「あー、受験勉強かぁ。それ考えるとイヤになるんだよなぁ。もう数学とか全然思い出せないし」

　和哉はガシガシと箸の先を嚙かみ、それからふといたずらっこのような顔で遼を見た。

「あ、でも一問解けるごとに遼ちゃんがご褒ほう美びにイイコトしてくれるなら、頑張っちゃうかも」

　挑発的な表情で、からかってくる。

「いくらでもしてやるよ。おまえがもうやめてってぎゃーぎゃー泣なき喚わめくくらいな」

　大人を舐なめるなとばかりに、じっと見つめて言い返すと、和哉は箸を嚙んだままみるみる赤くなり、ふいと視線をそらした。

「なんだよ、スケベジジイ」

　口では色々こましゃくれたことを言うくせに、根は意外に純情な少年なのである。そのギャップを、遼はひそかに愛いとしく思っている。

「ねえ、コーラおかわり」

　仕返しとばかりに、和哉は遼の目の前に音をたててグラスを置いた。

「ちゃんと氷も足してね」

「ったく。何様なんだよ、おまえは」

「意地悪なこと言ったバツだよ」

「なにが意地悪だよ。俺ほど優しい男はいないぞ」

　ぶつぶつ言いながらも、グラス片手に立ち上がる。

　冷蔵庫を開けていると、

「知ってるよ、そんなの」

　背中にぼそっと小さな声が届いた。

　遼は失笑して、氷をたっぷりサービスした。
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「ねえ、遼はるかちゃん。暑いってばー」

　望もち月づき和かず哉やは床の上にだらしなく寝そべった姿勢で、里さと谷や遼の大きな背中に向かって文句を言った。

「うるさいな、さっきから。もう暑いって時期じゃないだろう。窓からいい風が入ってくるじゃないか」

　遼が呆あきれ顔がおで振り向いた。

「遼ちゃんはオジサンだから、暑さを感じにくくなってるんじゃないの？　死ぬほど暑いよ、この部屋。エアコンつけようよ」

　尚なおも和哉が減らず口を叩くと、

「わがままばっか言ってないで、さっさとこれをやれよ」

　遼は身をよじって床の上の高校受験問題集を拾いあげ、それで和哉の頭を叩いた。

「痛いよ、もう！」

　膨ふくれてみせつつも、ちょっとでも構ってもらえたことが、和哉には嬉しい。

　せっかくの週末だというのに、遼は学校から持ち帰った仕事で忙しく、あまり相手をしてくれないのだ。

　遼の学校では、夏休み明けに実力テストがあったらしい。遼は自分が担当する理科に関して、その結果がふるわなかった生徒のために補習プリントを作っているところだった。しかもそれぞれの弱点に応じて、数パターンのプリントを用意するのだという。

　そのきめこまやかさが、いかにも遼らしい。

　遼のそういうところが好きだと思う。その反面、そのこまやかな思いやりが自分以外の人間に向いていることが密ひそかに悔くやしくもある。

　なんとか遼の気を引きたくて、さっきから暑いのなんのと愚ぐ痴ちを並べてみているのだが、実際のところは遼の言う通り、暑さはもうとうにピークを過ぎていた。

　九月も半なかばを過ぎた宵よい、開け放った窓からは時折心地よい風が忍び込んでくる。甲かん高だかく物悲しい虫の音が、耳からも涼しさを伝えている。

「あっちー。なんか冷たいものが飲みたーい」

　それでもそんな台詞セリフを繰り返しながら、いかにもやる気なさげに床の上に引っ繰り返り、遼の手から奪い取った問題集でぱたぱた顔を扇あおいだりしている自分を、まったくバカな奴やつだと思う。

　遼の気を引きたいならば、むしろ正反対の態度を取るべきなのに。

　残業に勤いそしむ遼をねぎらって、それこそ冷たいものでもサービスするとか、目の前で熱心に受験勉強に取り組んでみせるとか。

　わかっているのに、和哉はそういうことがどうしても苦手だった。

　好かれたいと思えば思うほど、ぞんざいな態度をとってしまう。こんなことではいつ嫌われても文句は言えないというような、ふざけた振る舞いばかりしてしまう。身に付いたひねくれ者の性さがはそう簡単には治らない。

「土日しか勉強見てやれないんだから、少しは真ま面じ目めにやったらどうだ」

　渋じゅう面めんの遼に対して、

「平日に大和やまと館かんの兄ちゃんたちに見てもらうからいいもん」

　またつい、かわいげのないことを言い返してしまう。

「吉よし井いさんとか、すげー親切だし。知ってる？　吉井さん。院生で、しかも二浪してるから、遼ちゃんよりちょっと年上なのかなぁ。遼ちゃんの百倍は優しく勉強教えてくれるよ。そのうち勉強だけじゃなくて、違うことも手とり足とり教えてくれそうな勢いだし」

　我ながらどうしてこう、あることないことくだらないことばかり言っているのだろう。

　もしも立場が逆で、自分が遼だったら、こんなムカつくガキは五秒で追い出していると思う。

　遼ちゃんは忍耐力があるよなぁ、などと他人ひと事ごとのように感心していると、その遼がやおら立ち上がった。

　はずみで、テーブルの足元にあった鞄かばんが剣けん呑のんな音を立てて倒れ、和哉は思わず身を固くした。

　さすがの遼も堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れたのかもしれない。

　ちょっと調子にのりすぎた。うるさいから大和館に戻れと言われたらどうしよう。

　五日間待ちに待ってやっと訪れた週末だというのに。

　ぐるぐる考え込む和哉の傍かたわらに、遼はほんの数歩で近寄ってきた。

　逆光になって、寝そべっている和哉には遼の表情がよく見えない。遼はかなり大柄なので、そうやって立ちはだかられるとかなり威圧感があった。

「ごめんなさいっ、静かにします！」

　追い出されたらヤバイとばかりに、和哉は慌てて謝った。

　遼はどさっと和哉の横に腰をおろすと、腕を引いて起こした。

「もしかして放り出そうとかしてる？　悪かったって言ってるじゃ……」

　言い訳しようとする口を、遼の唇にふさがれた。

　一瞬時間がぴたりと止まり、そのあと心臓が肋ろっ骨こつを突き破りそうな勢いでどきどきいいだした。

　遼ちゃんにキスされてる。

　もちろん初めてのことではない。それどころかキス以上のことも何度かしている。けれど初めてのキスと同じくらい、身体中がぎゅんとなった。

　ひんやりとした唇。少し強引な舌。

　遼の唇が離れた時には、手も足も力が入らず、すっかり遼に体重を預けた状態になっていた。

「じき終わるから、もうちょっとおとなしく待ってろよ」

　和哉の髪をぐしゃぐしゃとかきまぜながら、遼が言う。

　完全に見抜かれているのだ。わがままが気を引くための方便だということは。

　和哉はちょっと気まずいようなくすぐったいような複雑な気分になった。

　居心地の良さと悪さが同居するこの不思議な感覚を幸福感というのだろうか。遼に恋をして初めて知った感覚だ。

「……待ってる」

　思わず素直に答えている自分が妙に恥ずかしい。

　髪を撫なでていた遼の手が、耳元に滑すべって止まった。

「最近、ピアスしてないんだな」

　穴の開いた耳たぶを指先で引っ張られ、和哉はくすぐったさに身をよじった。

「ウザいからやめた。エライでしょ」

　実際のところ完全にやめたわけではないが、少なくとも遼の前ではつけないようにしている。ああいうチャラチャラしたものを遼が好まないことは察しがつくし、だから髪だって黒く戻したのだ。

　天あまの邪じゃ鬼くな和哉でも、それくらいの殊しゅ勝しょうさは持ち合わせている。

「偉いな。偉いついでに問題集もやっとけよ」

　ぐるりと和哉の頭を撫で、遼はまたテーブルに戻っていった。

　和哉はキスの余よ韻いんにひたりながら、問題集を手に床にうつぶせになった。

　その視線の先に、黒い札入れが落ちているのが見えた。さっき倒れた遼の鞄から滑り出したものらしい。

　手をのばして引き寄せると、カードポケットからはみ出していた免許証が床に落ちた。

　その免許証を見て、和哉は目を丸くした。

「わーっ、遼ちゃん、すげー！」

　突然の大声に、遼がずるりとのめった。

「おまえな、おとなしく待っててくれるんじゃなかったのか」

「待ってるけど、ちょっとこれすげーびっくり」

　飛び起きて、遼の鼻先に免許証を突き付ける。

「なんだよ。写真が格闘家のなんとかに似てるとかいう話なら、生徒から散々言われ尽くしてるからな」

「格闘家っていうより、指名手配中のゴリラみたい。遼ちゃん、写真うつりちょー悪いね」

「……仕事の邪魔だけじゃ飽あき足たらず、そこまで言うか」

　遼は眉み間けんに皺しわをよせ、和哉の手から免許証を取り上げた。

「証明写真なんて、誰でも犯罪者顔になっちまうもんだろう。そんなことでいちいち大声出すな」

「そうじゃなくて、オレがびっくりしたのは生年月日だよ。遼ちゃんの誕生日、オレと同じ」

　和哉は興奮して遼の背中ごしに身を乗り出し、免許証の生年月日欄らんを指差した。

　誕生日だとか星座だとか血液型だとか、日頃その手のことにはまったく興味のない和哉だったが、遼と誕生日が同じだというのは、ちょっと運命的なことに思えた。

　しかもその日はもう五日後に迫っている。今日、このふとした偶然で免許証を手にすることがなかったら、気付かないまま過ぎてしまっていたのだと思うと、この発見自体ひどくドラマチックな気がした。

「なんだよ、おまえ来週誕生日なのか。知らなかったよ」

　遼が少し驚いたように言った。

「いやー、自分でも忘れてた」

　和哉が答えると、

「その若さで忘れるかよ」

　遼は呆れ顔になった。

　忘れていたというのは少々誇こ張ちょうした言い方だが、それに近いものはあった。

　遼と恋愛関係になるという、世界が引っ繰り返るような幸運に遭そう遇ぐうして舞い上がっていて、自分の誕生日のことなど頭の隅に追いやられていたのだ。

「遼ちゃん、誕生祝いに何か欲しいものとかある？」

　和哉はいつになくわくわくした気持ちで訊たずねた。

　しかし、遼は苦笑を浮かべてかぶりを振った。

「特にないな。もうそんなものをもらう歳でもないし」

「歳とか関係ないじゃん」

「あるさ。男はハタチ過ぎたら、誕生祝いなんてこっぱずかしいことはやらないもんだ」

「そうなの？」

「ああ。だいたい、同じ日に二人でやったりもらったりってのも滑こっ稽けいじゃないか。お互い様ってことで、チャラにしよう」

　あっさり言われて、

「まあ確かにムダかもね」

　強がって相づちを打ってみせたものの、新発見で盛り上がっていた和哉の気分は、一気にしぼんでいった。

　免許証をしまってさっさと仕事に戻ってしまった遼の背中を、和哉は恨うらみがましく眺ながめた。

　誕生日が一緒だなんて、和哉にとってはものすごく劇的なことなのに、遼にとってはまったく取るに足らないことなのだ。

　なんだか悔しくて悲しい。

　その温度差は年齢の差からくるものなのか、それとも多忙な社会人と暇ひまな未成年という立場の差からくるものなのだろうか。

　あるいは、好きな気持ちの強弱の差からくるんじゃないだろうか。

　ゆらゆらと落ち込みそうになって、和哉は慌てて自分のマイナス思考を否定した。

　そんなことを考えること自体が厚かましい。

　そもそも、遼への想いが成就して、こんなふうにそばにいられることは、奇跡のような幸運なのだ。

　それなのに些さ細さいな考え方の違いで落ち込むなんて、自分は早くも幸せ慣れして図ずう々ずうしくなっているのではないだろうか。

　小さな温度差を躍やっ起きになって数えていたら、それだけで楽しいことも楽しくなくなってしまう。それよりも、目の前の大きな幸せに感謝した方がずっといい。

　こうして好きな人の部屋で過ごす、大切な週末。

　確かに、誕生日なんてどうでもいいことかもしれない。

　特別なイベントよりも、こうして普通にそばにいられることの方が、ずっと重要で重大なことだ。

　和哉は再び床に腹這いになって、傍らに遼の気配を感じながら、問題集に手をのばした。













「和哉、何ぼーっとしてんの？」

　横から祥しょう太たに小突かれて、和哉は拭ふいていた皿を落としそうになった。

「わ、バカ、危ないじゃん！」

　慌てて皿をつかみ直して睨みつけると、祥太は洗い物の水をはね飛ばしてよこした。

「年上に向かってバカとか言うなよ」

「年上っていったってイッコだけじゃん」

「イッコだって年上は年上だろ」

　子供じみたじゃれ合いを繰り広げていると、

「祥太、こっちまで水が飛ぶからやめて頂ちょう戴だい！」

　祥太の母親が、テーブルを拭く手を止めて息子をたしなめた。

「ちぇっ。なんで俺だけ怒られるんだよ。ケンカ両成敗じゃないのかよ」

　祥太は十七歳とは思えないすべすべのほっぺたを膨ふくらませて文句を言った。

「どう見てもあなたが一方的にちょっかい出してるんじゃないの。しかも和哉くんは受験勉強の合間に食器の片付けまで手伝ってくれてるのよ？」

「俺だってこうやって手伝ってるじゃん」

「和哉くんがやってくれるようになってから、やっとじゃないの」

「だって和哉がやってると、なんか面おも白しろそうに見えるんだもん」

　祥太と母親のこういう些細なやりとりを見聞きするのが、和哉は結構好きだった。

　普通の家庭の、あたたかい親子関係。自分にはもう永遠に無縁になってしまったものだ。

　なんだかんだと口答えしても、祥太はいかにもぼっちゃんぼっちゃんして、その育ちの良さそうな感じが好きだった。

　最初こそ、和哉が元芸能人ということに好奇心剝むき出だしだった祥太だが、むしろその天てん真しん爛らん漫まんさが付き合いやすく、気が付いたらいつのまにか打ち解けていた。

　祥太の両親の前では今でもそれなりに気を使ってはいるが、祥太と二人のときには、ほとんど素の自分を出せるようになっている。

　これまで特定の友人らしい友人を持ったことのない和哉にとって、祥太は初めての親友になりつつあった。

「だけど和哉ってさ、ハルちゃんのところに泊まってきた翌日は、いつもぼーっとしてるよな」

　母親がダイニングを出ていくと、祥太は話を振り出しに戻した。

「ハルちゃんに相当勉強しごかれてる？」

　祥太の突っ込みに、

「まあ、かなり」

　和哉は曖あい昧まいな笑みでうなずいてみせた。

　本当はそんなことではない。さっきぼーっとしていたのは、遼とのセックスを無意識に思い出していたからだ。

　会えば必ず遼は和哉を抱いてくれる。

　いちばん最初に身体を重ねた時は、まだ遼の気持ちも知らぬまま、和哉の方から誘ってせがんで懇こん願がんして、最後までしてもらったのだ。

　あの時のことを思い出すと、顔から火を吹きそうになる。

　好きな相手に、一度でいいから抱いて欲しくて必死だった。

　願いが叶かなったことは死ぬほど嬉しかったけれど、自分の浅ましさがぶざまでみじめで、悲しくもなった。

　今は、あんな恥ずかしい誘い方をしなくても、遼の方からきっかけを作ってくれる。

　多分、多くの恋人たちがそうであるように、和哉にとっても身体を重ねることから得られるのはただの肉体的な快楽だけではなかった。

　好きな相手が自分を欲してくれる、その身のよじれるような幸福感と安心感。

「イヤ」とか「ダメ」とか言っても、それが本心でないことが、どうして遼にはわかってしまうのだろう。

　ささやかな抵抗を封じられ、強引なくらいに求められると、幸せでどうにかなってしまいそうになる。

　もしかして自分はマゾの気があるのだろうか？

　昨夜だって、フローリングの上に組み敷かれて、イタイイタイと大騒ぎしながら、三回も極まってしまったのだ。

「おい、目を開いたまま寝るなよ」

　横から再び祥太に蹴け飛とばされ、和哉は我に返った。

「大丈夫かよ。そんなにしごきがキツいなら、俺からハルちゃんにひとこと言ってやろうか？」

「きっとまだしごき足りないくらいだって言われるよ」

　心配顔の祥太に、和哉は冗談めかして笑ってみせた。

　祥太は本当にいい奴だと思う。

　身内でさえなかったら、遼とのことだって祥太には打ち明けていたかもしれない。

「けどさ、なんでまたそんなしごきに耐えてまで、受験勉強しようなんて思ったわけ？」

　祥太が真面目な顔で訊ねてきた。

「フツーの高校生なんかになるより、テレビに出てキャーキャー言われてる方が一億倍楽しそうじゃん」

「そうでもないよ」

「もうピースに戻る気ないの？」

「うん、全然」

　即答すると、祥太は大げさにのめる真似をした。

「断言かよ。もったいねー。せっかくキレーな顔してんのに、こんなとこで皿洗ってたら宝の持ち腐れじゃん」

「顔だったら祥太の方がキレーだよ」

　祥太はもう一度のめった。

「ホンキで言ってる？」

「もちろん」

　実際、祥太はかなりすっきりと整った容姿をしている。目ばかり大きな自分の不自然な造作より、祥太の方が余程バランスがとれていてきれいだと和哉は思う。

「モテるでしょ、学校で？」

　茶化すと、祥太は鼻に皺を寄せた。

「……モテたらコワい。男子校だぞ」

「あ、そうだっけ」

「そっちこそ、モテるなんてもんじゃないだろ。中学時代とか大変だったんじゃないの？」

「そんなことないよ。それどころか友達すらいなかったし」

「え、マジ？」

「マジマジ。多分、すげー感じの悪い奴って思われてたと思う」

　デビューしてはみたものの虚むなしさは埋まらず、何もかもどうでもよかったあの頃。学校だって、最低限の日数しか出席していなかったから、思い出らしい思い出も特にない。

「感じ悪い和哉って、なんか想像つかないなぁ。じゃ、カノジョとかもいなかった？」

「全然」

「好きな相手も？」

「ああ、それはいたかな」

「え、どんなコ？　今はどうしてるの？」

　どんなコという表現と、遼の武骨な風ふう体ていとのギャップに、和哉は思わず笑いそうになった。

「今もスキかも」

「なんだよ、今度会わせろよ」

　いつも会ってる相手なんだけど、と少し複雑な気持ちで思いつつ、和哉ははぐらかすように質問を切り返した。

「祥太こそ、好きな人いないの？」

「いや、まあ、いなくはないけど……」

　祥太の返事は少し歯切れが悪かった。

「なんだ、そっちこそ今度会わせてよ。もしかしてクラスメイト？」

「だーかーらーっ、男子校だっつーの」

　憤ふん慨がいする祥太の声に、

「何じゃれあってるの？」

　香か乃のののほほんとした声がかぶさった。

　銭湯帰りらしい香乃が、ドアから顔を覗のぞかせた。

「お、二人ともお手伝い？　感心感心。おねえさんがいいものあげよう」

　片手に提げたコンビニ袋の中から乳酸菌飲料のパックを取り出し、爪つめ先さきでパッケージを開けて二人に一本ずつ渡してくれる。

　近付くと、香乃は風呂上がりのいい匂においがした。湯とシャンプーと石けんの匂い。

　女の人の匂いだと思う。亡くなった母親もよくこんな匂いをさせていた。

　かすかにこみあげてきた切ない気持ちを、乳酸菌飲料と一緒にいっきに飲み下す。

　そんな和哉の傍らで、祥太は小さなプラスチック容器の蓋ふたを爪で引ひっ搔かきながら、ちらちらと香乃の胸元のあたりを盗み見ている。

　細身の割にボリュームのあるその部分が、気になって仕方ないらしい。

　あとでからかってやろうと、和哉は内心ちょっと笑ってしまう。

「あ、祥ちゃん、古文の小テストって今日だったんじゃない？」

　冷蔵庫の横に吊るされたカレンダーを指差して、香乃が言った。

「この間教えてあげたとこ、出た？」

「出たけど間違えたっぽい」

　祥太は決まり悪そうに答えた。

「もう。しょうがないわね。またみっちり仕込んであげるから、部屋に来なさいよ」

　香乃は口を尖とがらせて、カレンダーを指で探った。

「今日明日は持ち帰り残業で忙しいから、そうね、金曜あたり……」

　指先がカレンダーの上で止まる。

「あら、今度の金曜日は遼の誕生日じゃないの」

「あ、ホントだ」

　香乃の言葉に祥太もうなずいた。長くひとつ屋根の下で暮らしていた二人は、当然のように遼の誕生日を知っていた。

「望月くん、日頃お世話になってるんだから、ちゃんとお祝いしてあげなさいよ」

　香乃に言われて、和哉は肩をすくめた。

「祝われたくないって言ってましたけど」

「照れ隠しじゃないの？」

　かねてから遼と和哉の関係に気付いているらしい香乃は、和哉にだけわかるような目つきで茶化してみせてから、苦笑した。

「でもまあ、ちょっとわかるかも。私も最近は誕生日ってどうでもいいし」

「え、なんで？　すげー楽しみじゃん、誕生日って」

　祥太が不思議そうに言う。

「そんなの十代のうちだけよ。あるいはまあせいぜい学生時代だけ」

　そんなものなのだろうか。

　遼が誕生日の話題にのってくれなかった温度差を、心の片隅で少しだけ引きずっていた和哉だったが、それは別に愛情の差などではなく、大人という生き物の特性なのか。

　それならまあ仕方ないと納得しつつ、和哉はふとおかしくなった。

　それじゃ子供の自分は、これまで誕生日を心待ちに生きてきたのかといえば、そんなことはまったくないのである。

　和哉が育った家には、そういうことを楽しむ雰囲気はなかった。

　芸能界にいた時期には、仕事の場や番組がらみで誕生祝いをしてもらったこともあったが、いかにも形式的な感じがして、かえって虚しい気分だけが残った。

　今年の誕生日のことで一瞬わくわくしたのは、それが遼と祝う誕生日だから。ただそれだけのことだったのだ。

「まあでも、特別な相手と祝う誕生日は、いくつになってもいいものかもね」

　斜に構えたことを言い過ぎたというフォローなのか、和哉へのひやかしなのか、香乃はそんなふうに言って笑い、乳酸菌飲料をひといきに飲んで、キッチンを出ていった。

「なあ、今のどういう意味だと思う？」

　一人だけことの真相を知らない祥太が、眉まゆ根ねを寄せて香乃が立ち去った方を指差した。

「やっぱ香乃さんとハルちゃんってデキてるのかな。で、金曜日は二人で盛り上がっちゃうってこと？」

「あの二人は別になんでもないと思うけど」

　ぼそっと和哉が言うと、

「その推測の根拠はどこにあるんだよ？」

　祥太は疑り深げに和哉を見た。

　だって遼は自分とデキているし、などとはもちろん言える筈がない。ちょっと逡しゅん巡じゅんしたのち、和哉は冗談めかして答えた。

「フジカノみたいなオバサンは、遼ちゃんの趣味じゃないと思うし」

「ちょっと待てよ。オバサンとか言うなよ」

　祥太が即座に反論してきた。

　その声音の思いがけない鋭さに、言った祥太も言われた和哉も一瞬たじろいだ。

「あ、ごめん」

　思わず謝りながら、祥太の顔を見ているうちに、ある考えに思い至った。

「……もしかして、祥太の好きなひとってフジカノ？」

「何言ってんだよ」

　祥太は否定するように笑ってみせたが、そのあとの言葉が出てこない。

　何か言いたげに口を開けたり閉じたりするうちに、どんどん顔が赤くなり、最後にはその場にへたり込んだ。

「笑っていいよ」

　頭を抱かかえて、不貞腐れたような声で言う。

「笑わないよ。ちょっとびっくりしたけど、全然おかしいことじゃないじゃん」

「あんなオバサンを好きになるなんて、趣味悪いって思ってるくせに」

「思ってないって。ごめん、さっきのはちょっとした悪ノリっていうか、はずみっていうか。ホントは全然オバサンなんて思ってないよ」

「無理しなくていいよ。別に本人に言ったりしないから」

「ホントだって。フジカノのこと結構好きだし」

　それは噓ではない。

　中学三年生のときに副担任だった香乃は、和哉の芸能界入りに関してはかなり親身に相談にのり、後押ししてくれた。本音とたてまえの差がなくてさばさばしていて、遼の次に好きな教師だった。

　和哉の言葉に、祥太ががばっと立ち上がった。

「え？　もしかして和哉も香乃さん狙ねらい？」

　探りを入れてくる目に、敵意が見え隠れしている。

「違う違う、そういう意味じゃないって。人間的に好きってことだよ」

　慌てて否定しながら、内心ちょっと笑ってしまう。そんなふうに疑心暗鬼になるほどに、祥太にとって香乃は魅力的に見えているのだ。

　けれどふと自分をかえりみると、人のことを笑ってはいられない。遼の部屋にいると、時々教え子が相談に転がり込んできたり、電話をかけてきたりする。そのたびにみんな自分と同じように遼に気があるんじゃないかとやきもきしている和哉なのだ。

　その気分を思い出すと、祥太にいたく共感してしまう。祥太もあんな気持ちで、香乃のことを想っているのだろうか。

「頑張ってよ。応援するから」

「いいよ。どうせうまくいきっこないし」

「なんでそんな後ろ向きなんだよ」

　自分のマイナス思考は棚にあげてはっぱをかける。

「だって俺、めちゃくちゃ年下だし」

「そんなの関係ないって。そうだ、祥太がどんなにいい奴か、オレがなにげにばしばしフジカノにアピールしておいてやるよ」

「いいって。そんなんで接近して、うっかり香乃さんが和哉のこと好きになっちゃったらヤバいじゃん」

「なるわけないじゃん」

　あまりの警戒ぶりにおかしくなって失笑すると、祥太は訝いぶかしげに和哉を覗き込んできた。

「おまえさ、自分が望月和哉だっていう自覚ある？　ついこの間まで何万の女をキャーキャー言わせてた男だろ」

「そうだっけ？」

「なんだよ。そらぞらしい」

「そうだとしても、フジカノがオレみたいなガキを好きになるはずないじゃん」

　和哉の言葉に、祥太がムンクの叫びのポーズを取った。
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「なんでそうさらっととどめを刺すんだよっ！　ガキがダメなら俺もダメじゃん！」

「あ、ごめん。失言でした」

「ホントに応援する気あるのかよ」

「あるある」

　なだめるように肩を叩きながら、つい吹き出してしまう。祥太とじゃれ合うのは、いつでもわくわくと面白い。

『もうここには置けない』

　そう遼に言われて大和館に連れて来られた時には、本当にショックだった。

　けれど、今はここで暮らせることに感謝している。

　遼と四六時中一緒にいることが最上級の望みではあるけれど、それはこの先いつかかなえることができるかもしれない。

　それよりも、きっと今の自分にはこういう環境が必要だったのだと思う。

　たとえば自分に兄姉がいたら、祥太や香乃のような感じなのかもしれない。祥太の両親は、さしずめ気さくな親しん戚せきのおじさんおばさんという感じだ。

　活気あるこの家では、落ち込んだり世を拗すねたりしている暇はない。

　自分の話に笑ったり驚いたりしてくれる人がいて、こうして手伝える仕事もあって。

　そして週末になると、好きな相手の元に帰る。

　罰ばち当あたりなくらいに幸せな生活だ。













　細く開けたキッチンの窓から、埃ほこりっぽい湿った匂いがひんやりと忍び込んでくる。

　誕生日は、あいにくの雨となった。

　いつもは土日だけ帰る遼の部屋に、一日早く乗り込んで、和哉は台所に立っていた。

　玉ねぎ、にんじん、じゃがいも、トマト、豚肉、りんご。

　流しの横に、買い込んできたカレーの材料を並べる。

「別に遼ちゃんのためじゃない。今日はオレの誕生日なんだから、自分のために作るんだ」

　シャツの袖そでをめくりながら、一人でぶつぶつ言い訳してみる。

　そしてそんな自分に小さく舌打ちする。

　自分のひとりごとが負け惜しみに過ぎないことは、十分自覚している。前に一度遼に褒ほめられたカレーを作ろうとしていること自体、すでに負けを認めているようなものだ。

　別に、自分の誕生日はどうだっていい。ただ、好きな相手のためにはやっぱり何かをしたいのだ。

　だからといって、チャラと言われているのにプレゼントを買うのも押しつけがましいしかっこ悪い感じがして、あれこれ悩んだ末に、夕食を作ることにした。

　これくらいのことならさほど特別な感じはしないし、先ほどのひとりごとではないけれど、自分の誕生日に自分の食べたいものを作っただけだという言い訳がたつ。

　夕暮れ時の薄暗い台所で、和哉は玉ねぎの皮をむき、丁寧に薄く薄くスライスした。

　亡くなった母親の料理の中で、カレーだけは美味おいしかった。玉ねぎを薄切りにするのは、母親のやり方だった。

　多めのサラダ油で、玉ねぎがねっとりと焦こげるくらいまで炒いためる。そこにほかの野菜や肉も入れて炒め、水を注ぎ、普通だったら最後に入れるカレールーの一部を最初から入れて煮込んでいく。

　小さい頃は、母親の作るカレーがとても楽しみだった。カレーの日には母親は料理の天才ではないかと思ったりした。

　今にして思えば、出来合いのルーを使うのだから、誰がどんな作り方をしても、ほとんど同じ味に仕上がるのだ。唯一カレーだけが美味しかったのも、うなずける。

　そんなふうに母親に関しては結局皮肉っぽい考え方しかできないのはいつものことなのだが、今日はいつものようには悪い感情は浮かんでこなかった。

　正直、ろくな親ではなかった。息子をほったらかしにして男と事故死するという最期にしたって、ろくなものではないと思う。長い間、母親にはマイナスの感情しか抱いだけずにいた。

　それでも、と熱湯につけたトマトの皮をむきながら考える。それでも、こうやってひとつひとつ野菜を切ってカレーを作ってくれていた時には、母親の気持ちは自分にむいていたのだろうと、今は思える。

　和哉はとりたてて料理が好きでも得意でもなかったが、こうして誰かのために手を動かすことは恋愛そのものと同じくらいに気持ちが高こう揚ようすることだった。

　多分、料理に限ったことではないのだろう。好きな相手のためにすることは、なんでもこんなふうにわくわくそわそわするに違いない。

「まあ、遼ちゃんはどうだか知らないけど」

　また一言、ぼそっとひとりごちてみる。

　誕生祝いを「滑稽」と言った大人の遼には、こんな気持ちはわからないかもしれない。

　それでもいいと思う。

　相手のため、と言いながら、結局これは自分のためにしていることなのだ。相手を思って何かをするひとときを、自分自身が楽しみたいがために。

　こんな高揚感を味わえるだけでも幸せだと思う。

　和哉は随ずい分ぶん長い間、楽しいなどという感情を忘れていた。

　芸能界で仕事を始めた当初は、女の子たちから騒がれることをそれなりに嬉しいとか楽しいとか思う瞬間もあったが、それは本当に一瞬のことで、すぐにその虚しさが身にしみた。

　目的も目標も失ってただ日々をやり過ごすようになってからは、すべての感覚が麻ま痺ひしていった。それでも仕事に忙殺されている時はまだよかったが、ふとした空あき時間やオフの日にはやりきれないような虚しさに襲われた。雨とか夕暮れとか、日常の自然現象にひどく気分が沈しずみ、母親のことを思い出しても憤いきどおりしか覚えなかった。

　けれど今は、その母親のことさえ懐かしい気持ちで思い出せるし、雨の夜のこの物寂しい薄寒ささえも愉快に感じられる。

　夜になれば遼に会えるのだから。

　金曜日は部活もないはずだし、もう帰宅していてもいい時間だ。

　和哉は鼻歌混じりにりんごを手に取った。この前、たまたま見ていたテレビ番組で、カレーの隠し味に入れる焼きりんごの簡単な作り方をやっていた。今日使った辛口のルーに、その隠し味はよく合いそうな気がする。

「なんかマジで甲か斐い甲が斐いしいよな、オレ」

　自分を茶化しながら、りんごに包丁を入れる。ストンと二つ割りにした切り口から、胸のすくような秋めいた匂いがたちのぼった。

　果たしてうまくできるだろうか。

　おいしくできて褒めてもらえればなによりだし、もしも失敗しても、一緒に笑ってくれる相手がいるというだけで張り合いがある。

　遼の感想を想像しながら、和哉はりんごを薄切りにして、バターを塗った皿に丁寧に並べた。はちみつをかけて、レンジに入れる。初めてのことで加減がわからず、何度もレンジから取り出しては様子を確かめた。

　甘酸っぱく煮上がったりんごを鍋なべに入れ、じゃがいもを入れて、残りのルーを割り入れる。

　普段料理などしないだけにちょっとしたことでももたもたと時間を食い、あっという間に一時間以上たっていた。

　ほぼ仕上がった鍋の中身をかきまぜながら時計に目をやり、和哉は眉根を寄せた。

　学校からまっすぐ帰路につけば、遼はもうとうに帰宅している時間だ。

「カレーのジンクスか？」

　前にカレーを作った日にも、遼はなかなか帰ってこなかったのだ。

　生徒からの信頼厚い遼のこと、またつかまって相談をもちかけられたりしているのだろうか。それとも今日はなにか用事があるのだろうか。

　考えてみれば、遼は今日和哉がここに来ていることなど知りもしないのだ。今頃一人で、あるいは誰かと外で食事をしている可能性だってある。

　そう考えたら、張り切って台所に立っている自分が急に滑稽に思えてきた。

　もしも遼が食事をすませて帰ってきたら、カレーなんか作ってそわそわと帰宅を待っていた自分はかなりかっこ悪くて押しつけがましい奴じゃないか？

　急に我に返って、和哉はコンロの火を止めた。

　いくら自己満足のためとはいえ、プレゼントがわりに食事を作るというのは、相手が腹をすかせて帰ってきて初めて成立することなのだ。そうでなければただでしゃばりの間抜けになってしまう。

　ちょっと失敗したかもしれない。いくらなにげなさを装うためとはいえ、むしろ来ることを告げておいた方がスマートだったのではないだろうか。

　テーブルにごつんと頭をつけて、自分の間抜けぶりに落ち込んでみる。さっきまでの高揚感はどこへやらといった感じだった。

　もしかしたら今頃遼は、誰かにどこかで誕生日を祝ってもらっているのではないだろうか。

　そんな疑心暗鬼な想像にまで飛ひ躍やくして思わず暗くなりかけ、そんな自分に呆れた。

　遼と恋愛関係になり、大和館で祥太たちと暮らすようになってからは、自分でも随分前向きになってきたと思っていたのに、ふとした折にこういう自じ虐ぎゃく的てきなマイナス思考に走る癖くせはなかなか完全には抜けない。

　遼には遼の生活があるのだ。一日のうち半分はこっそり遼のことを考えて暮らしている和哉とは違うのだ。

　自分をなだめながらぼんやりとテーブルの表面を指でなぞっていると、不意に勢いよく玄関のドアが開いた。

　しんとした部屋にその音はひどく大きく響いて、心臓が口から飛び出しそうになった。

　雨の匂いをまとって部屋に入ってきた遼は、和哉がいることに別段驚いた様子もなく、やれやれといった表情でため息をついた。

「おまえな、来るなら来るって言っとけよ」

「なんだよ、予告しないで来ると、なんかマズいことでもあるの？　あ、遅かったと思ったら、もしかして女の人でもお持ち帰りしてきた？」

　ぼんやりしていたところに不意をつかれたため、和哉は少し気が動転して言わずもがなの皮肉を口走り、そんな自分の頭の悪そうな薄っぺらい発言に内心がっくりときた。

　遼を前にすると、こんなことばかり言ってしまう。

「まったく誰のせいで遅くなったと思ってるんだよ」

　遼は呆れたように言いながら、雨染みのできた靴を脱ぎ捨てた。

「なんだよ、それ。まるでオレのせいみたいじゃん」

「大和館に寄ったのが無駄足になったじゃないか」

「え、今日大和館に用があったの？　だったら遼ちゃんこそ言っておいてくれたらよかったのに」

　そうとわかっていれば、勝手に部屋に上がり込んでメルヘンチックなカレーなど作ったりしないで、おとなしく向こうにいたのに。

「土産みやげ」

　遼は無造作に手にした袋を渡してよこした。

　しゃりしゃりいうパステルカラーの包みは、有名なパティスリーのものだった。

　和哉は少し驚いて、袋の中の箱を覗き込んだ。

「ケーキ？　なんのきまぐれだよ」

「疲れると甘いものが食いたくなるんだよなぁ」

　湿った上着を脱ぎながら、遼はこきこきと首を回した。

「適当に選んだから、おまえの好きなやつかどうかわからんが」

「適当にって何個買ったんだよ、このデカさ」

「まあたまにはいいだろう」

「遼ちゃんって酒飲みのくせに、甘いものも好きだよな。糖尿病とか気を付けた方がいいよ、マジで」

「メシがわりにポテチ二袋一気食いするやつに、健康の心配されたくねーよ」

　遼は手のひらで和哉の頭をぐしゃぐしゃにかきまぜた。

「オレはまだ若いから平気だもーん」

　憎まれ口を叩きつつも、きまぐれな土産は純粋に嬉しかった。

「ピースにいた頃、ここのケーキ何度か差し入れでもらったことあるんだ。すげーうまいんだよね。ねえ、開けてもいい？」

「その前にメシだろう。なんかいい匂いしてるじゃないか」

　遼はキッチンの方に首をのばした。

「もしかして、あのうまいカレーを作ってくれたのか？　そっちこそなんのきまぐれだよ」

　和哉の心中を見透かすような遼の視線に、甲斐甲斐しい自分がまたにわかに気恥ずかしくなった。

「別に遼ちゃんのために作ったわけじゃないよ。今日は無性にカレーが食べたかったんだ」

「そうか」

　信じていない顔で遼がにやにやと笑うので、和哉はムキになって言いつのった。

「ホントだって。それなのに大和館の夕飯はおでんだっていうから、遼ちゃんとこの台所借りて作らせてもらってたんだよ」

「なるほどね。で、俺もおこぼれにあずかれるのか？」

「まあしょうがないから食わせてやるよ」

　尊大に言い放って、ケーキの箱を冷蔵庫にしまおうとキッチンに足を向けると、

「あ、待て。もう一個渡すものがあった」

　遼は上がりがまちに置いてあった紙袋を引き寄せ、和哉の足元に滑らせた。

「なに？」

　ケーキをテーブルにおろして、和哉は少しどきどきしながら袋の中身を覗き込んだ。

「げーっ、なんだよ、これ」

　紙袋の中は、問題集の山だった。

「そのシリーズ、解答の解説がかなり懇こん切せつ丁寧だから、おまえ向きだと思うぞ」

「一瞬誕生日のプレゼントかと思ってどきどきしたオレってちょーバカじゃん」

「あれ、今日誕生日だったっけ？」

　とぼけたような顔で遼に言われ、和哉は思わず前のめりになった。

「物忘れひどすぎ。遼ちゃんと同じ日だって、先週話したばっかじゃん」

「それは覚えてるよ」

「じゃ、自分の誕生日自体を忘れてたってこと？　もっとヤバいじゃん」

　香乃も言っていたっけ。大人というのはそんなものなのだろう。

「まあでも、誕生祝いとしても上等だろうが」

　開き直る遼に、

「どこがだよ。食欲なくなるよ、もう」

　ぷりぷりと怒ってみせる。

　とはいえ、遼が受験のことを親身に心配してくれていることは、とても嬉しいことだった。

「今夜からさっそくやってみろよ」

「こんなにたくさんあったら、やり終える前に受験終わってるって」

　甘え半分の文句を言いながら問題集を指でたぐっていると、ふと、隙間に小さな包みが挟はさまっているのが見えた。

「なに、これ？」

　和哉はその軽い包みを引っ張り出し、遼の方を振り返った。

「さあ、なんだろうな」

　遼は新聞を広げながら、とぼけた口調で答えた。

「開けていいの？」

「どうぞ」

　袋の中には、薄い小振りの箱が入っていた。

「もしかして婚約指輪？　遼ちゃん、オレのサイズ知ってたっけ？」

「知らねーよ」

「なんだ、指輪じゃないのかよ。オレ、フラッシュの放列の前でこう左手をかざして引退会見するのが夢だったのに～。つーかもう引退済みだけど」

　軽口を叩きながら、このサイズは電子辞書か何かだろうか、それにしてはやけに軽いしなどと思いつつ無造作に箱を開いて、和哉は思わず言葉を失った。

　それは和哉がよく身に着けている気に入りのブランドのピアスだった。

「……なんだよ、これ」

「お気に召さなかったか？」

「そうじゃなくて、すげー好きだけど、なんでこんなのオレにくれるの？　つーか遼ちゃん、やっぱもしかして誕生日覚えてたってこと？」

「きまぐれ」

「きまぐれってなんだよ。だいたい、こういうの嫌いじゃなかったの？」

「まあ、自分でつけようとは死んでも思わんし、生徒が学校につけてくるのも困りものだがな。和哉には似合うと思って」

　遼はテーブルごしに和哉の耳元に手をのばしてきた。

「それに、どうもその穴が剝むき出だしになってると痛々しくて気になるんだよ」

　あたたかい指先に耳たぶをつままれ、和哉は思わず泣きそうになった。

　いったいどんな顔で、遼はこれを選んでくれたのだろう。

　自分のためにこんなものを買ってくれたこと、そして遼はきっと軽けい蔑べつしているだろうと思っていたこの手の装身具を「似合う」と言ってもらえたその「特別」な感じが、たまらなく嬉しかった。

　このままじっとしていたら本当に泣いてしまいそうで、和哉はごまかすように目の前のケーキの箱に手をのばした。

「やっぱ今、これ食う」

「メシが先じゃなかったのか」

「ケーキの気分だし」

「気分ってなぁ」

　呆れる遼の目の前で、指先のふるえを気取られないように少し乱暴にケーキの箱を開き、和哉は再び絶句した。

　箱の中身は季節感あふれるシックなホールのチョコレートケーキだった。

　上に飾られた渋皮煮の栗にチョコレートのプレートが立て掛けられ、〝Ｈａｐｐｙ　ｂｉｒｔｈｄａｙ〟の文字が踊っている。

　思わず言葉を失ったのは、そのプレートのせいばかりではなかった。この店のケーキはとても人気があって、夕方すぎにはショーケースの中はほとんど空からになってしまうのだということを思い出したからだった。まして季節限定のホールのケーキは尚なお更さらだ。

　きまぐれや思いつきでは買えない。きっと前もって予約しておいてくれたに違いない。

　今日大和館に寄ったというのも、おそらくこれを届けてくれるためだったのだろう。

　我慢していた涙が、こらえきれずに溢あふれ出だした。

「おいおい、どうしたんだよ」

　困ったように笑いながら、遼は和哉の顔を覗き込んできた。

　和哉はしゃくりあげながら、遼を睨みつけた。

「うそつき」

「なに怒ってるんだよ」

「なんなんだよ、これ」

「栗は嫌いか？」

「違うよ、このハッピーバースデーってなんだよ」

「あ、やっぱり名前まで入れた方がよかったか？　いや、さすがの俺もそこまでやるのはちょっとこっぱずかしくてな」

「ふざけんなよ。きまぐれとか言って、誕生日のことちゃんと覚えてたんじゃないか」

「普通そこは喜ぶところじゃないのか」

「誕生祝いはチャラとか言って、なんで自分ばっかこんな豪華に用意してるんだよ。オレは何もプレゼントとか買ってないじゃん」

　和哉が涙目で食ってかかると、遼は失笑をもらした。

「それはなによりだ。稼かせぎのない未成年から金品を受け取る趣味はないからな」

「なんだよ、それ。自分だけこんな色々」

「こっちは一応まっとうな社会人なんだから、好きなものを買って好きな奴に贈る権利があるんだよ」

　勝かち誇ほこったように言われて、魂たましいを抜かれそうになった。

　好きなものを、好きな奴に。

「ずるいよ。オレだって遼ちゃんの誕生日、祝いたいのに」

「俺はいいんだよ。俺の二十五の誕生日とおまえの十六の誕生日じゃ重さが全然違うんだから」

　遼はテーブルに頰ほお杖づえをついて、和哉の目をじっと見ながら言った。

「これから先、おまえの誕生日はずっと俺が祝ってやるからな」

　その殺し文句に、なんとか抑え込もうとしていた涙が、またばらばらとこぼれ落ちた。

「遼ちゃんのくそったれ！」

「言うに事欠いてなんだよ、そりゃ」

　自分を死ぬほどめろめろにしておきながら、余裕の笑みを浮かべている憎らしい男の胸に、和哉はしゃにむに飛び付いた。

「うわっ、ばか、危ないって！」

　遼は和哉を抱えて後ろにひっくりかえり、後頭部を柱に打ちつけた。

「いってーな。おまえは人を殺す気か？」

　和哉は切り返す憎まれ口も思いつかぬまま、遼の胸に顔を埋めてしゃくりあげた。

　まだ気持ちを打ち明ける前、和哉の先行きを心配する遼に「この先どうするつもりだ」と訊きかれたことが何度かあった。

　そのたび冗談ではぐらかしていた。先のことなんて考えたくもなかったし、考えたところで、楽しい未来など何一つ想像できなかった。

　けれど今は、世界がまるで違って見える。

　来年も再さ来らい年ねんも、こんなふうに笑ったり怒ったり泣いたりしながら、遼の傍らで歳を重ねていくのだ。

　先のことを想像してわくわくするこんな感覚は、長いこと忘れていた。

「いい加減、泣きやめよ」

　和哉の背中をぽんぽん叩きながら、遼が言った。

「うるさい。あんたが泣かせたんだろう」

「はいはい。泣くほど感激したか」

　その通りだったが、あっさり肯こう定ていするのもなんだかしゃくにさわった。遼の胸から顔を起こし、嗚お咽えつを飲み込みながら遼を睨みつけた。

「違う。悔し泣きだよ。自分ばっかいいかっこしちゃって、オレには祝わせてくれないなんて、不公平だ」

「なに言ってるんだよ。俺の誕生日だからカレーを作ってくれたんだろ？」

　それもまたその通りなのに、素直にそうと認めるのが気恥ずかしくて腹立たしい。

「違うって言ってるだろ。あれは自分のためだってば」

　こんなに、こんなに、好きなのに。素直になれない自分がもどかしかった。

「チャラだなんて、遼ちゃんの言うこと真に受けたオレがバカだった。プレゼント何も用意してないから、カラダで払う」

　あまつさえ、いくら照れ隠しとはいえまた突拍子もないことを口走っている自分に他人事のように呆れてしまう。

　案の定、遼が起こしかけていた頭を再び床に打ちつけて小さくうめいた。

「おまえなぁ、なんでもかんでもそれかよ。しかも払うってなんだよ。家賃と誕生祝いが同列か？」

「そうだ、オレのカラダは家賃に充当されてるんだった。じゃ、今日は家賃分にさらにサービス上乗せする」

　泣いてしまったことへの決まり悪さや、照れ隠しや意地や、十六歳の複雑な心中がからみあって、どうしようもない軽口ばかり叩いてしまう。

　遼はやれやれという表情で苦笑し、和哉の背中に回していた手をほどいて、万歳するように顔の横にあげた。

「じゃあお手並み拝見するか」

　どこか子供扱いするようなその仕草に憤りながら、和哉は遼の上に馬乗りになったまま、嚙み付くようにくちづけた。

　五日ぶりのキスに、頭のてっぺんがじんとしびれる。

　角度を変えて、ぎこちなく何度かついばむようにするうちに、いきなりくるりと身体を入れ替えられた。
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「遼ちゃ……」

　抗議する隙もなく、逆に遼にのしかかられ、言葉ごと舌をからめとられた。

　背筋がのけぞるようなくちづけをうけながら、大きな手のひらで首筋や脇腹を撫でられると、もうそれだけでどうにかなってしまいそうだった。

　指先が脇腹からシャツの中に滑り込んできて、和哉は慌てて遼の身体を押し返した。

「……っと待ってよ。カレー食うんじゃなかったのかよ」

　きっと真っ赤になっているであろう顔で睨みつけると、

「おまえがサービスするって言ったんだろうが」

　遼は意地悪げに笑いながら和哉を見おろしてきた。

　和哉は甘ったるさのまじる悔しさで、遼の胸をこぶしで突いた。

「やっぱり不公平だ。オレがサービスするはずなのに、いっつもこうやってオレばっかめろめろになっちゃうし」

「十分サービスされてるさ。おまえがめろめろになってるのを見ると、俺も途方もなくめろめろになる」

「なんだよ、それ」

　やっぱりどうしようもなく悔しいと思う。遼はどうしてこう、気を失いそうな殺し文句をさらさらと言えるのだろう。

「じゃあ、もっとめろめろにしろよ」

　はすっぱに切り返してみたものの、所しょ詮せん遼にかなわないことはわかっている。

　和哉はまつげを伏せて、小さな声で言いなおした。

「……もっとめろめろにしてください」

「言われなくてもそのつもりだ」

　遼の唇が笑んだ形のまま再びおりてきた。

　和哉は軽口を切り上げてそっと目を閉じ、甘ったるい幸福の中にダイブした。
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　こんにちは。お元気でおすごしですか。

　新刊が出るのはものすごく久しぶりな気がします。気がするだけじゃなく、実際すごく久しぶりなはずです。

　なので、初めて手にとってくださった方に「この人誰？」と思われるのは当然のことですが、既刊を読んでくださっている方にもきっと「この人誰だっけ？」と思われていそうな感じでどきどきです。

　そんなよぼよぼよれよれ状態の私にあとがき六ページだなんて、あまりの仕打ちじゃないですか、斎藤さん！

　……いや、しかし確か斎藤さんは、

「書き下ろしが短いと、あとがきのページ数が増えますよ」

　と再三にわたり忠告してくださってましたよね。

　それなのに言うことをきかなかった私が、結局は悪いのですね。

　ああ、私が悪いのですね。よよよ。

　…などと改行大作戦を結構してみたものの、まだやっと一ページじゃないか。

　ひとつ近況でも、と思うのですが、久しぶりな割にお伝えするような素す敵てきな近況がなにもないのが悲しいところです。主おもだった近況といえば、引越ししたことと、ものもらいがもう三ヵ月も治らないことくらいかなぁ。

　引っ越し……。そう、引っ越しをしたのはかれこれ半年も前のことなのに、まだ家中が段ボールだらけなので我ながらびっくりします。

　いやもう忙しくって片付ける暇ひまがなくてねぇ、なんて言えるほどたくさんの仕事を一度でいいからしてみたいです。

　片付かないのはもちろん忙しいせいなんかじゃなく、単に片付けが嫌いだからです。

　それでもまあ、最悪一生このままだって誰も困りはしたいので、今は心安らかです。

　片付け苦手人間にとって、いちばん大変だったのは引っ越しのときです。

　小さな家の中にどうやってこれだけのものが納まってたのよ？　と驚くばかりの荷物の山を前に、それそれはパニックでした。

　家具と大型家電以外の持ち物はすべて処分し、引っ越し先で新たに買い直したほうが精神的にも肉体的にもどれほど楽かと、引っ越し経験者の誰もが思ったに違いない。え？　思いませんでしたか？　私は本気ですべて捨て去ろうかと思いましたよ。

　いや、もちろんそんなエコロジーの時流に反することはできませんでしたが、それでもあきらかに不用と思われるものはかなり処分しました。量が多すぎて普通のゴミの日には出せないので、市のゴミ処理場に持ち込むために二度にわたってレンタルしたトラック代（軽トラが出払ってて普通のトラックを借りたのだ…）二万九千円、高いゴミだ……。皆様くれぐれもいらないものをためこまないようにしましょう。

　ちょうど真夏だったため、不用品の片付けだけで体力を使い果たしてしまい、っていうかそもそもそんなわけで片付けがとても苦手なので、ほとんど荷造りできないまま引っ越し当日を迎えてしまったのでした。

　そこはしかし原稿の締切と同じで、追い込まれるとなんとかなるんじゃないかと思ったりするわけです。時間があると却かえって処分や仕分けに悩んだりするけれど、切せっ羽ぱ詰ってしまえば、余計なことを考えずにじゃんじゃん荷造りできちゃうんじゃないかと。

　ごく近所の引っ越しなので、一仕事終えた帰りのトラックを回してもらうという、とってもリーズナブルな引っ越しパックをお願いしてありました。なので引っ越し屋さんが来るのは午後遅く。午前中頑張ればなんとかなるはず。

　と思ったら、なんと親切な引っ越し屋さん。空あきトラックが出たので、朝イチで来てくださるとの連絡が。

　引っ越し屋さんが来たとき、私はまだクマ柄がらのパジャマ姿でした。ベッドは起き抜けの寝乱れた状態。梱こん包ぽうしきれない本はそこらへんに積みっぱなしだし、コンロにお鍋なべは並んでるし、服はすべてクローゼットに吊るされたままだし。おまかせパックとかでお願いした人だって、もうちょっと身辺片付けて待機してるに違いない。

　しつこいようですが私がお願いしたのは、いちばん安い引っ越し便。事前に預かった段ボール箱にすべての荷造りを完了しておかなければいけなかったのです。

　きっとスタッフの方にイヤな顔をされるに違いない、と冷汗たらたらで怯おびえるクマ柄パジャマ女。

　そんな私の前にトラックからひょいと降り立ったのは、なななんと、その引っ越し屋さんのイメージキャラクターであるドラえもんその人！　……かと見み紛まごうばかりのすばらしい体型のおにいさんでした。

　いや大おお袈げ裟さじゃなくて、本当にドラえもんの着ぐるみかと思うくらいの巨漢だったのだ。実在の人物で言うとホンジャマカの石ちゃんにかなり似ていたけれど、体重は石ちゃんより数十キロは余計にありそうな感じでした。

　果たしてこんな自分の体重さえもてあましていそうな人に、まだ何もしてないのにすでに滝のように汗を流している人に、真夏の荷物運びなんかできるのか？　などと失礼極まりない疑念を抱いてしまったパジャマ女。

　しかしすぐに人を見かけで判断してはいけないということを思い知らされました。ドラちゃんは、驚くほど身軽で機敏なデブだったのです。

　家のなかのしょうもない有あり様さまを見ても、ドラちゃんはまったく動揺を見せませんでした。正確にはドラちゃんを含めて三名のスタッフの方がいたのですが、誰一人顔色を変えなかったところを見ると、こういうしょうもない相手には慣れていたのでしょうね。

　明らかに契約違反な客を前に、ドラちゃんたちはイヤな顔一つせず、寝起きの寝具をクマ柄パジャマとともに丁寧に布団袋に梱包し、そこらに散らかったがらくたをてきぱきと段ボールに詰め、あっという間にトラックに積み込んでくれたのです。

　本の入った段ボール箱を二つ重ねて抱かかえ二階から軽々とおりてきたドラちゃんの雄姿には心底しびれました。身内の男手では一つですら持ち上がらなかったのに。

　ちなみにほかの二人のスタッフは中村獅童さんと国分太一さんによく似ていました。それなのに私の心は石塚ドラえもんに釘づけ。

　思えば昔から太めの人が好きでした。それも相撲部屋系。この本の主人公遼はるかもできればもう十キロ多めの関せき取とり風味にしたかったけれど、誰もついてきてくれなそうな上、松まつ本もと花かずらさんにご迷惑をおかけしそうなのでやめにしたのですが、そんな私にとって困り果てていた引っ越しの窮きゅう地ちを救ってくれた石塚ドラちゃんはまさに理想の王子さまそのものでした。

　しかも気が付けば困り果てていたあとがきの窮地もこうして救われているではないか。

　ありがとう、ドラちゃん！　次の引っ越しも必ずアー〇引越センターでドラちゃんを指名します。……多分いやがられると思うけど。

　そんなこんなで、本篇のみならずあとがきまでもしょうもない話につきあってくださったみなさま、そしてこんなしょうもない人間に懲こりずにお仕事をくださる新書館さま、本当にありがとうございます。

　イラストを担当してくださった松本花さま。時に笑い、時に涙しながらいつも松本さんの漫画を拝読しています。そんな大好きな漫画家さんにイラストをつけていただけて、とても幸せです。雑誌掲載時に描いていただいた和かず哉やのきせかえも文庫に収録されるとのこと。嬉しくてすごく楽しみです。




　それでは、次はこんなに間があかずにお目にかかれますように。

　はっ、そうそう。次があったとしてもまたあとがきで悩むのが目に見えているので、ご感想かたがたあとがきネタなどお送りいただけるととても嬉しいです。こんなことを書いてみたらどうかというご提案でもいいですし、あなた自身の身近な出来事とか事件とかをお寄せいただくのもありがたいです。

　採用率は相当高いと思います。よろしくお願いします。

　ではでは、皆様の毎日がきらきらでありますように。
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Novel　　　　月村 奎［つきむら・けい］




10月20日生まれ。天秤座・ＡＢ型。

主な作品に「秋霖高校第二寮　全３巻」「秋霖高校第二寮リターンズ　全３巻」（新書館）、「眠り王子にキスを」シリーズ（大洋図書）などがある。







Illustration　 松本 花［まつもと・かずら］




10月１日生まれ。天秤座・Ｏ型。

漫画家。主な作品に「贋作・好色一代男」上・中・下巻（原作・井原西鶴、原案・毛利亘宏／新書館）、「美男葛の庭」（芳文社）などがある。
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